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58 条-1 

6. 計測制御系統施設 

6.4 計装設備（重大事故等対処設備） 

6.4.1 概要 

重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含む。）の故障により，

当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを計測す

ることが困難となった場合において，当該パラメータを推定するために必要

なパラメータを計測する設備を設置又は保管する。 

当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ（炉心

損傷防止対策及び格納容器破損防止対策等を成功させるために必要な発電用

原子炉施設の状態を把握するためのパラメータ）は，添付書類十の「第

5.1-1 表 重大事故等対策における手順書の概要」のうち，「1.15 事故時

の計装に関する手順等」のパラメータの選定で分類された主要パラメータ

（重要監視パラメータ及び有効監視パラメータ）とする。 

当該パラメータを推定するために必要なパラメータは，添付書類十の「第

5.1-1 表 重大事故等対策における手順書の概要」のうち，「1.15 事故時

の計装に関する手順等」のパラメータの選定で分類された代替パラメータ

（重要代替監視パラメータ及び常用代替監視パラメータ）とする。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備（重大事

故等対処設備）について，設計基準を超える状態における発電用原子炉施設

の状態を把握するための能力（最高計測可能温度等（設計基準最大値等））

を明確にする。計測範囲を第 6.4-1 表に，設計基準最大値等を第 6.4-3 表に

示す。 

計装設備（重大事故等対処設備）系統概要図を第 6.4-1 図から第 6.4-6 図

に示す。 
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58 条-2 

6.4.2 設計方針 

(1) 監視機能喪失時に使用する設備 

発電用原子炉施設の状態の把握能力を超えた場合に発電用原子炉施設の

状態を推定する手段を有する設計とする。 

重要監視パラメータ又は有効監視パラメータ（原子炉圧力容器内の温度，

圧力及び水位並びに原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量等）の

計測が困難となった場合又は計測範囲を超えた場合は，添付書類十の「第

5.1-1 表 重大事故等対策における手順書の概要」のうち，「1.15 事故

時の計装に関する手順等」の計器故障又は計器故障が疑われる場合の代替

パラメータによる推定又は計器の計測範囲を超えた場合の代替パラメータ

による推定の対応手段等により推定ができる設計とする。 

計器故障又は計器故障が疑われる場合に，当該パラメータの他チャンネ

ルの計器がある場合，他チャンネルの計器により計測するとともに重要代

替監視パラメータが複数ある場合は，推定する重要監視パラメータとの関

係性がより直接的なパラメータ，検出器の種類及び使用環境条件を踏まえ

た確からしさを考慮し，優先順位を定める。推定手段及び優先順位を第

6.4-4 表に示す。 

(2) 計器電源喪失時に使用する設備 

全交流動力電源が喪失した場合，又は直流電源の喪失が想定される場合

において，計測設備への代替電源設備として常設代替交流電源設備，可搬

型代替交流電源設備及び可搬型代替直流電源設備を使用する。 

具体的な設備は，以下のとおりとする。 

・常設代替交流電源設備（10.2 代替電源設備） 

・可搬型代替交流電源設備（10.2 代替電源設備） 

・可搬型代替直流電源設備（10.2 代替電源設備） 
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58 条-3 

常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備及び可搬型代替直流電

源設備については，「10.2 代替電源設備」に示す。 

代替電源設備が喪失し計測に必要な計器電源が喪失した場合，特に重要

なパラメータとして，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを

計測する設備については，温度，圧力，水位及び流量に係るものについて，

乾電池を電源とした可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内

の温度，圧力，水位及び流量（注水量）計測用）及び可搬型計測器（原子

炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力，水位及び流量（注水量）計測

用）（以下「可搬型計測器」という。）により計測できる設計とする。計

測できるパラメータ最大値等を第 6.4-3 表に示す。 

なお，可搬型計測器による計測においては，計測対象の選定を行う際の

考え方として，同一パラメータにチャンネルが複数ある場合は，いずれか

1 つの適切なチャンネルを選定し計測又は監視するものとする。また，同

一の物理量について，複数のパラメータがある場合は，いずれか 1 つの適

切なパラメータを選定し計測又は監視するものとする。 

具体的な設備は，以下のとおりとする。 

・可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度，圧力，

水位及び流量（注水量）計測用） 

・可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力，水位及

び流量（注水量）計測用） 

(3) パラメータ記録時に使用する設備 

原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃度，放射線量率等想定さ

れる重大事故等の対応に必要となる重要監視パラメータ及び重要代替監視

パラメータは，計測又は監視及び記録ができる設計とする。 

重大事故等の対応に必要となるパラメータは，原則，電磁的に記録，保
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58 条-4 

存し，電源喪失により保存した記録が失われないとともに帳票が出力でき

る設計とする。また，記録は必要な容量を保存できる設計とする。 

具体的な設備は以下のとおりとする。 

・安全パラメータ表示システム（SPDS）（データ伝送装置，緊急時対策

支援システム伝送装置及び SPDS データ表示装置） 

その他，設計基準事故対処設備である非常用交流電源設備の非常用ディ

ーゼル発電機を重大事故等対処設備として使用する。 

非常用ディーゼル発電機については，「10.2 代替電源設備」に示す。 

 

6.4.2.1 多様性，位置的分散 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

重大事故等対処設備のうち重要代替監視パラメータを計測する設備は，重

要監視パラメータと異なる物理量（水位，注水量等）の計測又は測定原理と

することで，重要監視パラメータを計測する設備に対して可能な限り多様性

を持った計測方法により計測できる設計とする。 

重要代替監視パラメータは，重要監視パラメータと可能な限り位置的分散

を図る設計とする。 

重要監視パラメータを計測する設備及び重要代替パラメータを計測する設

備の電源は，共通要因によって同時に機能を損なわないよう，非常用交流電

源設備に対して多様性を有する常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電

源設備から給電が可能な設計とする。電源設備の多様性，位置的分散につい

ては，「10.2 代替電源設備」に示す。 
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58 条-5 

6.4.2.2 悪影響妨止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備のうち，

多重性を有するパラメータの計測装置は，チャンネル相互を物理的，電気的

に分離し，チャンネル間の独立を図る設計とする。また，重要監視パラメー

タ及び重要代替監視パラメータの計測装置の間においても，パラメータ相互

を電気的に分離することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）は，設計基準対象施設として使用す

る場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備として使用することで，他の設

備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

データ表示装置は，重大事故等時は重大事故等対処設備として系統を構成

することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

可搬型計測器は，通常時は接続先の系統と分離された状態であること及び

重大事故等時は重大事故等対処設備として系統を構成することで，他の設備

に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

6.4.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，設

計基準事故時の計測機能と兼用しており，設計基準事故時に使用する場合の

計測範囲が，計器の不確かさを考慮しても設計基準を超える状態において発

電用原子炉施設の状態を推定できるため，設計基準事故対処設備と同仕様の

設計とする。 

・原子炉圧力 
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58 条-6 

・原子炉水位（広帯域） 

・原子炉水位（燃料域） 

・原子炉隔離時冷却系系統流量 

・高圧炉心スプレイ系系統流量 

・残留熱除去系系統流量 

・低圧炉心スプレイ系系統流量 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（D/W） 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（S/C） 

・起動領域計装 

・平均出力領域計装 

・残留熱除去系熱交換器入口温度 

・残留熱除去系熱交換器出口温度 

・残留熱除去系海水系系統流量 

・原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 

・高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

・残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

・低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

・使用済燃料プール水位・温度（SA 広域） 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，計

器の不確かさを考慮しても設計基準を超える状態において発電用原子炉施設

の状態を推定できる設計とする。 

・原子炉圧力容器温度 

・原子炉圧力（SA） 

・原子炉水位（SA 広帯域） 

・原子炉水位（SA 燃料域） 
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58 条-7 

・高圧代替注水系系統流量 

・低圧代替注水系原子炉注水流量 

・代替循環冷却系原子炉注水流量 

・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 

・低圧代替注水系格納容器下部注水流量 

・代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

・ドライウェル雰囲気温度 

・サプレッション・チェンバ雰囲気温度 

・サプレッション・プール水温度 

・格納容器下部水温 

・ドライウェル圧力 

・サプレッション・チェンバ圧力 

・サプレッション・プール水位 

・格納容器下部水位 

・格納容器内水素濃度（SA） 

・フィルタ装置水位 

・フィルタ装置圧力 

・フィルタ装置スクラビング水温度 

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・フィルタ装置入口水素濃度 

・耐圧強化ベント系放射線モニタ 

・代替循環冷却系ポンプ入口温度 

・緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器） 

・緊急用海水系流量（残留熱除去系補機） 

・代替淡水貯槽水位 
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58 条-8 

・常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

・常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

・代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 

・原子炉建屋水素濃度 

・静的触媒式水素再結合器動作監視装置 

・格納容器内酸素濃度（SA） 

・使用済燃料プール温度（SA） 

・使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置

を含む） 

安全パラメータ表示システム（SPDS）は，想定される重大事故等時に発電

所内の通信連絡をする必要のある場所に必要なデータ容量を伝送できる設計

とする。 

データ表示装置は，中央制御室の運転員が，発電用原子炉施設の主要な計

測装置の監視を行うために必要なデータの表示が可能な設計とする。 

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度，圧力，水位

及び流量（注水量）の計測用）は，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の

温度，圧力，水位及び流量（注水量）の計測用として 1 セット 20 個（測定

時の故障を想定した予備 1 個含む）使用する。保有数は，故障時及び保守点

検による待機除外時の予備として 20 個を含めて合計 40 個を分散して保管す

る。 

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力，水位及び流

量（注水量）の計測用）は，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力，

水位及び流量（注水量）の計測用として 1 セット 18 個（測定時の故障を想

定した予備 1 個含む）使用する。保有数は，故障時及び保守点検による待機
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58 条-9 

除外時の予備として 18 個を含めて合計 36 個を分散して保管する。 

 

6.4.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータ

を計測する設備は，原子炉格納容器内に設置し，想定される重大事故等時に

おける環境条件を考慮した設計とする。 

・原子炉圧力容器温度 

・ドライウェル雰囲気温度 

・サプレッション・チェンバ雰囲気温度 

・サプレッション・プール水温度 

・格納容器下部水温 

・格納容器下部水位 

・起動領域計装 

・平均出力領域計装 

なお，起動領域計装，平均出力領域計装については，重大事故等時初期に

おける原子炉格納容器内の環境条件を考慮した設計とする。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータ

を計測する設備は，原子炉建屋原子炉棟内に設置し，想定される重大事故等

時における環境条件を考慮した設計とする。また，インターフェイスシステ

ム LOCA 時に使用する設備は，その環境条件を考慮した設計とする。 

・原子炉圧力 

・原子炉圧力（SA） 

・原子炉水位（広帯域） 

・原子炉水位（燃料域） 
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・原子炉水位（SA 広帯域） 

・原子炉水位（SA 燃料域） 

・高圧代替注水系系統流量 

・低圧代替注水系原子炉注水流量  

・代替循環冷却系原子炉注水流量 

・原子炉隔離時冷却系系統流量 

・高圧炉心スプレイ系系統流量 

・残留熱除去系系統流量 

・低圧炉心スプレイ系系統流量 

・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 

・低圧代替注水系格納容器下部注水流量 

・代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

・ドライウェル圧力 

・サプレッション・チェンバ圧力 

・サプレッション・プール水位 

・格納容器内水素濃度（SA） 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（D/W） 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（S/C） 

・代替循環冷却系ポンプ入口温度 

・残留熱除去系熱交換器入口温度 

・残留熱除去系熱交換器出口温度 

・常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

・代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 

・原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 

・高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

11
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・残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

・低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

・原子炉建屋水素濃度 

・静的触媒式水素再結合器動作監視装置 

・格納容器内酸素濃度(SA) 

・使用済燃料プール水位・温度（SA 広域） 

・使用済燃料プール温度（SA） 

・使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・使用済燃料プール監視カメラ 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータ

を計測する設備は，原子炉建屋廃棄物処理棟内に設置し，想定される重大事

故等時における環境条件を考慮した設計とする。また，インターフェイスシ

ステム LOCA 時に使用する設備は，その環境影響を受けない原子炉建屋廃棄

物処理棟内の区画に設置する設計とする。 

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）  

・フィルタ装置入口水素濃度 

・残留熱除去系海水系系統流量  

・緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器）  

・緊急用海水系流量（残留熱除去系補機）  

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータ

を計測する設備は，格納容器圧力逃がし装置フィルタ装置格納槽内に設置し，

想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

・フィルタ装置水位  

・フィルタ装置圧力  

・フィルタ装置スクラビング水温度  
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重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータ

を計測する設備は，常設低圧代替注水系格納槽内に設置し，想定される重大

事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

・代替淡水貯槽水位 

・常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力  

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータ

を計測する設備は，屋外に設置し，想定される重大事故等時における環境条

件を考慮した設計とする。 

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ） 

・耐圧強化ベント系放射線モニタ 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータ

を計測する設備は，原子炉建屋付属棟内に設置し，想定される重大事故等時

における環境条件を考慮した設計とする。 

・使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置 

安全パラメータ表示システム（SPDS）のうちデータ伝送装置は，原子炉建

屋付属棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した

設計とする。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）のうち緊急時対策支援システム伝送

装置は，緊急時対策所内に設置し，想定される重大事故等時における環境条

件を考慮した設計とする。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）のうち SPDS データ表示装置は，緊

急時対策所内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮し

た設計とする。操作は，設置場所で可能な設計とする。 

データ表示装置は，原子炉建屋付属棟内及び緊急時対策所内に保管し，想

定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。操作は，設
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置場所で可能な設計とする。 

可搬型計測器は，原子炉建屋付属棟内及び緊急時対策所内に保管し，重大

事故等時は原子炉建屋付属棟内に設置するため，想定される重大事故等時に

おける環境条件を考慮した設計とする。操作は，設置場所（計測場所）で可

能な設計とする。 

 

6.4.2.5 操作性の確保 

基本方針については，「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性について」に

示す。 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，設

計基準対象施設として使用する場合と同じ構成で使用できる設計とする。 

・原子炉圧力 

・原子炉水位（広帯域） 

・原子炉水位（燃料域） 

・原子炉隔離時冷却系系統流量 

・高圧炉心スプレイ系系統流量 

・残留熱除去系系統流量 

・低圧炉心スプレイ系系統流量 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（D/W） 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（S/C） 

・起動領域計装 

・平均出力領域計装 

・残留熱除去系熱交換器入口温度 

・残留熱除去系熱交換器出口温度 

・残留熱除去系海水系系統流量 
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・原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 

・高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

・残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

・低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

・使用済燃料プール水位・温度（SA 広域） 

常設の重大事故等対象設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，設

計基準対象施設と兼用せず，他の系統と切り替えることなく使用できる設計

とする。 

・原子炉圧力容器温度 

・原子炉圧力（SA） 

・原子炉水位（SA 広帯域） 

・原子炉水位（SA 燃料域） 

・高圧代替注水系系統流量 

・低圧代替注水系原子炉注水流量 

・代替循環冷却系原子炉注水流量 

・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 

・低圧代替注水系格納容器下部注水流量 

・代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

・ドライウェル雰囲気温度 

・サプレッション・チェンバ雰囲気温度 

・サプレッション・プール水温度 

・格納容器下部水温 

・ドライウェル圧力 

・サプレッション・チェンバ圧力 

・サプレッション・プール水位 
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・格納容器下部水位 

・格納容器内水素濃度（SA） 

・フィルタ装置水位 

・フィルタ装置圧力 

・フィルタ装置スクラビング水温度 

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・フィルタ装置入口水素濃度 

・耐圧強化ベント系放射線モニタ 

・代替循環冷却系ポンプ入口温度 

・緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器） 

・緊急用海水系流量（残留熱除去系補機） 

・代替淡水貯槽水位 

・常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

・常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

・代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 

・原子炉建屋水素濃度 

・静的触媒式水素再結合器動作監視装置 

・格納容器内酸素濃度（SA） 

・使用済燃料プール温度（SA） 

・使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置

を含む） 

格納容器内水素濃度（SA），格納容器内酸素濃度（SA）及びフィルタ装置

入口水素濃度を計測するためのサンプリング装置は，想定される重大事故等

時に切り替えることなく使用できる設計とする。また，中央制御室の制御盤
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にてスイッチによりサンプリング装置の操作が可能な設計とする。 

使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置は，想定される重大事故等時に切

り替えることなく使用できる設計とする。また，中央制御室の制御盤にてス

イッチにより弁開閉操作及び起動操作が可能な設計とする。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）は，想定される重大事故等時におい

て，設計基準対象施設として使用する場合と同じ系統構成で重大事故等対処

設備として使用する設計とする。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）のうちデータ伝送装置及び緊急時対

策支援システム伝送装置は，常時伝送を行うため，通常操作を必要としない

設計とする。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）のうち SPDS データ表示装置は，付

属のスイッチにより緊急時対策所内で操作が可能な設計とする。 

データ表示装置は，設計基準対象施設とは兼用しないため，想定される重

大事故等時に切り替えることなく使用できる設計とする。また，付属のスイ

ッチにより中央制御室内で操作が可能な設計とする。 

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度，圧力，水位

及び流量（注水量）計測用）の計装ケーブルの接続は，ボルト・ネジ接続と

し，接続規格を統一することにより，一般的に使用される工具を用いて確実

に接続できる設計とし，付属のスイッチにより設置場所での操作が可能な設

計とする。また，設計基準対象施設と兼用せず，他の系統と切り替えること

なく使用できる設計とする。 

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力，水位及び流

量（注水量）計測用）の計装ケーブルの接続は，ボルト・ネジ接続とし，接

続規格を統一することにより，一般的に使用される工具を用いて確実に接続

できる設計とし，付属のスイッチにより設置場所での操作が可能な設計とす
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る。また，設計基準対象施設と兼用せず，他の系統と切り替えることなく使

用できる設計とする。 

 

6.4.3 主要設備及び仕様 

計装設備の主要設備及び仕様を第 6.4-1 表及び第 6.4-2 表に示す。また，

重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いる補助パ

ラメータを第 6.4-5 表に示す。 

 

6.4.4 試験検査 

基本方針については，「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性について」に

示す。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備は，原子

炉の運転中又は停止中に，模擬入力による機能・性能の確認（特性の確認）

及び校正ができる設計とする。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）及びデータ表示装置は，原子炉の運

転中又は停止中に，機能・性能の確認及び外観の確認が可能な設計とする。 

可搬型計測器は，原子炉の運転中又は停止中に，模擬入力による機能・性

能の確認（特性の確認）ができる設計とする。 
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第 6.4-1 表 計装設備（常設）の設備仕様 

 

(1) 原子炉圧力容器温度 

個  数     4 

計測範囲     0～500℃ 

 

(2) 原子炉圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     0～10.5MPa［gage］ 

 

(3) 原子炉圧力（SA） 

個  数     2 

計測範囲     0～10.5MPa［gage］ 

 

(4) 原子炉水位（広帯域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     －3,800～1,500mm 
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(5) 原子炉水位（燃料域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     －3,800～1,300mm 

 

(6) 原子炉水位（SA 広帯域） 

個  数     1 

計測範囲     －3,800～1,500mm 

 

(7) 原子炉水位（SA 燃料域） 

個  数     1 

計測範囲     －3,800～1,300mm 

 

(8) 高圧代替注水系系統流量 

個  数     1 

計測範囲     0～50L／s 

 

(9) 低圧代替注水系原子炉注水流量 

低圧代替注水系（常設） 

個  数    1 

計測範囲    0～500m３／h 

低圧代替注水系（常設） 

個  数    1 

20



58 条-20 

計測範囲    0～80m３／h 

低圧代替注水系（可搬型） 

個  数    1 

計測範囲    0～300m３／h 

低圧代替注水系（可搬型） 

個  数    1 

計測範囲    0～80m３／h 

 

(10) 代替循環冷却系原子炉注水流量 

個  数     1 

計測範囲     0～150m３／h 

 

(11) 原子炉隔離時冷却系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0～50L／s 

 

(12) 高圧炉心スプレイ系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0～500L／s 

21



58 条-21 

(13) 残留熱除去系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     3 

計測範囲     0～600L／s 

 

(14) 低圧炉心スプレイ系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0～600L／s 

 

(15) 低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 

低圧代替注水系（常設） 

個  数    1 

計測範囲    0～500m３／h 

低圧代替注水系（可搬型） 

個  数    1 

計測範囲    0～500m３／h 

 

(16) 低圧代替注水系格納容器下部注水流量 

個  数     1 

計測範囲     0～200m３／h 
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(17) 代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

個  数     1 

計測範囲     0～300m３／h 

 

(18) ドライウェル雰囲気温度 

個  数     8 

計測範囲     0～300℃ 

 

(19) サプレッション・チェンバ雰囲気温度 

個  数     2 

計測範囲     0～200℃ 

 

(20) サプレッション・プール水温度 

個  数     3 

計測範囲     0～200℃ 

 

(21) 格納容器下部水温 

ペデスタル床面高さ 0m 検知用 

個  数    5 

計測範囲    0～500℃ 

ペデスタル床面高さ＋0.2m 検知用 

個  数    5 

計測範囲    0～500℃ 
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(22) ドライウェル圧力 

個  数     1 

計測範囲     0～1MPa［abs］ 

 

(23) サプレッション・チェンバ圧力 

個  数     1 

計測範囲     0～1MPa［abs］ 

 

(24) サプレッション・プール水位 

個  数     1 

計測範囲     －1～9m（EL.2,030～12,030mm） 

 

(25) 格納容器下部水位 

ペデスタル床面高さ＋1.05m 検知用 

個  数    2 

計測範囲    EL.12,856mm 

ペデスタル床面高さ＋0.50m 検知用 

個  数    2 

計測範囲    EL.12,306mm 

ペデスタル床面高さ＋0.95m 検知用 

個  数    2 

計測範囲    EL.12,756mm 

ペデスタル床面高さ＋2.25m 満水管理用 

個  数    2 

計測範囲    EL.14,056mm 
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ペデスタル床面高さ＋2.75m 満水管理用 

個  数    2 

計測範囲    EL.14,556mm 

 

(26) 格納容器内水素濃度（SA） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数     1 

計測範囲     0～100vol％ 

 

(27) 格納容器雰囲気放射線モニタ（D/W） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（通常運転時等） 

・放射線管理設備（重大事故等時） 

個  数     2 

計測範囲     10－２～10５Sv／h 

 

(28) 格納容器雰囲気放射線モニタ（S/C） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（通常運転時等） 
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・放射線管理設備（重大事故等時） 

個  数     2 

計測範囲     10－２～10５Sv／h 

 

(29) 起動領域計装 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     8 

計測範囲     10－１～10６cps 

（1.0×10３～1.0×10９cm－２・s－１） 

0～40％又は 0～125％ 

（1.0×10８～1.5×10１３cm－２・s－１） 

 

(30) 平均出力領域計装 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     0～125％（1.0×10１２～1.0×10１４cm－２・s－１） 

 

(31) フィルタ装置水位 

個  数     2 

計測範囲     180～5,500mm 
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(32) フィルタ装置圧力 

個  数     1 

計測範囲     0～1MPa［gage］ 

 

(33) フィルタ装置スクラビング水温度 

個  数     1 

計測範囲     0～300℃ 

 

(34) フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（重大事故等時） 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

高レンジ 

個  数    2 

計測範囲    10－２～10５Sv／h 

低レンジ 

個  数    1 

計測範囲    10－３～10４mSv／h 

 

(35) フィルタ装置入口水素濃度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数     2 
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計測範囲     0～100vol％ 

 

(36) 耐圧強化ベント系放射線モニタ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（重大事故等時） 

個  数     1 

計測範囲     10－３～10４mSv／h 

 

(37) 代替循環冷却系ポンプ入口温度 

個  数     1 

計測範囲     0～100℃ 

 

(38) 残留熱除去系熱交換器入口温度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     0～300℃ 

 

(39) 残留熱除去系熱交換器出口温度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 
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計測範囲     0～300℃ 

 

(40) 残留熱除去系海水系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     0～550L／s 

 

(41) 緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器） 

個  数     1 

計測範囲     0～800m３／h 

 

(42) 緊急用海水系流量（残留熱除去系補機） 

個  数     1 

計測範囲     0～50m３／h 

 

(43) 代替淡水貯槽水位 

個  数     1 

計測範囲     0～20m 

 

(44) 常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

個  数     1 

計測範囲     0～10MPa［gage］ 
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(45) 常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

個  数     2 

計測範囲     0～5MPa［gage］ 

 

(46) 代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 

個  数     1 

計測範囲     0～5MPa［gage］ 

 

(47) 原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0～10MPa［gage］ 

 

(48) 高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0～10MPa［gage］ 

 

(49) 残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 
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・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     3 

計測範囲     0～4MPa［gage］ 

 

(50) 低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0～4MPa［gage］ 

 

(51) 原子炉建屋水素濃度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

個  数     2＊１ 

計測範囲     0～10vol％ 

         ＊1：原子炉建屋原子炉棟 6 階 

 

(52) 原子炉建屋水素濃度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

個  数     3＊１ 

計測範囲     0～20vol％ 
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         ＊1：原子炉建屋原子炉棟 2 階，地下 1 階 

 

(53) 静的触媒式水素再結合器動作監視装置 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

個  数     4＊１ 

計測範囲     0～300℃ 

         ＊1：2 個の静的触媒式水素再結合器に対して，

出入口に 1 個ずつ設置 

 

(54) 格納容器内酸素濃度（SA） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数     1 

計測範囲     0～25vol％ 

 

(55) 使用済燃料プール水位・温度（SA 広域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     水位：1 

         温度：1＊１ 
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計測範囲     水位：－4,300～＋7,200mm 

（EL.35,077～46,577mm） 

         温度：0～120℃ 

         ＊1：検出点 2 箇所 

 

(56) 使用済燃料プール温度（SA） 

個  数     1＊１ 

計測範囲     0～120℃ 

         ＊1：検出点 8 箇所 

 

(57) 使用済燃料プール放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（重大事故等時） 

高レンジ 

個  数    1 

計測範囲    10－２～10５Sv／h 

低レンジ 

個  数    1 

計測範囲    10－３～10４mSv／h 

 

(58) 使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装

置を含む） 

兼用する設備は以下のとおり。 
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・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

 

(59) 安全パラメータ表示システム（SPDS） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

・通信連絡設備（重大事故等時） 

データ伝送装置 

個  数     一式 

緊急時対策支援システム伝送装置 

個  数     一式 

SPDS データ表示装置 

個  数     一式 
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第 6.4-2 表 計装設備（可搬型）の設備仕様 

 

(1) データ表示装置 

個  数     一式 

 

(2) 可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度，圧力，

水位及び流量（注水量）計測用） 

個  数     20（予備 20） 

 

(3) 可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力，水位及

び流量（注水量）計測用） 

個  数     18（予備 18） 
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1
 

0
～

5
0
0
L
／

s
 

4
3
8
L
／

s
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

の
最

大
流

量
（

4
3
8
L
／

s
）
を

監
視

可
能

。
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流

量
 

(
常

設
)
 

 
1
 

0
～

5
0
0
m
３
／

h
＊

7
 

－
＊

6
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
時

に

お
け

る
最

大
流

量
（

4
7
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

1
 

(
常

設
)
 

 
1
 

0
～

8
0
m
３
／

h
＊

7
,
＊

9
 

－
＊

6
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
時

に

お
け

る
ミ

ニ
フ

ロ
ー

調
整

時
の

最
大

流
量
（

7
5
m
３
／

h
）
を

監
視

可
能

。
 

(
可

搬
型

)
 

 
1
 

0
～

3
0
0
m
３
／

h
＊

8
 

－
＊

6
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
時

に
お

け
る

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
最

大
流

量
（

2
6
8
m
３

／
h
）

を
監

視
可

能
。

 

(
可

搬
型

)
 

 
1
 

0
～

8
0
m
３
／

h
＊

8
,
＊

9
 

－
＊

6
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
時

に
お

け
る

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
ミ

ニ
フ

ロ
ー

調
整

時
の

最
大

流
量

（
7
5
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
 

1
 

0
～

1
5
0
m
３
／

h
 

－
＊

6
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
時

に
お

け
る

最
大

流
量

（
1
0
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
 

3
 

0
～

6
0
0
L
／

s
 

4
7
0
L
／

s
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
の

最
大

流
量

（
4
7
0
L
／

s
）

を
監

視
可

能
。

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

 
1
 

0
～

6
0
0
L
／

s
 

4
5
6
L
／

s
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

の
最

大
流

量
（

4
5
6
L
／

s
）
を

監
視

可
能

。
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
＊

2
 

「
⑭

水
源

の
確

保
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

＊
2
 

「
⑧

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
＊

2
 

「
③

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

＊
2
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

＊
2
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

＊
2
 

⑤ 原 子 炉 格 納 容 器 へ の 

注 水 量 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
 

ス
プ

レ
イ

流
量

 

(
常

設
)
 

 
1
 

0
～

5
0
0
m
３
／

h
＊

7
 

－
＊

6
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

時
に

お
け

る

最
大

流
量

（
4
4
9
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

1
 

(
可

搬
型

)
 

 
1
 

0
～

5
0
0
m
３
／

h
＊

8
 

－
＊

6
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

時
に

お
け

る
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
に

よ
る

最
大

流
量

（
3
4
9
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

 
1
 

0
～

2
0
0
m
３
／

h
 

－
＊

6
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

時
に

お

け
る

最
大

流
量

（
1
6
8
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
＊

2
 

「
⑭

水
源

の
確

保
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

＊
2
 

「
⑧

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
格

納
容

器
下

部
水

位
 

＊
2
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第
6
.
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-
3
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

3
／

8
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

個
数

 
計

測
範

囲
 

設
計

基
準

 
把

握
能

力
（

計
測

範
囲

の
考

え
方

）
 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

⑥ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

 
8
 

0
～

3
0
0
℃

 
1
3
6
℃

 
格

納
容

器
の

限
界

温
度

（
2
0
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

＊
1
 

2
 

0
～

2
0
0
℃

 
1
3
6
℃

 
1
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 
＊

1
 

3
 

0
～

2
0
0
℃

 
8
8
℃

 
格

納
容

器
の

限
界

圧
力
（

6
2
0
k
P
a
[
g
a
g
e
]
）
に

お
け

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

の
飽

和
温

度
（

約
1
6
7
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

格
納

容
器

下
部

水
温

 

(
水

温
計

兼
 

デ
ブ

リ
落

下

検
知

用
)
 

 
5
 

0
～

5
0
0
℃

＊
1
0
 

（
ペ

デ
ス

タ
ル

 

床
面

0
m
＊

1
1
）

 

－
＊

6
 

ペ
デ

ス
タ

ル
底

部
に

デ
ブ

リ
が

落
下

し
た

際
に

水
温

上
昇

や
高

温
の

デ
ブ

リ
が

接
触

し
指

示
値

が
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル

す
る

こ
と

で
デ

ブ
リ

落
下

を
検

知
可

能
。

 

4
 

(
水

温
計

兼
 

デ
ブ

リ
堆

積

検
知

用
)
 

 
5
 

0
～

5
0
0
℃

＊
1
0
 

（
ペ

デ
ス

タ
ル

 

床
面

＋
0
.
2
m
＊

1
1
）

 

－
＊

6
 

ペ
デ

ス
タ

ル
床

面
か

ら
0
.
2
m
以

上
の

デ
ブ

リ
が

堆
積

し
た

際
に

水
温

上
昇

や
高

温
の

デ
ブ

リ
が

接
触

し
指

示
値

が
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル

す
る

こ
と

で
デ

ブ
リ

堆
積

を
検

知
可

能
。

 

4
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

2
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
 

＊
2
 

⑦ 原 子 炉 格 納 容 器

内 の 圧 力 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

1
 

1
 

0
～

1
M
P
a
［

a
b
s
］

 
2
5
0
k
P
a
[
g
a
g
e
]
 

格
納

容
器

の
限

界
圧

力
（

6
2
0
k
P
a
[
g
a
g
e
]
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
＊

1
 

1
 

0
～

1
M
P
a
［

a
b
s
］

 
1
9
6
k
P
a
[
g
a
g
e
]
 

1
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

＊
2
 

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

 
＊

2
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 
＊

2
 

⑧ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

 
1
 

－
1
～

9
m
＊

1
2
 

（
E
L
.
2
,
0
3
0
～

1
2
,
0
3
0
m
m
）
 

－
0
.
5
～

0
m
 

（
E
L
.
2
,
5
3
0
～

3
,
0
3
0
m
m
）

 ウ
ェ

ッ
ト

ウ
ェ

ル
ベ

ン
ト

操
作

可
否

判
断
（

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

下
端

高
さ

－
1
.
6
4
m
：

通
常

水
位

＋
6
.
5
m
）

を
把

握
で

き
る

範
囲

を
監

視
可

能
。

 
1
 

格
納

容
器

下
部

水
位

 

(
高

さ
1
m
超

検
知

用
)
 

 
2
 

＋
1
.
0
5
m
＊

1
1
,
＊

1
3
 

（
E
L
.
1
2
,
8
5
6
m
m
）

 
－

＊
6
 

重
大

事
故

等
時
（

原
子

炉
圧

力
容

器
破

損
前

）
に

お
い

て
，
格

納
容

器

下
部

に
溶

融
炉

心
の

冷
却

に
必

要
な

水
量

（
底

面
か

ら
＋

1
.
0
5
m
）

が

あ
る

こ
と

を
監

視
可

能
。

 

1
 

(
高

さ

0
.
5
m
,
1
.
0
m

未
満

検
知

用
)
 

 
各

2
 

＋
0
.
5
0
m
,
＋

0
.
9
5
m
 

＊
1
1
,
＊

1
4
 

（
E
L
.
1
2
,
3
0
6
m
m
，

 

1
2
,
7
5
6
m
m
）

 

－
＊

6
 

重
大

事
故

等
時

（
原

子
炉

圧
力

容
器

破
損

後
の

デ
ブ

リ
堆

積
高

さ
＜

0
.
2
m
の

場
合

）
に

お
い

て
，
格

納
容

器
下

部
に

溶
融

炉
心

の
冷

却
に

必
要

な
水

量
（

底
面

か
ら

＋
0
.
5
0
m
～

＋
0
.
9
5
m
）

が
あ

る
こ

と
を

監

視
可

能
。

 

(
満

水
管

理
 

用
)
 

 
各

2
 

＋
2
.
2
5
m
,
＋

2
.
7
5
m
 

＊
1
1
,
＊

1
5
 

（
E
L
.
1
4
,
0
5
6
m
m
，

 

1
4
,
5
5
6
m
m
）

 

－
＊

6
 

重
大

事
故

等
時

（
原

子
炉

圧
力

容
器

破
損

後
の

デ
ブ

リ
堆

積
高

さ
≧

0
.
2
m
の

場
合

）
に

お
い

て
，
格

納
容

器
下

部
に

溶
融

炉
心

の
冷

却
に

必
要

な
水

量
（

底
面

か
ら

＋
2
.
2
5
m
～

＋
2
.
7
5
m
）

が
あ

る
こ

と
を

監

視
可

能
。

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
＊

2
 

「
④

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

＊
2
 

「
⑤

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

＊
2
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
＊

2
 

「
⑭

水
源

の
確

保
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

2
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
 

＊
2
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第
6
.
4
-
3
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

4
／

8
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

個
数

 
計

測
範

囲
 

設
計

基
準

 
把

握
能

力
（

計
測

範
囲

の
考

え
方

）
 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

⑨ 原 子 炉 格 納 容 器 内

の 水 素 濃 度 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

S
A
）

 
＊

1
 

1
 

0
～

1
0
0
v
o
l
％

 
3
.
3
v
o
l
％

以
下

 
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
，
格

納
容

器
内

の
水

素
燃

焼
の

可
能

性
を

把

握
す

る
上

で
，

水
素

濃
度

の
可

燃
限

界
（

4
v
o
l
％

）
を

監
視

可
能

。
 

－
＊

2
2
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
D
/
W
)
 

＊
2
 

 

「
⑩

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

 
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

(
S
/
C
)
 

＊
2
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

2
 

 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
＊

2
 

⑩ 原 子 炉 格 納 容 器 内

の 放 射 線 量 率 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
D
/
W
)
 

＊
1
 

2
 

1
0
－

２
～

1
0
５
S
v
／

h
 

1
0
S
v
／

h
未

満
＊

1
6
 

炉
心

損
傷

の
判

断
値
（

原
子

炉
停

止
直

後
に

炉
心

損
傷

し
た

場
合

は
約

1
0
S
v
／

h
）

を
把

握
す

る
上

で
監

視
可

能
（

上
記

の
判

断
値

及
び

推
定

値
は

原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
と

と
も

に
低

く
な

る
）
。

 

－
＊

2
2
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
S
/
C
)
 

＊
1
 

2
 

1
0
－

２
～

1
0
５
S
v
／

h
 

1
0
S
v
／

h
未

満
＊

1
6
 

炉
心

損
傷

の
判

断
値
（

原
子

炉
停

止
直

後
に

炉
心

損
傷

し
た

場
合

は
約

1
0
S
v
／

h
）

を
把

握
す

る
上

で
監

視
可

能
（

上
記

の
判

断
値

及
び

推
定

値
は

原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
と

と
も

に
低

く
な

る
）
。

 

－
＊

2
2
 

⑪ 未 臨 界 の 維 持 又 は 確 認 

起
動

領
域

計
装

 
＊

1
 

8
 

1
0
－

１
～

1
0
６
c
p
s
 

（
1
.
0
×

1
0
３
～

1
.
0
 

×
1
0
９
c
m
－

２
・

s
－

１
）

 

0
～

4
0
％

又
は

0
～

1
2
5
％

 

（
1
.
0
×

1
0
８
～

1
.
5
 

×
1
0
１

３
c
m
－

２
・

s
－

１
）

 

定
格

出
力

の
約

1
9
倍

 

原
子

炉
停

止
時

か
ら

起
動

時
及

び
起

動
時

か
ら

定
格

出
力

運
転

時
の

中
性

子
束

を
監

視
可

能
。

 

な
お

，
起

動
領

域
計

装
が

測
定

で
き

る
範

囲
を

超
え

た
場

合
は

，
平

均

出
力

領
域

計
装

に
よ

っ
て

監
視

可
能

。
 

－
＊

2
2
 

平
均

出
力

領
域

計
装

 
＊

1
 

2
 

＊
1
7
 

0
～

1
2
5
％

 

（
1
.
0
×

1
0
１

２
～

1
.
0
 

×
1
0
１

４
c
m
－

２
・

s
－

１
）

 

原
子

炉
の

起
動

時
か

ら
定

格
出

力
運

転
時

の
中

性
子

束
を

監
視

可
能

。
 

な
お

，
設

計
基

準
事

故
時

及
び

重
大

事
故

等
時

，
一

時
的

に
計

測
範

囲

を
超

え
る

が
，
負

の
反

応
度

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
効

果
に

よ
り

短
期

間
で

あ
り

，
か

つ
出

力
上

昇
及

び
下

降
は

急
峻

で
あ

る
。

1
2
5
％

を
超

え
た

領
域

で
そ

の
指

示
に

基
づ

き
操

作
を

伴
う

も
の

で
な

い
こ

と
か

ら
，

1
2
5
％

を
一

時
的

に
超

え
る

計
測

範
囲

を
計

測
す

る
必

要
は

な
い

。
ま

た
，
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
も

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ
等

に
よ

り
中

性
子

束
は

低
下

す
る

た
め

，
現

状
の

計
測

範
囲

で
も

対
応

が

可
能

。
 

－
＊

2
2
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表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

5
／

8
）

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

個
数

 
計

測
範

囲
 

設
計

基
準

 
把

握
能

力
（

計
測

範
囲

の
考

え
方

）
 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 （ １ ／ ２ ） 

＜
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

＞
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

2
 

1
8
0
～

5
,
5
0
0
m
m
 

－
＊

6
 

1
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

1
 

0
～

1
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
－

＊
6
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

に
，
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

の
最

高
使

用
圧

力
（

0
.
6
2
M
P
a
［

g
a
g
e
］
）

が
監

視
可

能
。

 
1
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
1
 

0
～

3
0
0
℃

 
－

＊
6
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

に
，
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

の
最

高
使

用
温

度
（

2
0
0
℃

）
が

監
視

可
能

。
 

1
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）

2
1
0
－

２
～

1
0
５
S
v
／

h
 

－
＊

6
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時
（

炉
心

損
傷

し
て

い
る

場
合

）
に

，
想

定
さ

れ
る

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

の
最

大
線

量
当

量
率

（
約

5
×

1
0
１
S
v
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

－
＊

2
2
 

1
1
0
－

３
～

1
0
４
m
S
v
／

h
 

－
＊

6
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時
（

炉
心

損
傷

し
て

い
な

い
場

合
）
に

，
想

定
さ

れ
る

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

の
最

大
線

量
当

量
率
（

約
7
×

1
0
０
m
S
v
／

h
）

を
監

視
可

能
。

－
＊

2
2
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

2
 

0
～

1
0
0
v
o
l
％

 
－

＊
6
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
停

止
後

の
窒

素
に

よ
る

パ
ー

ジ
を

実
施

し
，
フ

ィ
ル

タ
装

置
の

配
管

内
に

滞
留

す
る

水
素

濃
度

が
可

燃
限

界
濃

度
（

4
v
o
l
％

）
未

満
で

あ
る

こ
と

を
監

視
可

能
。

－
＊

2
2
 

＜
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
＞

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

 
1
 

1
0
－

３
～

1
0
４
m
S
v
／

h
 

－
＊

6
 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
実

施
時

に
，
想

定
さ

れ
る

排
気

ラ
イ

ン
の

最
大

線
量

当
量

率
（

約
4
×

1
0
３
m
S
v
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 
－

＊
2
2
 

＜
代

替
循

環
冷

却
系

＞
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

＊
1
 

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

入
口

温
度

 
1
 

0
～

1
0
0
℃

 
－

＊
6
 

代
替

循
環

冷
却

時
に

お
け

る
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
入

口
の

最
高

使
用

温
度

（
7
7
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
「

④
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

量
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

1
 

0
～

3
0
0
m
３
／

h
 

－
＊

6
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

時
に

お
け

る
最

大
流

量
（

2
5
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 
1
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表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

6
／

8
）

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

個
数

 
計

測
範

囲
 

設
計

基
準

 
把

握
能

力
（

計
測

範
囲

の
考

え
方

）
 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 （ ２ ／ ２ ） 

＜
残

留
熱

除
去

系
＞

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 
2
 

0
～

3
0
0
℃

 
2
4
9
℃

 
残

留
熱

除
去

系
の

運
転

時
に

お
け

る
，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
の

変
動

範
囲

（
2
4
9
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

 
2
 

0
～

3
0
0
℃

 
2
4
9
℃

 
残

留
熱

除
去

系
の

運
転

時
に

お
け

る
，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口

温
度

の
変

動
範

囲
（

2
4
9
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
「

④
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

量
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
系

統
流

量
 

2
 

0
～

5
5
0
L
／

s
 

4
9
3
L
／

s
 

残
留

熱
除

去
系

の
運

転
時

に
お

け
る

，
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

ポ
ン

プ

の
最

大
流

量
（

4
9
3
L
／

S
）

を
監

視
可

能
。

 

1
 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
）
 

1
 

0
～

8
0
0
m
３
／

h
 

－
＊

6
 

緊
急

用
海

水
系

の
運

転
時

に
お

け
る

，
緊

急
用

海
水

系
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

）
の

最
大

流
量

（
6
6
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
補

機
）

 
1
 

0
～

5
0
m
３
／

h
 

－
＊

6
 

緊
急

用
海

水
系

の
運

転
時

に
お

け
る

，
緊

急
用

海
水

系
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

補
機

）
の

最
大

流
量

（
4
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

＊
2
 

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

＊
2
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

2
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
＊

2
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

＊
2
 

「
①

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

⑬ 格 納 容 器 バ イ パ ス の 

監 視 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
＊

1
 

「
③

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

＊
1
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

＊
1
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

＊
1
 

原
子

炉
圧

力
 

＊
1
 

「
②

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

 
＊

1
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

＊
1
 

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

1
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。
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表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

7
／

8
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

個
数

 
計

測
範

囲
 

設
計

基
準

 
把

握
能

力
（

計
測

範
囲

の
考

え
方

）
 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

⑭ 水 源 の 確 保 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
「

⑧
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
位

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
1
 

0
～

2
0
m
 

－
＊

6
 

代
替

淡
水

貯
槽

の
底

部
よ

り
上

の
水

位
計

検
出

点
か

ら
ポ

ン
プ

テ
ス

ト
ラ

イ
ン

配
管

下
端

（
0
～

1
9
m
）

を
監

視
可

能
。

1
 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

＊
2
 

「
④

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

」
及

び
「

⑤
原

子
炉

格
納

容
器

へ
の

注
水

量
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
＊

2
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

＊
2
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

＊
2
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
＊

2
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

＊
2
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
＊

2
 

1
 

0
～

1
0
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
－

＊
6
 

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力
（

6
.
9
0
M
P
a［

g
a
g
e
］
）
を

監
視

可

能
。

 

1
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
＊

2
 

1
 

0
～

1
0
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
5
.
9
8
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力
（

5
.
9
8
M
P
a［

g
a
g
e
］
）
を

監

視
可

能
。

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
＊

2
 

1
 

0
～

1
0
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
7
.
2
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力
（

7
.
2
4
M
P
a［

g
a
g
e
］
）
を

監

視
可

能
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
＊

2
 

1
 

0
～

5
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
－

＊
6
 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力
（

3
.
4
5
M
P
a［

g
a
g
e
］
）
を

監
視

可

能
。

 

1
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

＊
2
 

3
 

0
～

4
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
2
.
3
0
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
（

2
.
3
0
M
P
a［

g
a
g
e
］
）
を

監
視

可
能

。
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
＊

2
 

1
 

0
～

4
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
2
.
5
3
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力
（

2
.
5
3
M
P
a［

g
a
g
e
］
）
を

監

視
可

能
。

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
＊

2
 

2
 

0
～

5
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
－

＊
6
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力
（

3
.
5
0
M
P
a［

g
a
g
e
］
）
を

監

視
可

能
。

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
＊

2
 

「
④

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

」
及

び
「

⑤
原

子
炉

格
納

容
器

へ
の

注
水

量
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

 
＊

2
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

＊
2
 

⑮ 原 子 炉 建 屋 内

の 水 素 濃 度 

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
 

2
 

0
～

1
0
v
o
l
％

 
－

＊
6
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
水

素
と

酸
素

の
可

燃
限

界
（

水
素

濃
度

：

4
v
o
l
％

）
を

監
視

可
能

。
 

－
＊

2
2
 

3
 

0
～

2
0
v
o
l
％

 
－

＊
2
2
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
動

作
監

視
装

置
 

＊
2
 

4
 

＊
1
8
 

0
～

3
0
0
℃

 
－

＊
6
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

の
最

高
使

用

温
度

（
3
0
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

2
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表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

8
／

8
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

個
数

 
計

測
範

囲
 

設
計

基
準

 
把

握
能

力
（

計
測

範
囲

の
考

え
方

）
 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

⑯ 原 子 炉 格 納 容 器 内

の 酸 素 濃 度 

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
（

S
A
）

 
1
 

0
～

2
5
v
o
l
％

 
4
.
4
v
o
l
％

以
下

 
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
，
格

納
容

器
内

の
水

素
燃

焼
の

可
能

性
を

把

握
す

る
上

で
，

酸
素

濃
度

の
可

燃
限

界
（

5
v
o
l
％

）
を

監
視

可
能

。
 

－
＊

2
2
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
D
/
W
)
 

＊
2
 

「
⑩

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
S
/
C
)
 

＊
2
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

2
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
＊

2
 

⑰ 使 用 済 燃 料 プ ー ル の 監 視 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

S
A
広

域
）

 
＊

1
 

1
 

－
4
,
3
0
0
～

＋
7
,
2
0
0
m
m
 

＊
1
9
 

（
E
L
.
3
5
,
0
7
7
～

4
6
,
5
7
7
m
m
）

＋
6
,
8
1
8
m
m
 

（
E
L
.
4
6
,
1
9
5
m
m
）

 

重
大

事
故

等
時

に
変

動
す

る
可

能
性

の
あ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
上

部
か

ら
使

用
済

燃
料

ラ
ッ

ク
下

端
（

E
L
.
3
5
,
0
9
7
m
m
）

ま
で

の
範

囲
に

わ
た

り
水

位
を

監
視

可
能

。
 

－
＊

2
2
 

1
 

＊
2
0
 

0
～

1
2
0
℃

 
6
6
℃

 
重

大
事

故
等

時
に

変
動

す
る

可
能

性
の

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の

温
度

（
1
0
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
S
A
）

 
＊

1
 

1
 

＊
2
1
 

0
～

1
2
0
℃

 
6
6
℃

 
重

大
事

故
等

時
に

変
動

す
る

可
能

性
の

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の

温
度

（
1
0
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
 

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

＊
1
 

1
 

1
0
－

２
～

1
0
５
S
v
／

h
 

－
＊

6
 

重
大

事
故

等
時

に
変

動
す

る
可

能
性

が
あ

る
放

射
線

量
率

（
3
.
0
m
S
v

／
h
以

下
）

を
監

視
可

能
。

 
－

＊
2
2
 

1
 

1
0
－

３
～

1
0
４
m
S
v
／

h
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

＊
1
 

1
 

－
 

－
＊

6
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

及
び

そ
の

周
辺

の
状

況
を

監
視

可
能

。
 

－
＊

2
2
 

＊
1
：

分
類

の
う

ち
，

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

と
し

て
使

用
す

る
。

 
 

＊
2
：

分
類

の
う

ち
，

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
と

し
て

の
み

使
用

す
る

。
 

＊
3
：

設
計

基
準

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

の
最

高
圧

力
に

対
す

る
飽

和
温

度
。

 

＊
4
：

基
準

点
は

蒸
気

乾
燥

器
ス

カ
ー

ト
下

端
（

ベ
ッ

セ
ル

ゼ
ロ

レ
ベ

ル
よ

り
1
,
3
4
0
c
m
）

，
 

 
＊

5
：

基
準

点
は

燃
料

有
効

長
頂

部
（

ベ
ッ

セ
ル

ゼ
ロ

レ
ベ

ル
よ

り
9
1
5
c
m
）

 

＊
6
：

重
大

事
故

等
時

に
使

用
す

る
設

備
の

た
め

，
設

計
基

準
事

故
時

は
値

な
し

。
 

＊
7
：

常
設

設
備

に
よ

る
対

応
時

及
び

可
搬

型
設

備
に

よ
る

対
応

時
の

両
方

で
使

用
，

 
＊

8
：

可
搬

型
設

備
に

よ
る

対
応

時
に

使
用

，
 

＊
9
：

狭
帯

域
流

量
 

＊
1
0
：

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
及

び
デ

ブ
リ

落
下

・
堆

積
検

知
（

高
さ

0
m
,
0
.
2
m
位

置
水

温
計

兼
デ

ブ
リ

検
知

器
）

，
 

＊
1
1
：

ペ
デ

ス
タ

ル
底

面
（

コ
リ

ウ
ム

シ
ー

ル
ド

上
表

面
）

か
ら

の
高

さ
 

＊
1
2
：

基
準

点
は

通
常

運
転

水
位

E
L
.
3
,
0
3
0
m
m
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

底
部

よ
り

7
,
0
3
0
m
m
）

，
 

＊
1
3
：

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
前

ま
で

の
水

位
管

理
（

高
さ

1
m
超

水
位

計
）

 

＊
1
4
：

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
水

位
管

理
（

デ
ブ

リ
堆

積
高

さ
＜

0
.
2
m
の

場
合

）
（

高
さ

0
.
5
m
,
1
.
0
m
未

満
水

位
計

）
 

＊
1
5
：

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
水

位
管

理
（

デ
ブ

リ
堆

積
高

さ
≧

0
.
2
m
の

場
合

）
（

満
水

管
理

水
位

計
）

 

＊
1
6
：

炉
心

損
傷

は
，

原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
に

お
け

る
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

の
値

で
判

断
す

る
。

原
子

炉
停

止
直

後
に

炉
心

損
傷

し
た

場
合

の
判

断
値

は
約

1
0
S
v
／

h
（

経
過

時
間

と
と

も
に

判
断

値
は

低
く

な
る

）
で

あ
り

，
設

計
基

準
で

は
炉

心
損

傷
し

な
い

こ
と

か
ら

こ
の

値
を

下
回

る
。

 

＊
1
7
：

平
均

出
力

領
域

計
装

A
～

F
の

6
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
う

ち
，

A
,
B
の

2
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
対

象
。

平
均

出
力

領
域

計
装

の
A
,
C
,
E
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
は

そ
れ

ぞ
れ

2
1
個

，
B
,
D
,
F
に

は
そ

れ
ぞ

れ
2
2
個

の
検

出
器

が
あ

る
。

 

＊
1
8
：

2
個

の
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

に
対

し
て

，
出

入
口

に
1
個

ず
つ

設
置

 

＊
1
9
：

基
準

点
は

使
用

済
燃

料
ラ

ッ
ク

上
端

E
L
.
3
9
,
3
7
7
m
m
（

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

底
部

よ
り

4
,
6
8
8
m
m
）

 

＊
2
0
：

検
出

点
2
箇

所
，

 
 

＊
2
1
：

検
出

点
8
箇

所
 

＊
2
2
：

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
時

は
，

水
素

・
酸

素
濃

度
監

視
装

置
，

放
射

線
監

視
装

置
，

炉
内

核
計

装
装

置
及

び
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
装

置
（

水
位

・
温

度
(
S
A
広

域
)
，

監
視

カ
メ

ラ
）

に
対

し
て

常
設

代
替

交

流
電

源
設

備
に

よ
り

電
源

供
給

さ
れ

た
場

合
に

は
，

監
視

計
器

は
使

用
可

能
で

あ
る

。
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 温 度 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

①
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ

り
推

定
す

る
。

 

②
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

す
る

こ
と

で
,
原

子
炉

圧
力

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

を
推

定
す

る
。

ま
た

,
ス

ク
ラ

ム
後

，
原

子
炉

水
位

が
燃

料
有

効
長

頂
部

に
到

達
す

る
ま

で
の

経
過

時
間

よ
り

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
を

推
定

す
る

。

③
残

留
熱

除
去

系
が

運
転

状
態

で
あ

れ
ば

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
原

子
炉

圧
力

②
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

③
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 圧 力 

原
子

炉
圧

力
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

①
原

子
炉

圧
力

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す

る
。

②
原

子
炉

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
原

子
炉

圧
力

容
器

内

の
圧

力
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

原
子

炉
圧

力
に

よ
り

推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
原

子
炉

圧
力

容
器

内

の
圧

力
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度
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代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

2
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

・
燃

料
域

）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

水
位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

,
原

子
炉

水

位
（

S
A
広

帯
域

・
S
A
燃

料
域

）
に

よ
り

推
定

す
る

。

③
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
，

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系

統
流

量
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
う

ち
機

器

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
よ

り
，
崩

壊
熱

に
よ

る
原

子
炉

水
位

変
化

量
を

考
慮

し
,
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

③
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量

③
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

③
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

③
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

①
原

子
炉

水
位
（

S
A
広

帯
域

・
S
A
燃

料
域

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

・
燃

料
域

）
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
，

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系

統
流

量
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
う

ち
機

器

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
よ

り
，
崩

壊
熱

に
よ

る
原

子
炉

水
位

変
化

量
を

考
慮

し
,
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

直
接

計
測

す
る

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）

を
優

先
す

る
。

 

②
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

②
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量

②
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

②
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

②
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

45
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

3
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

 
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 （ １ ／ ２ ） 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

①
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
,
水

源
で

あ
る

サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
を

推
定

す

る
。

 

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
が

小
さ

い
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
①

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

,
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，
環

境
悪

化
の

影
響

を
受

け
る

こ
と

が
小

さ
い

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

を
優

先
す

る
。
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

,
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
が

小
さ

い
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
が

小
さ

い
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

①
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
が

小
さ

い
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。
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58 条-46 

第
6
.
4
-
4
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

4
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 （ ２ ／ ２ ） 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
①

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
（

他
系

統
が

運
転

状
態

の
場

合
）

 

②
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

③
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

①
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
が

小
さ

い
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

水
源

で
あ

る
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，
環

境
悪

化
の

影
響

を
受

け
る

こ
と

が
小

さ
い

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

を
優

先
す

る
。
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

②
格

納
容

器
下

部
水

位

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

水
源

で
あ

る
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
格

納
容

器
下

部
水

位
の

変
化

に
よ

り
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，
環

境
悪

化
の

影
響

を
受

け
る

こ
と

が
小

さ
い

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

を
優

先
す

る
。
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58 条-47 

第
6
.
4
-
4
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

5
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
,
飽

和
温

度
／

圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
に

よ
り

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
を

推

定
す

る
。

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

，
上

記
①

と
同

様
に

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
,

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温

度
を

推
定

す
る

。

③
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
を

推

定
す

る
。

③
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

格
納

容
器

下
部

水
温

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

①
格

納
容

器
下

部
水

温
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
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58 条-48 

第
6
.
4
-
4
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

6
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 圧 力 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

を
推

定
す

る
。

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

常
用

計
器

）
に

よ
り

，
圧

力
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

真
空

破
壊

装
置

，
ベ

ン
ト

管
を

介
し

て
均

圧
さ

れ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
優

先
す

る
。

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

③
［

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

］
＊

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

ド
ラ

イ

ウ
ェ

ル
圧

力
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
及

び
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

を

推
定

す
る

。

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

常
用

計
器

）
に

よ
り

，
圧

力
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

真
空

破
壊

装
置

，
ベ

ン
ト

管
を

介
し

て
均

圧
さ

れ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

を
優

先
す

る
。

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度

③
［

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

］
＊

2
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58 条-49 

第
6
.
4
-
4
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

7
／

1
4
）

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
①

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
,
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
，

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
及

び
低

圧
代

替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
の

注
水

量
に

よ
り

,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル

水
位

を
推

定
す

る
。

②
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

の
変

化
に

よ
り

,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル

水
位

を

推
定

す
る

。

＜
ベ

ン
ト

判
断

基
準

＞

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
不

明
時

は
，

上
記

①
又

は
②

の
推

定
方

法
に

よ
り

，

注
水

流
量

及
び

水
源

の
水

位
変

化
か

ら
算

出
し

た
水

量
が

全
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル

へ
移

行
す

る
場

合
を

想
定

し
て

お
り

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
計

測

目
的

か
ら

考
え

る
と

保
守

的
な

評
価

と
な

り
問

題
な

い
こ

と
か

ら
，
推

定
し

た
値

か
ら

ベ
ン

ト
実

施
判

断
基

準
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
通

常
水

位
＋

6
.
5
m（

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

下
端

か
ら

－
1
.
6
4
m
）

の
到

達
確

認
を

も
っ

て
，

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

。

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
差

圧
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
を

推
定

す
る

。

④
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
常

用
計

器
）

に
よ

り
，

水
位

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

注
水

先
に

近
い

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
を

優
先

す
る

。
 

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

④
［

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
］

＊
2

格
納

容
器

下
部

水
位

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

①
格

納
容

器
下

部
水

位
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
格

納
容

器
下

部
水

位
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

の
注

水
量

に
よ

り
,
格

納
容

器
下

部
水

位
を

推
定

す
る

。

③
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

の
変

化
に

よ
り

，
格

納
容

器
下

部
水

位
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

②
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

③
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

原 子 炉 格 納 容 器 内 

の 水 素 濃 度 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

S
A
）

 
①

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

D
/
W
）

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C
）

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

①
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
S
A
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

格
納

容
器

雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D
/
W
）

又
は

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

S
/
C
）

に
て

炉

心
損

傷
を

判
断

し
た

後
，

初
期

酸
素

濃
度

と
保

守
的

な
Ｇ

値
を

入
力

と
し

た
評

価
結

果

（
解

析
結

果
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

，
格

納
容

器
内

圧
力

が
正

圧
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
で

，
事

故
後

の
格

納
容

器
内

へ
の

空
気
（

酸

素
）

の
流

入
有

無
を

把
握

し
，

水
素

燃
焼

の
可

能
性

を
推

定
す

る
。

②
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
常

用
計

器
）

に
よ

り
，

水
素

濃
度

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

重
要

代
替

計
器

を
優

先
す

る
。

 

②
［

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
］

＊
2
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58 条-50 

第
6
.
4
-
4
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

8
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

 
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 

の 放 射 線 量 率 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
D
/
W
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C
）

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

D
/
W
）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

D
/
W
）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
S
/
C
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D
/
W
）

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

S
/
C
）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

S
/
C
）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D
/
W
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

未 臨 界 の 維 持 又 は 確 認 

起
動

領
域

計
装

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

②
平

均
出

力
領

域
計

装
 

①
起

動
領

域
計

装
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
起

動
領

域
計

装
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

,
平

均
出

力
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

③
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
全

制
御

棒
が

挿
入

状
態

に
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
場

合
は

，
未

臨
界

状
態

の
維

持
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
［

制
御

棒
操

作
監

視
系

］
＊

2
 

平
均

出
力

領
域

計
装

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

②
起

動
領

域
計

装
 

①
平

均
出

力
領

域
計

装
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
平

均
出

力
領

域
計

装
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
起

動
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

③
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
全

制
御

棒
が

挿
入

状
態

に
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
場

合
は

，
未

臨
界

状
態

の
維

持
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
［

制
御

棒
操

作
監

視
系

］
＊

2
 

［
制

御
棒

操
作

監
視

系
］

 
①

起
動

領
域

計
装

 

②
平

均
出

力
領

域
計

装
 

①
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

起
動

領
域

計
装

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

②
平

均
出

力
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

低
出

力
領

域
を

監
視

す
る

起
動

領
域

計
装

を
優

先
す

る
。
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第
6
.
4
-
4
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

9
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 （ １ ／ ２ ） 

＜
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

＞

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度 フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

（
フ

ィ
ル

タ
装

置
水

位
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ

ン
ジ

）
，
フ

ィ
ル

タ
装

置
入

口
水

素
濃

度
）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
う

ち
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

，
フ

ィ
ル

タ
装

置
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

）
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合

は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

，
フ

ィ
ル

タ
装

置
圧

力
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）
，
フ

ィ
ル

タ
装

置
入

口
水

素
濃

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

又
は

サ
プ

レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

②
な

お
，
フ

ィ
ル

タ
装

置
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

,
フ

ィ
ル

タ
容

器
内

は
飽

和
状

態
で

あ
る

た
め

，
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
水

温
度

か
ら

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

を
推

定

す
る

。

②
フ

ィ
ル

タ
装

置
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
水

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
,
優

先

し
て

予
備

側
検

出
素

子
に

よ
り

計
測

す
る

。
予

備
側

の
監

視
が

不
可

能
な

場
合

に
は

，

フ
ィ

ル
タ

容
器

内
は

飽
和

状
態

で
あ

る
た

め
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

か
ら

ス
ク

ラ
ビ

ン

グ
水

温
度

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

，
フ

ィ
ル

タ
装

置
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

）
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

＜
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
＞

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

 

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

①
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

冷
却

に
お

い
て

，
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
放

射
線

モ
ニ

タ
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

,
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
,
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

又
は

ウ
ェ

ッ
ト

ウ
ェ

ル
の

ベ
ン

ト
に

使
用

し
た

方
を

優
先

す
る

。
 

＜
代

替
循

環
冷

却
系

＞
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

入
口

温
度

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
）

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
う

ち
，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル

水
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

，
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
入

口
温

度
，

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

，
代

替
循

環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
ド

ラ
イ

ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト

シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度
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第
6
.
4
-
4
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
0
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 （ ２ ／ ２ ） 

＜
残

留
熱

除
去

系
＞

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
系

統
流

量
 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
）

 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
補

機
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
，

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出

口
温

度
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

，
残

留

熱
除

去
系

海
水

系
系

統
流

量
）

の
他

チ
ャ

ン

ネ
ル

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
う

ち
，

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口
温

度
，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
，
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

系
統

流
量

の
1

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

故
障

し
た

場
合

は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
残

留
熱

除
去

系
に

よ
る

冷
却

に
お

い
て

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
，

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
，

残
留

熱
除

去
系

海
水

系

系
統

流
量

，
緊

急
用

海
水

系
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

）
，

緊
急

用
海

水
系

流

量
（

残
留

熱
除

去
系

補
機

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
原

子
炉

圧
力

容

器
温

度
，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

に
よ

り
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る

こ
と

を
確

認
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口
温

度
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

，
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

系
統

流
量

）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
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第
6
.
4
-
4
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
1
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

 
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ
（

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
，

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

・
S
A

燃
料

域
）
，
原

子
炉

圧
力

，
原

子
炉

圧
力
（

S
A
）
）

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
う

ち
，

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
，

原
子

炉
水

位
（

S
A

広
帯

域
・

S
A
燃

料
域

）
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

・
燃

料
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

・
S
A
燃

料
域

）
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ

ル
雰

囲
気

温
度

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
，

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ

ー
タ

）
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
，

原
子

炉
水

位
（

S
A

広
帯

域
・

S
A
燃

料
域

）
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）
）

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

優
先

す
る

。
 

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
 

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

＊
2
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
う

ち
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
原

子
炉

水
位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
，
原

子
炉

水
位
（

S
A
広

帯
域
・

S
A
燃

料
域

）
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

，
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー

タ
）

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
）

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

優
先

す
る

。
 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

圧
力

 

②
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

 

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

＊
2
 

 

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
 

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

①
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

①
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

①
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

①
原

子
炉

圧
力

 

①
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

 

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

 

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
 

 

①
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
原

子
炉

水
位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
，
原

子
炉

水
位
（

S
A
広

帯
域
・

S
A
燃

料
域

）
，

原
子

炉
圧

力
，
原

子
炉

圧
力
（

S
A
）
，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。
 

54



58 条-54 

第
6
.
4
-
4
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
2
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

水 源 の 確 保 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
①

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

①
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

①
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量

①
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

②
常

設
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
を

水
源

と
す

る
高

圧
代

替
注

水
系

，
代

替
循

環
冷

却
系

，
原

子
炉

隔

離
時

冷
却

系
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
，

残
留

熱
除

去
系

，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

の

流
量

か
ら

各
系

統
が

正
常

に
動

作
し

て
い

る
こ

と
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
，

水
源

で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
の

水
位

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

を
水

源
と

す
る

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

，
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
，

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

の
吐

出
圧

力
か

ら
各

ポ
ン

プ

が
正

常
に

動
作

し
て

い
る

こ
と

を
把

握
す

る
こ

と
に

よ
り

，
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

＜
ポ

ン
プ

停
止

基
準

＞

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
不

明
時

は
，

上
記

①
又

は
②

の
推

定
方

法
に

よ
り

，

水
源

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
中

に
，

Ｅ
Ｃ

Ｃ
Ｓ

系
の

配
管

破
断

な
ど

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
が

流
出

し
，
ポ

ン
プ

の
必

要
Ｎ

Ｐ
Ｓ

Ｈ
が

得
ら

れ
ず

，
吐

出
圧

力
の

異
常

（
圧

力
低

下
，

ハ
ン

チ
ン

グ

な
ど

）
が

確
認

さ
れ

た
場

合
に

，
ポ

ン
プ

を
停

止
す

る
。

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
常

用
計

器
）

に
よ

り
，

水
位

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
を

水
源

と
す

る
ポ

ン
プ

の
注

水
量

を
優

先
す

る
。

 

③
［

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
］

＊
2

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
①

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
を

水
源

と
す

る
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
に

よ
る

各
注

水
先

へ
の

流
量

か
ら

，
代

替

淡
水

貯
槽

水
位

を
推

定
す

る
。

②
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
の

吐
出

圧
力

か
ら

，
ポ

ン
プ

が
正

常
に

動
作

し
て

い
る

こ
と

を
把

握
す

る
こ

と
に

よ
り

，
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

が
確

保
さ

れ
て

い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

代
替

淡
水

貯
槽

を
水

源
と

す
る

ポ
ン

プ
の

注
水

量
を

優
先

す
る

。
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58 条-55 

第
6
.
4
-
4
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
3
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

 

 
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 建 屋 内 

の 水 素 濃 度 

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

①
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ

り
推

定
す

る
。

 

②
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
 
動

作
監

視
装

置
（

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
入

ロ
／

出
ロ

の
差

温
度

か
ら

水

素
濃

度
を

推
定

）
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

 

②
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

動
作

監
視

装
置

 

原 子 炉 格 納 容 器 内 

の 酸 素 濃 度 

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
（

S
A
）

 
①

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

D
/
W
）

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C
）

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
 

①
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

（
S
A
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

格
納

容
器

雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D
/
W
）

又
は

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

S
/
C
）

に
て

炉

心
損

傷
を

判
断

し
た

後
，

初
期

酸
素

濃
度

と
保

守
的

な
Ｇ

値
を

入
力

と
し

た
評

価
結

果

（
解

析
結

果
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

，
格

納
容

器
内

圧
力

が
正

圧
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
で

，
事

故
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

内
へ

の

空
気

（
酸

素
）

の
流

入
有

無
を

把
握

し
，

水
素

燃
焼

の
可

能
性

を
推

定
す

る
。

 

②
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

（
常

用
計

器
）

に
よ

り
，

酸
素

濃
度

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

重
要

代
替

計
器

を
優

先
す

る
。

 

 

②
［

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
］

＊
2
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58 条-56 

第
6
.
4
-
4
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
4
／

1
4
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

使 用 済 燃 料 プ ー ル の 監 視 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位
・
温

度
（

S
A

広
域

）
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

S
A
）

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・
温

度
（

S
A
広

域
）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
S
A
）

に
よ

り
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

温
度

を
推

定
す

る
。

ま
た

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
に

て

放
射

線
量

を
計

測
し

た
後

，
水

位
と

放
射

線
量

率
の

関
係

か
ら

水
位

を
推

定
す

る
。

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

に
よ

り
，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

状
態

を
監

視
す

る
。
 

推
定

は
，

温
度

の
場

合
は

同
じ

仕
様

で
あ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

S
A
）

を
，

水
位

の
場

合
は

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

を
直

接
監

視
す

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
を

優
先

す
る

。

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
S
A
）

 
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位
・
温

度
（

S
A
広

域
）
 

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

S
A
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

S
A
広

域
）

に
よ

り
温

度
を

推
定

す
る

。

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ
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。
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58 条-57 

第 6.4-5 表 重大事故等対処設備に活用する手順等の着手の判断基準として 

用いる補助パラメータ 

分類 補助パラメータ 

電源関係 Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

緊急用Ｐ／Ｃ電圧 

直流 125V 主母線盤Ａ電圧 

直流 125V 主母線盤Ｂ電圧 

緊急用直流 125V 主母線盤電圧 

補機関係 ほう酸水注入ポンプ吐出圧力 

その他 高圧窒素ガス供給系供給圧力 

窒素ガスボンベ出口圧力 

代替逃がし安全弁駆動装置窒素ガスボンベ出口圧力 
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3.15-1 

3.15 計装設備【58 条】 

【設置許可基準規則】 

（計装設備） 

第五十八条 発電用原子炉施設には、重大事故等が発生し、計測機器（非常

用のものを含む。）の故障により当該重大事故等に対処するために監視す

ることが必要なパラメータを計測することが困難となった場合において当

該パラメータを推定するために有効な情報を把握できる設備を設けなけれ

ばならない。 

 

（解釈） 

１ 第５８条に規定する「当該重大事故等に対処するために監視することが

必要なパラメータを計測することが困難となった場合において当該パラメ

ータを推定するために有効な情報を把握できる設備」とは、以下に掲げる

措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うための設備をいう。

なお、「当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメー

タ」とは、事業者が検討すべき炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対

策等を成功させるために把握することが必要な発電用原子炉施設の状態を

意味する。 

 ａ） 設計基準を超える状態における発電用原子炉施設の状態の把握能

力を明確にすること。（最高計測可能温度等） 

 ｂ） 発電用原子炉施設の状態の把握能力（最高計測可能温度等）を超

えた場合の発電用原子炉施設の状態の推定手段を整備すること。 

ⅰ） 原子炉圧力容器内の温度、圧力及び水位が推定できる手段を整備

すること。 
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3.15-2 

ⅱ） 原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量が推定できる手

段を整備すること。 

ⅲ） 推定するために必要なパラメータは、複数のパラメータの中から

確からしさを考慮し、優先順位を定めておくこと。 

ｃ） 原子炉格納容器内の温度、圧力、水位、水素濃度及び放射線量率など

想定される重大事故等の対応に必要となるパラメータが計測又は監視

及び記録ができること。 
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3.15-3 

3.15 計装設備 

3.15.1 設置許可基準規則第 58 条への適合方針 

  重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含む。）の故障により，

当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを計測す

ることが困難となった場合において，当該パラメータを推定するために必要

なパラメータを計測する設備を設置又は保管する。 

  当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ（炉心

損傷防止対策及び格納容器破損防止対策等を成功させるために必要な発電用

原子炉施設の状態を把握するためのパラメータ）は，「第 3.15-15 表 重大

事故等対策における手順書の概要」のうち，「1.15 事故時の計装に関する

手順等」のパラメータの選定で分類された主要パラメータ（重要監視パラメ

ータ）とする。 

  当該パラメータを推定するために必要なパラメータは，「第 3.15-15 表 重

大事故等対策における手順書の概要」のうち，「1.15 事故時の計装に関す

る手順等」のパラメータの選定で分類された代替パラメータ（重要代替監視

パラメータ）とする。 

  主要パラメータ及び代替パラメータのうち，重大事故等対処設備としての

要求事項を満たした計器を少なくとも１つ以上有するパラメータを，それぞ

れ重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータとする。 

  主要パラメータ及び代替パラメータのうち，自主対策設備の計器のみで計

測される場合は，有効監視パラメータとする。 

  また，電源設備の受電状態，重大事故等対処設備の運転状態及びその他の

設備の運転状態により発電用原子炉施設の状態を補助的に監視するパラメー

タを補助パラメータとする。なお，重大事故等対処設備の運転及び動作状態

を表示する設備（ランプ表示灯等）については，各条文の設置許可基準規則
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3.15-4 

第 43 条への適合方針のうち，(2)操作の確実性（設置許可基準規則第 43 条第

1 項二）にて，適合性を整理する。 

 重要監視パラメータ，重要代替監視パラメータ，有効監視パラメータ及び

補助パラメータの選定については，第 3.15-1 図に示す。 

 なお，主要パラメータ及び代替パラメータを計測する設備を以下のとおり

分類する。 

主要パラメータを計測する計器は以下のとおり。 

・重要計器

 主要パラメータを計測する計器のうち，耐震性，耐環境性を有し，重

大事故等対処設備としての要求事項を満たした計器をいう。 

・常用計器

主要パラメータを計測する計器のうち，重要計器以外の自主対策設備

の計器をいう。 

代替パラメータを計測する計器は以下のとおり。 

・重要代替計器

 重要代替監視パラメータを計測する計器のうち，耐震性，耐環境性を

有し，重大事故等対処設備としての要求事項を満たした計器をいう。 

・常用代替計器

 代替パラメータを計測する計器のうち，重要代替計器以外の自主対策

設備の計器をいう。 

(1) 把握能力の整備（設置許可基準規則解釈の第 1 項 ａ））

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備（重大

事故等対処設備）について，設計基準を超える状態における発電用原子炉

施設の状態を把握するための能力（最高計測可能温度等（設計基準最大値
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3.15-5 

等））を明確にする。計測範囲を第 3.15-16 表に示す。 

 

 (2) 推定手段の整備（設置許可基準規則解釈の第 1 項 ｂ）） 

  ａ．監視機能喪失時に使用する設備 

    発電用原子炉施設の状態の把握能力を超えた場合に発電用原子炉施設

の状態を推定する手段を有する設計とする。 

    重要監視パラメータ又は有効監視パラメータ（原子炉圧力容器内の温

度，圧力及び水位並びに原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量

等）の計測が困難となった場合又は計測範囲を超えた場合は，「第 3.15-

15 表 重大事故等対策における手順書の概要」のうち，「1.15 事故時

の計装に関する手順等」の計器故障又は計器故障が疑われる場合の代替

パラメータによる推定又は計器の計測範囲を超えた場合の代替パラメー

タによる推定の対応手段等により推定ができる設計とする。 

 

    計器故障又は計器故障が疑われる場合に，当該パラメータの他チャン

ネルの計器がある場合は，他チャンネルの計器により計測とともに重要

代替監視パラメータが複数ある場合は，推定する重要監視パラメータと

の関係性がより直接的なパラメータ，検出器の種類及び使用環境条件を

踏まえた確からしさを考慮し，優先順位を定める。推定手段及び優先順

位を第 3.15-17 表に示す。 

 

  ｂ．計器電源喪失時に使用する設備 

    全交流動力電源が喪失した場合，又は直流電源の喪失が想定される場

合において，計測設備への代替電源設備として常設代替交流電源設備，可

搬型代替交流電源設備及び可搬型代替直流電源設備を使用する。 
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具体的な設備は，以下のとおりとする。 

・常設代替交流電源設備（10.2 代替電源設備）

・可搬型代替交流電源設備（10.2 代替電源設備）

・可搬型代替直流電源設備（10.2 代替電源設備）

常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備及び可搬型代替直流

電源設備については，「10.2 代替電源設備」に示す。 

 代替電源設備が喪失し計測に必要な計器電源が喪失した場合，特に重

要なパラメータとして，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメー

タを計測するための設備については，温度，圧力，水位及び流量に係る

ものについて，乾電池を電源とした可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原

子炉格納容器内の温度，圧力，水位及び流量（注水量）計測用）及び可

搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力，水位及び流

量（注水量）計測用）（以下「可搬型計測器」という。）により計測でき

る設計とする。 

 なお，可搬型計測器による計測においては，計測対象の選定を行う際

の考え方として，同一パラメータにチャンネルが複数ある場合は，いず

れか 1 つの適切なチャンネルを選定し計測又は監視するものとする。ま

た，同一の物理量について，複数のパラメータがある場合は，いずれか

1 つの適切なパラメータを選定し計測又は監視するものとする。 

(3) パラメータ記録時に使用する設備（設置許可基準規則解釈の第 1 項 ｃ）） 

原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃度，放射線量率等想定さ

れる重大事故等の対応に必要となる重要監視パラメータ及び重要代替監視
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3.15-7 

パラメータが計測又は監視及び記録ができる設計とする。 

   重大事故等の対応に必要となるパラメータは，原則，電磁的に記録，保

存し，電源喪失により保存した記録が失われないとともに帳票が出力でき

る設計とする。また，記録は必要な容量を保存できる設計とする。 

   重大事故等発生時の対応に必要となる可搬型計測器によるパラメータ及

び複数の計算結果を使用し計算により推定するパラメータについても記録

できる設計とする。 

   具体的な設備は，以下のとおりとする。 

   ・安全パラメータ表示システム（SPDS）（データ伝送装置，緊急時対策支

援システム伝送装置，SPDS データ表示装置） 

（第 3.15-4 図）
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3.15-8 

3.15.2 重大事故等対処設備 

3.15.2.1 計装設備 

3.15.2.1.1 設備概要 

 重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含む。）の故障により，

当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを計測す

ることが困難となった場合において，当該パラメータを推定するために必要

なパラメータを計測する設備を設置又は保管する。 

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ（主要パラ

メータ）及び当該パラメータを推定するために必要なパラメータ（代替パラ

メータ）の内，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータは，設計基

準を超える状態において発電用原子炉施設の状態を把握できる計測範囲を有

し，また，把握能力を超えた場合に発電用原子炉施設の状態を推定する手段

を有する設計とする。 

 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備の電源は，

直流又は交流電源が喪失した場合，代替電源設備から給電できる設計とする。 

 また，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータは，計測又は監視

及び記録ができる設計とする。 

計装設備に関する重大事故等対処設備一覧を第 3.15-1 表に示す。 

 第 3.15-2,3 図に重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの計装

設備の概要図を示す。 
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3.15-9 

第 3.15-1 表 計装設備に関する重大事故等対処設備一覧（1／3） 

設備区分 設備名 

主要設備＊１ 原子炉圧力容器温度【常設】 

原子炉圧力【常設】 

原子炉圧力（SA）【常設】 

原子炉水位（広帯域）【常設】 

原子炉水位（燃料域）【常設】 

原子炉水位（SA 広帯域)【常設】 

原子炉水位（SA 燃料域）【常設】 

高圧代替注水系系統流量【常設】 

低圧代替注水系原子炉注水流量【常設】 

代替循環冷却系原子炉注水流量【常設】 

原子炉隔離時冷却系系統流量【常設】 

高圧炉心スプレイ系系統流量【常設】 

残留熱除去系系統流量【常設】 

低圧炉心スプレイ系系統流量【常設】 

低圧代替注水系格納容器スプレイ流量【常設】 

低圧代替注水系格納容器下部注水流量【常設】 

代替循環冷却系格納容器スプレイ流量【常設】 

ドライウェル雰囲気温度【常設】 

格納容器下部水温【常設】 

サプレッション・チェンバ雰囲気温度【常設】 

サプレッション・プール水温度【常設】 

ドライウェル圧力【常設】 

サプレッション・チェンバ圧力【常設】 

サプレッション・プール水位【常設】 

格納容器下部水位【常設】 

格納容器内水素濃度（SA）【常設】 

格納容器雰囲気放射線モニタ（D/W）【常設】 

格納容器雰囲気放射線モニタ（S/C）【常設】 

起動領域計装【常設】 

平均出力領域計装【常設】 

フィルタ装置水位【常設】 

フィルタ装置圧力【常設】 

フィルタ装置スクラビング水温度【常設】 

フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）

【常設】 
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3.15-10 

第 3.15-1 表 計装設備に関する重大事故等対処設備一覧（2／3） 

設備区分 設備名 

主要設備＊１ フィルタ装置入口水素濃度【常設】

耐圧強化ベント系放射線モニタ【常設】 

代替循環冷却系ポンプ入口温度【常設】 

残留熱除去系熱交換器入口温度【常設】 

残留熱除去系熱交換器出口温度【常設】 

残留熱除去系海水系系統流量【常設】 

緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器）【常設】 

緊急用海水系流量（残留熱除去系補機）【常設】 

代替淡水貯槽水位【常設】 

常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力【常設】 

常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力【常設】 

代替循環冷却系ポンプ吐出圧力【常設】 

原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力【常設】 

高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力【常設】 

残留熱除去系ポンプ吐出圧力【常設】 

低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力【常設】 

原子炉建屋水素濃度【常設】 

静的触媒式水素再結合器動作監視装置【常設】 

格納容器内酸素濃度（SA）【常設】 

使用済燃料プール水位・温度（SA 広域）【常設】 

使用済燃料プール温度（SA）【常設】 

使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レ

ンジ）【常設】

使用済燃料プール監視カメラ【常設】 

（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置【常設】を 

含む） 

データ伝送装置【常設】 

緊急時対策支援システム伝送装置【常設】 

SPDS データ表示装置【常設】 

データ表示装置【可搬】 

可搬型計測器【可搬】 
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3.15-11 

第 3.15-1 表 計装設備に関する重大事故等対処設備一覧（3／3） 

設備区分 設備名 

関連設備 付属設備 － 

水源 － 

流路 － 

注水先 － 

電源設備＊２

（燃料補給

設備含む） 

常設代替交流電源設備 

常設代替高圧電源装置【常設】 

軽油貯蔵タンク【常設】 

常設代替高圧電源装置用燃料移送ポンプ【常設】 

非常用交流電源設備 

非常用ディーゼル発電機【常設】 

燃料移送ポンプ【常設】 

軽油貯蔵タンク【常設】 

燃料デイタンク【常設】 

非常用ディーゼル発電機用海水ポンプ【常設】 

所内常設直流電源設備 

125V Ａ系蓄電池【常設】 

125V Ｂ系蓄電池【常設】 

中性子モニタ用蓄電池Ａ【常設】 

中性子モニタ用蓄電池Ｂ【常設】 

常設代替直流電源設備 

緊急用直流 125V 蓄電池【常設】 

可搬型代替交流電源設備 

可搬型代替低圧電源車【可搬】 

可搬型設備用軽油タンク【常設】 

タンクローリ【可搬】

可搬型代替直流電源設備 

可搬型代替低圧電源車【可搬】 

可搬型整流器【可搬】 

可搬型設備用軽油タンク【常設】 

タンクローリ【可搬】

代替所内電気設備 

緊急用Ｍ／Ｃ【常設】 

緊急用Ｐ／Ｃ【常設】 
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＊１：フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ），フィルタ装置入口水素

濃度，格納容器内水素濃度（SA）及び格納容器内酸素濃度（SA）については，

「3.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備（設置許可

基準規則第 52 条に対する設計方針を示す章）」で示す。 

＊１：原子炉建屋水素濃度及び静的触媒式水素再結合器動作監視装置については，

「3.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備（設置許可

基準規則第 53 条に対する設計方針を示す章）」で示す。 

＊１：使用済燃料プール水位・温度（SA 広域），使用済燃料プール温度（SA），使用

済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）及び使用済燃料プー

ル監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置を含む）については，

「3.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備（設置許可基準規則第 54 条に

対する設計方針を示す章）」で示す。 

＊１：データ伝送装置，緊急時対策支援システム伝送装置，SPDS データ表示装置に

ついては，「3.18 緊急時対策所（設置許可基準規則第 61 条に対する設計方針

を示す章）」及び「3.19 通信連絡を行うために必要な設備（設置許可基準規

則第 62 条に対する設計方針を示す章）」で示す。 

＊２：単線結線図を補足説明資料 58-2 に示す。 

＊１：電気設備については，「3.14 電気設備（設置許可基準規則第 57 条に対する設

計方針を示す章）」で示す。 
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3.15-13 

第 3.15-1 図 重大事故等時に必要なパラメータ及び計器の選定フロー 

抽出パラメータ 

ＮＯ 

ＮＯ 

重要監視パラメータ ※２ 

 重大事故等対処設備としての要求事項を満たした計

器を少なくとも１つ以上有するパラメータ 

重要代替監視パラメータ 

 主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が

重大事故等対処設備としての要求事項を満たした計器

を少なくとも１つ以上有するパラメータ 

有効監視パラメータ 

 自主対策設備の計器でのみ計測されるが，計測するこ

とが困難となった場合にその代替パラメータが重大事

故等対処設備としての要求事項を満たした計器で計測

されるパラメータ 

発電用原子炉施設等の状態を監視

する 

 

対象外 ※３ 

 

補助パラメータ ※５ 

 電源設備の受電状態，重大事故等対処設備の運転

状態及びその他の設備の運転状態により発電用原

子炉施設の状態を補助的に監視するパラメータ 

主要パラメータ 

※１ 当該重大事故等に対処するために各技術的能力等に用いられる，以下に示すパラメータ

・技術的能力に係る審査基準1.1～1.15（設置許可基準規則第 44～58 条）の手順着手の判断基準及び

操作手順に用いられるパラメータ。

・有効性評価の監視項目に係るパラメータ

・各技術的能力等で使用する設備（重大事故等対処設備を含む）の運転・動作状態を表示する設備

（ランプ表示灯等）についてはパラメータとしては抽出しない。

※２ 重要監視パラメータは，重要代替監視パラメータ（当該パラメータ以外の重要監視パラメータ等）

もしくは有効監視パラメータによる推定手段を整備する。 

※３ 重大事故等対処設備の運転・動作状態を表示する設備（ランプ表示灯等）については，各条文の設置

許可基準規則第 43条への適合方針のうち，(2)操作の確実性（設置許可基準規則第 43条第 1項二）

にて，適合性を整理する。 

※４ 代替パラメータ：主要パラメータの推定に必要なパラメータ

※５ 重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いるパラメータ（計器）について

は，重大事故等対処設備とする。 

炉心損傷防止対策及び 

格納容器破損防止対策等を成功させ

るために把握することが必要な発電

用原子炉施設の状態を直接監視する

パラメータか 

重大事故等対処設備としての 

要求事項を満たさない計器 

 

主要パラメータ 

主要パラメータ 

重要代替監視パラメータ 

 主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が

重大事故等対処設備としての要求事項を満たした計器

を少なくとも１つ以上有するパラメータ 

有効監視パラメータ 

 主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が

自主対策設備の計器でのみ計測されるパラメータ 

代替パラメータ※４ 

主要パラメータを計測する計器は重要計器 

・計測が困難になった場合は，計器の不確かさ等を考慮し，代替パラメ

ータを計測する計器の優先順位を整備する。

・計器電源喪失時は可搬型計測器により可能な限り監視を行う。

・パラメータの記録を行う。

主要パラメータを計測する計器は常用計器 

主要パラメータの代替パラメータを計測する計器は常用代替計器 
・必要なパラメータの記録を行う。

計器は耐震性，耐環境性の 

あるものか 

主要パラメータの代替パラメータを計測する

計器は重要代替計器 
・主要パラメータを計測する計器の計測が困難となった場合

は，計器の不確かさ等を考慮し，代替パラメータを計測す

る計器の優先順位を整備する。

・パラメータの記録を行う。

仕様変更等の実施 

・主要パラメータを計測する計器は重大事故等対

処設備としての要求事項を満たした計器へ変更

代替パラメータ※４

重大事故等対処設備としての 

要求事項を満たさない計器 
重大事故等対処設備としての 

要求事項を満たさない計器 

代替パラメータ 代替パラメータ 

ＮＯ 

代替パラメータ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定 

計
器
の
選
定 

 

 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＮＯ 

当該重大事故等に対処するた

めに各技術的能力等に用いら

れるパラメータか ※１ 

主要パラメータは耐震性，耐環境

性のある計器で確認できるか 

当該パラメータに耐震性， 

耐環境性のある計器で確認で

きる代替パラメータがあるか代替パラメータは耐震性，耐環

境性のある計器で確認できるか 

当該パラメータの代替パラメ

ータを計測する計器があるか

計器は耐震性，耐環境性の

あるものか 
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3.15-18 

3.15.2.1.2 主要設備の仕様 

  主要機器の仕様を第 3.15-2 表に示す。 

第 3.15-2 表 計装設備の主要機器仕様（1／4） 

名称 検出器の種類 計測範囲 個数 取付箇所 

原子炉圧力容器温度 熱電対 0～500℃ 4 原子炉格納容器内 

原子炉圧力 弾性圧力検出器 0～10.5MPa[gage] 2 原子炉建屋原子炉棟3階

原子炉圧力（SA） 弾性圧力検出器 0～10.5MPa[gage] 2 原子炉建屋原子炉棟3階

原子炉水位（広帯域） 差圧式水位検出器 －3,800～1,500mm＊１ 2 原子炉建屋原子炉棟3階

原子炉水位（燃料域） 差圧式水位検出器 －3,800～1,300mm＊２ 2 原子炉建屋原子炉棟2階

原子炉水位（SA 広帯域） 差圧式水位検出器 －3,800～1,500mm＊１ 1 原子炉建屋原子炉棟3階

原子炉水位（SA 燃料域） 差圧式水位検出器 －3,800～1,300mm＊２ 1 原子炉建屋原子炉棟2階

高圧代替注水系系統流量 差圧式流量検出器 0～50L／s 1 
原子炉建屋原子炉棟地

下 2 階 

低圧代替注水系原子炉注

水流量 
差圧式流量検出器 

0～500m３／h＊３ 

0～ 80m３／h＊３,＊５ 
各 1 原子炉建屋原子炉棟3階

0～300m３／h＊４ 

0～ 80m３／h＊４,＊５ 
各 1 原子炉建屋原子炉棟2階

代替循環冷却系原子炉注

水流量 
差圧式流量検出器 0～150m３／h 1 

原子炉建屋原子炉棟地

上 2 階 

原子炉隔離時冷却系系統

流量 
差圧式流量検出器 0～50L／s 1 

原子炉建屋原子炉棟地

下 2 階 

高圧炉心スプレイ系系統

流量 
差圧式流量検出器 0～500L／s 1 

原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階 

残留熱除去系系統流量 差圧式流量検出器 0～600L／s 3 
原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階 

低圧炉心スプレイ系系統

流量 
差圧式流量検出器 0～600L／s 1 

原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階 

低圧代替注水系格納容器

スプレイ流量 
差圧式流量検出器 

0～500m３／h＊３ 1 
原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階 

0～500m３／h＊４ 1 原子炉建屋原子炉棟3階

低圧代替注水系格納容器

下部注水流量 
差圧式流量検出器 0～200m３／h 1 原子炉建屋原子炉棟3階

代替循環冷却系格納容器

スプレイ流量 
差圧式流量検出器 0～300m３／h 1 

原子炉建屋原子炉棟地

下 2 階 

ドライウェル雰囲気温度 熱電対 0～300℃ 8 原子炉格納容器内 

サプレッション・チェン

バ雰囲気温度 
熱電対 0～200℃ 2 原子炉格納容器内 
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第 3.15-2 表 計装設備の主要機器仕様（2／4） 

名称 検出器の種類 計測範囲 個数 取付箇所 

サプレッション・プール

水温度
測温抵抗体 0～200℃ 3 原子炉格納容器内 

格納容器下部水温 測温抵抗体 

0～500℃＊６ 

（ペデスタル床面 0m，

＋0.2m＊７） 

各 5 原子炉格納容器内 

ドライウェル圧力 弾性圧力検出器 0～1MPa[abs] 1 原子炉建屋原子炉棟4階

サプレッション・チェン

バ圧力
弾性圧力検出器 0～1MPa[abs] 1 原子炉建屋原子炉棟1階

サプレッション・プール

水位
差圧式水位検出器 

－1～9m＊８ 

（EL.2,030～12,030mm） 
1 

原子炉建屋原子炉棟地

下 2 階 

格納容器下部水位 電極式水位検出器 

＋1.05m＊７,＊９ 

（EL.12,856mm） 
2 原子炉格納容器内 

＋0.50m,＋0.95m＊７,＊10 

（EL.12,306mm，

12,756mm） 

各 2 原子炉格納容器内 

＋2.25m,＋2.75m＊７,＊11 

（EL.14,056mm，

14,556mm） 

各 2 原子炉格納容器内 

格納容器内水素濃度（SA）
熱伝導式 

水素検出器 
0～100vol％ 1 原子炉建屋原子炉棟3階

格納容器雰囲気放射線モ

ニタ（D/W)
イオンチェンバ 10－２～10５Sv／h 2 原子炉建屋原子炉棟3階

格納容器雰囲気放射線モ

ニタ（S/C)
イオンチェンバ 10－２～10５Sv／h 2 

原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階 

起動領域計装 核分裂電離箱 

10－１～10６cps 

（1.0×10３～1.0×10９

cm－２・s－１） 

0～40％又は 0～125％ 

(1.0×10８～1.5×10１３ 

cm－２・s－１) 

8 原子炉格納容器内 

平均出力領域計装 核分裂電離箱 

0～125％ 

(1.0×10１２～1.0×10１４

cm－２・s－１) 

2＊12 原子炉格納容器内 

フィルタ装置水位 差圧式水位検出器 180～5,500mm 2 
格納容器圧力逃がし装置
フィルタ装置格納槽内

フィルタ装置圧力 弾性圧力検出器 0～1MPa[gage] 1 
格納容器圧力逃がし装置
フィルタ装置格納槽内

フィルタ装置スクラビン

グ水温度
熱電対 O～300℃ 1 

格納容器圧力逃がし装置
フィルタ装置格納槽内
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第 3.15-2 表 計装設備の主要機器仕様（3／4） 

名称 検出器の種類 計測範囲 個数 取付箇所 

フィルタ装置出口放射線

モニタ（高レンジ・低レ

ンジ）

イオンチェンバ

10－２～10５Sv／h 1 
原子炉建屋廃棄物処理

棟 1 階 

10－２～10５Sv／h 1 
屋外（原子炉建屋南側外

壁面） 

10－３～10４mSv／h 1 
原子炉建屋廃棄物処理

棟 1 階 

フィルタ装置入口水素濃

度

熱伝導式 

水素検出器 
0～100vol％ 2 

原子炉建屋廃棄物処理

棟 3 階 

耐圧強化ベント系放射線

モニタ
イオンチェンバ 10－３～10４mSv／h 1 

屋外（原子炉建屋東側外

壁面） 

代替循環冷却系ポンプ入

口温度 
熱電対 0～100℃ 1 

原子炉建屋原子炉棟地

下 2 階 

残留熱除去系熱交換器入

口温度 
熱電対 0～300℃ 2 原子炉建屋原子炉棟1階

残留熱除去系熱交換器出

口温度 
熱電対 0～300℃ 2 

原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階 

残留熱除去系海水系系統

流量 
差圧式流量検出器 0～550L／s 2 

原子炉建屋廃棄物処理

棟地下 1 階 

緊急用海水系流量（残留

熱除去系熱交換器） 
差圧式流量検出器 0～800m３／h 1 

原子炉建屋廃棄物処理

棟地下 1 階 

緊急用海水系流量（残留

熱除去系補機） 
差圧式流量検出器 0～50m３／h 1 

原子炉建屋廃棄物処理

棟地下 1 階 

代替淡水貯槽水位 差圧式水位検出器 0～20m 1 
常設低圧代替注水系格

納槽内 

常設高圧代替注水系ポン

プ吐出圧力 
弾性圧力検出器 0～10MPa[gage] 1 

原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階 

常設低圧代替注水系ポン

プ吐出圧力 
弾性圧力検出器 0～5MPa[gage] 2 

常設低圧代替注水系格

納槽内 

代替循環冷却系ポンプ吐

出圧力 
弾性圧力検出器 0～5MPa[gage] 1 

原子炉建屋原子炉棟地

下 2 階 

原子炉隔離時冷却系ポン

プ吐出圧力 
弾性圧力検出器 0～10MPa[gage] 1 

原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階 

高圧炉心スプレイ系ポン

プ吐出圧力 
弾性圧力検出器 0～10MPa[gage] 1 

原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階 

残留熱除去系ポンプ吐出

圧力 
弾性圧力検出器 0～4MPa[gage] 3 

原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階 

低圧炉心スプレイ系ポン

プ吐出圧力 
弾性圧力検出器 0～4MPa[gage] 1 

原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階 
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第 3.15-2 表 計装設備の主要機器仕様（4／4） 

名称 検出器の種類 計測範囲 個数 取付箇所 

原子炉建屋水素濃度 

触媒式 

水素検出器 
0～10vol％ 2 原子炉建屋原子炉棟6階

熱伝導式 

水素検出器 
0～20vol％ 3 

原子炉建屋原子炉棟地

下 1 階，2 階 

静的触媒式水素再結合器

動作監視装置 
熱電対 0～300℃ 4＊13 原子炉建屋原子炉棟6階

格納容器内酸素濃度（SA）
磁気力式 

酸素検出器 
0～25vol％ 1 原子炉建屋原子炉棟3階

使用済燃料プール水位・

温度（SA 広域） 

ガイドパルス式

水位検出器 

－4,300～＋7,200mm＊14 

（EL.35,077～46,577mm） 
1 

原子炉建屋原子炉棟6階

測温抵抗体 0～120℃ 1＊15 

使用済燃料プール温度

（SA） 
熱電対 0～120℃ 1＊16 原子炉建屋原子炉棟6階

使用済燃料プールエリア

放射線モニタ（高レンジ・

低レンジ） 

イオンチェンバ

10－２～10５Sv／h 1 

原子炉建屋原子炉棟6階
10－３～10４mSv／h 1 

使用済燃料プール監視 

カメラ 

（使用済燃料プール監視

カメラ用空冷装置含む）

赤外線カメラ － 1 

原子炉建屋原子炉棟6階

（使用済燃料プール監

視カメラ用空冷装置：原

子炉建屋付属棟 4 階） 

＊１：基準点は蒸気乾燥器スカート下端（ベッセルゼロレベルより 1,340cm） 

＊２：基準点は燃料有効長頂部（ベッセルゼロレベルより 915cm） 

＊３：常設設備による対応時及び可搬型設備による対応時の両方で使用 

＊４：可搬型設備による対応時に使用 

＊５：狭帯域流量 

＊６：ＲＰＶ破損及びデブリ落下・堆積検知（高さ 0m,0.2m 位置水温計兼デブリ検知器） 

＊７：ペデスタル底面（コリウムシールド上表面）からの高さ 

＊８：基準点は通常運転水位 EL.3,030mm（サプレッション・チェンバ底部より 7,030mm） 

＊９：ＲＰＶ破損前までの水位管理（高さ 1m 超水位計） 

＊10：ＲＰＶ破損後の水位管理（デブリ堆積高さ＜0.2m の場合）（高さ 0.5m,1.0m 未満水位計） 

＊11：ＲＰＶ破損後の水位管理（デブリ堆積高さ≧0.2m の場合）（満水管理水位計） 

＊12：平均出力領域計装 A～F の 6 チャンネルのうち，A,B の 2 チャンネルが対象。平均出力領域計装

の A,C,E チャンネルにはそれぞれ 21 個，B,D,F にはそれぞれ 22 個の検出器がある。 

＊13：2 個の静的触媒式水素再結合器に対して，出入口に 1 個ずつ設置 

＊14：基準点は使用済燃料ラック上端 EL.39,377mm（使用済燃料プール底部より 4,688mm） 

＊15：検出点 2 箇所 

＊16：検出点 8 箇所 
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 データ伝送装置，緊急時対策支援システム伝送装置，SPDS データ表示装

置，データ表示装置の主要機器仕様を以下に示す。 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備）

・緊急時対策所（通常運転時等）

・緊急時対策所（重大事故等時）

・通信連絡設備（重大事故等時）

設 備 名 データ伝送装置 

使 用 回 線 有線系回線，無線系回線 

 個   数   一式 

取 付 箇 所 原子炉建屋付属棟 4 階 

設 備 名 緊急時対策支援システム伝送装置 

使 用 回 線 有線系回線，衛星系回線 

 個   数   一式 

取 付 箇 所 緊急時対策所 2 階 

設 備 名 SPDS データ表示装置 

 個   数   一式 

取 付 箇 所   緊急時対策所 2 階 

 設 備 名   データ表示装置※１ 

 個   数   1（予備 1） 

保 管 場 所 原子炉建屋付属棟 3 階 
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 緊急時対策所 2 階（予備） 

※1：当該機器に関しては兼用する設備はない。

可搬型計測器の主要機器仕様を以下に示す。 

設 備 名 可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内

の温度，圧力，水位及び流量（注水量）計測用） 

 個   数   20（予備 20） 

保 管 場 所 原子炉建屋付属棟 3 階 

 緊急時対策所 2 階（予備） 

設 備 名 可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内

の圧力，水位及び流量（注水量）計測用） 

 個   数   18（予備 18） 

 保 管 場 所 原子炉建屋付属棟 3 階 

 緊急時対策所 2 階（予備） 
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3.15.2.1.3 設置許可基準規則第 43 条への適合方針 

3.15.2.1.3.1 設置許可基準規則第 43 条第 1 項への適合方針 

(1) 環境条件及び荷重条件（設置許可基準規則第 43 条第 1 項一）

（ⅰ）要求事項 

 想定される重大事故等が発生した場合における温度，放射線，荷重そ

の他の使用条件において，重大事故等に対処するために必要な機能を有

効に発揮するものであること。 

（ⅱ）適合性 

基本方針については，「2.3.3 環境条件等」に示す。 

 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメ

ータを計測する設備は，原子炉格納容器内に設置する設備であることか

ら，その機能を期待される重大事故等が発生した場合における，原子炉

格納容器内の環境条件を考慮し，以下の第 3.15-3 表に示す設計とする。 

・原子炉圧力容器温度

・ドライウェル雰囲気温度

・サプレッション・チェンバ雰囲気温度

・サプレッション・プール水温度

・格納容器下部水温

・格納容器下部水位

・起動領域計装

・平均出力領域計装

なお，起動領域計装，平均出力領域計装については，未臨界確認を目

的に重大事故等時初期においてのみ機能を期待する設備のため，重大事
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故等時初期の原子炉格納容器内の環境条件を考慮した設計とする。 

第 3.15-3 表 想定する環境条件（原子炉格納容器内） 

環境条件 対応 

温度・圧力・湿度・放

射線 

検出器の設置場所である原子炉格納容器内で想定

される温度，圧力，湿度及び放射線条件下に耐え

られる性能を確認した機器を使用する。 

屋外の天候による影

響 

屋外に設置する設備ではないため，天候による影

響は受けない。 

海水を通水する系統

への影響 

海水を通水することはない。 

地震 適切な地震荷重との組合わせを考慮した上で機器

が損傷しない設計とする。（詳細は「2.1.2 耐震

設計の基本方針」に示す。） 

風（台風）・竜巻・積

雪・火山の影響 

原子炉格納容器内に設置するため，風（台風）・

竜巻・積雪及び火山の影響は受けない。 

電磁的障害 重大事故等が発生した場合においても，電磁波に

よる影響を考慮した設計とする。 

 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメ

ータを計測する設備は，原子炉建屋原子炉棟内に設置する設備であるこ

とから，その機能を期待される重大事故等が発生した場合における，原

子炉建屋原子炉棟内の環境条件を考慮し，以下の第 3.15-4 表に示す設

計とする。 

・原子炉圧力

・原子炉圧力（SA）

・原子炉水位（広帯域）

・原子炉水位（燃料域）

・原子炉水位（SA 広帯域）
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    ・原子炉水位（SA 燃料域） 

    ・高圧代替注水系系統流量 

    ・低圧代替注水系原子炉注水流量 

    ・代替循環冷却系原子炉注水流量 

    ・原子炉隔離時冷却系系統流量 

    ・高圧炉心スプレイ系系統流量 

    ・残留熱除去系系統流量 

    ・低圧炉心スプレイ系系統流量 

    ・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 

    ・低圧代替注水系格納容器下部注水流量 

    ・代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

    ・ドライウェル圧力 

    ・サプレッション・チェンバ圧力 

    ・サプレッション・プール水位 

    ・格納容器内水素濃度（SA） 

    ・格納容器雰囲気放射線モニタ（D/W） 

    ・格納容器雰囲気放射線モニタ（S/C） 

    ・代替循環冷却系ポンプ入口温度 

    ・残留熱除去系熱交換器入口温度 

    ・残留熱除去系熱交換器出口温度 

    ・常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

    ・代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 

    ・原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 

    ・高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

    ・残留熱除去系ポンプ吐出圧力 
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・低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力

・原子炉建屋水素濃度

・静的触媒式水素再結合器動作監視装置

・格納容器内酸素濃度（SA）

・使用済燃料プール水位・温度（SA 広域）

・使用済燃料プール温度（SA）

・使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）

・使用済燃料プール監視カメラ

第 3.15-4 表 想定する環境条件（原子炉建屋原子炉棟内） 

環境条件 対応 

温度・圧力・湿度・放

射線 

検出器の設置場所である原子炉建屋原子炉棟内で

想定される温度，圧力，湿度及び放射線条件下に

耐えられる性能を確認した機器を使用する。 

屋外の天候による影

響 

屋外に設置する設備ではないため，天候による影

響は受けない。 

海水を通水する系統

への影響 

海水を通水することはない。 

地震 適切な地震荷重との組合わせを考慮した上で機器

が損傷しない設計とする。（詳細は「2.1.2 耐震

設計の基本方針」に示す。） 

風（台風）・竜巻・積

雪・火山の影響 

原子炉建屋原子炉棟内に設置するため，風（台

風）・竜巻・積雪及び火山の影響は受けない。 

電磁的障害 重大事故等が発生した場合においても，電磁波に

よる影響を考慮した設計とする。 
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3.15-28 

 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメ

ータを計測する設備は，原子炉建屋廃棄物処理棟内に設置する設備であ

ることから，その機能を期待される重大事故等が発生した場合におけ

る，原子炉建屋廃棄物処理棟内の環境条件を考慮し，以下の第 3.15-5

表に示す設計とする。 

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）

・フィルタ装置入口水素濃度

・残留熱除去系海水系系統流量

・緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器）

・緊急用海水系流量（残留熱除去系補機）

第 3.15-5 表 想定する環境条件（原子炉建屋廃棄物処理棟内） 

環境条件 対応 

温度・圧力・湿度・放

射線 

検出器の設置場所である原子炉建屋廃棄物処理棟

内で想定される温度，圧力，湿度及び放射線条件

下に耐えられる性能を確認した機器を使用する。 

屋外の天候による影

響 

屋外に設置する設備ではないため，天候による影

響は受けない。 

海水を通水する系統

への影響 

海水を通水することはない。 

地震 適切な地震荷重との組合わせを考慮した上で機器

が損傷しない設計とする。（詳細は「2.1.2 耐震

設計の基本方針」に示す。） 

風（台風）・竜巻・積

雪・火山の影響 

原子炉建屋廃棄物処理棟内に設置するため，風（台

風）・竜巻・積雪及び火山の影響は受けない。 

電磁的障害 重大事故等が発生した場合においても，電磁波に

よる影響を考慮した設計とする。 
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 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメ

ータを計測する設備は，格納容器圧力逃がし装置フィルタ装置格納槽内

に設置する設備であることから，その機能を期待される重大事故等が発

生した場合における，格納容器圧力逃がし装置フィルタ装置格納槽内の

環境条件を考慮し，以下の第 3.15-6 表に示す設計とする。 

・フィルタ装置水位

・フィルタ装置圧力

・フィルタ装置スクラビング水温度

第 3.15-6 表 想定する環境条件（格納容器圧力逃がし装置 

フィルタ装置格納層内）

環境条件 対応 

温度・圧力・湿度・放

射線 

検出器の設置場所である格納容器圧力逃がし装置

フィルタ装置格納槽内で想定される温度，圧力，

湿度及び放射線条件下に耐えられる性能を確認し

た機器を使用する。

屋外の天候による影

響 

屋外に設置する設備ではないため，天候による影

響は受けない。 

海水を通水する系統

への影響 

海水を通水することはない。 

地震 適切な地震荷重との組合わせを考慮した上で機器

が損傷しない設計とする。（詳細は「2.1.2 耐震

設計の基本方針」に示す。） 

風（台風）・竜巻・積

雪・火山の影響 

格納容器圧力逃がし装置フィルタ装置格納槽内に

設置するため，風（台風）・竜巻・積雪及び火山

の影響は受けない。 

電磁的障害 重大事故等が発生した場合においても，電磁波に

よる影響を考慮した設計とする。 
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3.15-30 

    重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメ

ータを計測する設備は，常設低圧代替注水系格納槽内に設置する設備で

あることから，その機能を期待される重大事故等が発生した場合におけ

る，常設低圧代替注水系格納槽内の環境条件を考慮し，以下の第 3.15-7

表に示す設計とする。 

    ・代替淡水貯槽水位 

    ・常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

 

第 3.15-7 表 想定する環境条件（常設低圧代替注水系格納層内） 

環境条件 対応 

温度・圧力・湿度・放

射線 

検出器の設置場所である常設低圧代替注水系格納

槽内で想定される温度，圧力，湿度及び放射線条

件下に耐えられる性能を確認した機器を使用す

る。 

屋外の天候による影

響 

屋外に設置する設備ではないため，天候による影

響は受けない。 

海水を通水する系統

への影響 

海水を通水することはない。 

地震 適切な地震荷重との組合わせを考慮した上で機器

が損傷しない設計とする。（詳細は「2.1.2 耐震

設計の基本方針」に示す。） 

風（台風）・竜巻・積

雪・火山の影響 

常設低圧代替注水系格納槽内に設置するため，風

（台風）・竜巻・積雪及び火山の影響は受けな

い。 

電磁的障害 重大事故等が発生した場合においても，電磁波に

よる影響を考慮した設計とする。 

 

  

96



3.15-31 

 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメ

ータを計測する設備は，屋外に設置する設備であることから，その機能

を期待される重大事故等が発生した場合における，屋外の環境条件を考

慮し，以下の第 3.15-8 表に示す設計とする。 

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ）

・耐圧強化ベント系放射線モニタ

第 3.15-8 表 想定する環境条件（屋外） 

環境条件 対応 

温度・圧力・湿度・放

射線 

検出器の設置場所※１である屋外で想定される温

度，圧力，湿度及び放射線条件下に耐えられる性

能を確認した機器を使用する。 

屋外の天候による影

響 

降水及び凍結により機能を損なうことのないよう

防水対策及び凍結対策を行える設計とする。 

海水を通水する系統

への影響 

海水を通水することはない。 

地震 適切な地震荷重との組合わせを考慮した上で機器

が損傷しない設計とする。（詳細は「2.1.2 耐震

設計の基本方針」に示す。） 

風（台風）・竜巻・積

雪・火山の影響 

屋外に設置するため，想定される風（台風）及び

竜巻の風荷重，積雪，火山の影響による荷重を考

慮し，機器が損傷しない設計とする。 

電磁的障害 重大事故等が発生した場合においても，電磁波に

よる影響を考慮した設計とする。 

※1：フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ）；原子炉建屋南側外壁面 EL.約 23m

※1：耐圧強化ベント系放射線モニタ；原子炉建屋東側外壁面 EL.約 35m
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3.15-32 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメ

ータを計測する設備は，原子炉建屋付属棟内に設置又は保管する設備で

あることから，その機能を期待される重大事故等が発生した場合におけ

る，原子炉建屋付属棟内の環境条件を考慮し，以下の第 3.15-9 表に示す

設計とする。 

    ・使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置 

データ伝送装置は，原子炉建屋付属棟内に設置する設備であることか

ら，その機能を期待される重大事故等が発生した場合における，原子炉建

屋付属棟内の環境条件を考慮し，以下の第 3.15-9 表に示す設計とする。 

データ表示装置及び可搬型計測器は，原子炉建屋付属棟内に保管する

ため，重大事故等時における原子炉建屋付属棟内の環境条件を考慮し，以

下の第 3.15-9 表に示す設計とする。 

 

第 3.15-9 表 想定する環境条件（原子炉建屋付属棟内） 

環境条件 対応 

温度・圧力・湿度・放

射線 

設置場所である原子炉建屋付属棟内で想定される

温度，圧力，湿度及び放射線条件下に耐えられる性

能を確認した機器を使用する。 

屋外の天候による影

響 

屋外に設置する設備ではないため，天候による影響

は受けない。 

海水を通水する系統

への影響 

海水を通水することはない。 

地震 適切な地震荷重との組合わせを考慮した上で機器

が損傷しない設計とする。詳細は「2.1.2 耐震設計

の基本方針」に示す。） 

風（台風）・竜巻・積

雪・火山の影響 

原子炉建屋付属棟内に設置するため，風（台風）・

竜巻・積雪及び火山の影響は受けない。 

電磁的障害 重大事故等が発生した場合においても，電磁波によ

る影響を考慮した設計とする。 
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3.15-33 

緊急時対策支援システム伝送装置及び SPDS データ表示装置は，緊急時

対策所内に設置する設備であることから，その機能を期待される重大事

故等が発生した場合における，緊急時対策所内の環境条件を考慮し，以下

の第 3.15-10 表に示す設計とする。 

データ表示装置及び可搬型計測器は，緊急時対策所内に保管するため，

重大事故等時における緊急時対策所内の環境条件を考慮し，以下の第

3.15-10 表に示す設計とする。 

第 3.15-10 表 想定する環境条件（緊急時対策所内） 

環境条件 対応 

温度・圧力・湿度・放

射線 

設置又は保管場所である緊急時対策所内で想定さ

れる温度，圧力，湿度及び放射線条件下に耐えられ

る性能を確認した機器を使用する。 

屋外の天候による影

響 

屋外に設置するものではないため，天候による影響

は受けない。 

海水を通水する系統

への影響 

海水を通水することはない。 

地震 適切な地震荷重との組合わせを考慮した上で機器

が損傷しない設計とする。詳細は「2.1.2 耐震設計

の基本方針」に示す。） 

風（台風）・竜巻・積

雪・火山の影響 

緊急時対策所内に設置又は保管するため，風（台

風）・竜巻・積雪及び火山の影響は受けない。 

電磁的障害 重大事故等が発生した場合においても，電磁波によ

る影響を考慮した設計とする。 

（58-3-1～19） 
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3.15-34 

(2) 操作性（設置許可基準規則第 43 条第 1 項二）

（ⅰ）要求事項 

 想定される重大事故等が発生した場合において確実に操作できるもの

であること。 

（ⅱ）適合性 

 基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性について」に

示す。 

第 3.15-11 表に操作対象機器を示す。 

 格納容器内水素濃度（SA），格納容器内酸素濃度（SA）及びフィルタ装

置入口水素濃度を計測するためのサンプリング装置は，中央制御室のＳ

Ａ監視操作盤から操作が可能な設計とする。ＳＡ監視操作盤を操作する

にあたり，運転員の操作性を考慮して十分な操作空間を確保する。また，

操作対象及び操作状況については画面表示された機器名称及び状態表示

を確認することで識別可能とし，運転員の操作及び監視性を考慮して確

実に操作できる設計とする。 

使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置は，中央制御室にて空冷装置

の弁操作及び起動操作を可能とし，想定される重大事故等発生時の環境

下においても，確実に操作ができる設計とする。また，スイッチは，機

器の名称等を表示した銘板又は操作画面の表示等により，操作者の操作

性及び監視性を考慮して確実に操作できる設計とする。 

SPDS データ表示装置は，電源，通信ケーブルは接続されており，各パ

ラメータを監視するにあたり，運転員等及び重大事故等対応要員の操作

性を考慮して十分な操作空間を確保する。重大事故等が発生した場合に

おいて，設置場所である緊急時対策所において，一般のコンピュータと
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3.15-35 

同様にスイッチ操作することにより，確実に各パラメータを監視するこ

とが可能な設計とする。 

データ表示装置は，設計基準対処施設とは兼用しないため，想定され

る重大事故等時に切り替えることなく使用できる設計とする。データ表

示装置は，通常は操作を行わずに常時伝送が可能な設計とする。 

 可搬型計測器の接続箇所は，中央制御室にて操作を可能とし，想定さ

れる重大事故等時の環境下においても，確実に操作できる設計とする。

操作場所である中央制御室の各制御盤では，十分な操作空間を確保する。

可搬型計測器の計装ケーブルの接続は，ボルト・ネジ接続とし，接続規

格を統一することにより，一般的に使用される工具を用いて確実に接続

できる設計とし，付属のスイッチにより設置場所での操作が可能な設計

とする。 

第 3.15-11 表 操作対象機器 

機器名称 状態の変化 操作場所 操作方法 

サンプリング装置

格納容器内水素濃度（SA） 

格納容器内酸素濃度（SA） 

停止⇒起動 

自動⇔手動 

系統選択（D/W⇔S/C） 

中央制御室 スイッチ操作

サンプリング装置

（フィルタ装置入口水素濃度）

停止⇒起動 

自動⇔手動 

系統選択（A 系⇔B 系） 

中央制御室 スイッチ操作

使用済燃料プール監視カメラ用

空冷装置 
停止⇒起動 中央制御室 スイッチ操作

使用済燃料プール監視カメラ用

空冷装置空気供給弁 
全閉⇒全開 中央制御室 スイッチ操作

SPDS データ表示装置 
起動・停止 

（パラメータ監視） 
緊急時対策所 スイッチ操作

データ表示装置 
起動・停止 

（パラメータ監視） 
中央制御室 スイッチ操作

可搬型計測器 
接続箇所端子リフト 

可搬型計測器接続 
中央制御室 接続操作 
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3.15-36 

常設の重大事故等対処設備のうち，以下のパラメータを計測する設備

は設計基準事故対処設備として使用する場合と同じ構成で使用できる設

計とする。 

・原子炉圧力

・原子炉水位（広帯域）

・原子炉水位（燃料域）

・原子炉隔離時冷却系系統流量

・高圧炉心スプレイ系系統流量

・残留熱除去系系統流量

・低圧炉心スプレイ系系統流量

・格納容器雰囲気放射線モニタ（D/W)

・格納容器雰囲気放射線モニタ（S/C)

・起動領域計装

・平均出力領域計装

・残留熱除去系熱交換器入口温度

・残留熱除去系熱交換器出口温度

・残留熱除去系海水系系統流量

・原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力

・高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力

・残留熱除去系ポンプ吐出圧力

・低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力

・使用済燃料プール水位・温度（SA 広域）

常設の重大事故等対処設備のうち，以下のパラメータを計測する設備

は設計基準事故対処設備と兼用せず，他の系統と切り替えることなく使
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3.15-37 

用できる設計とする。 

・原子炉圧力容器温度

・原子炉圧力（SA）

・原子炉水位（SA 広帯域）

・原子炉水位（SA 燃料域）

・高圧代替注水系系統流量

・低圧代替注水系原子炉注水流量

・代替循環冷却系原子炉注水流量

・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量

・低圧代替注水系格納容器下部注水流量

・代替循環冷却系格納容器スプレイ流量

・ドライウェル雰囲気温度

・サプレッション・チェンバ雰囲気温度

・サプレッション・プール水温度

・格納容器下部水温

・ドライウェル圧力

・サプレッション・チェンバ圧力

・サプレッション・プール水位

・格納容器下部水位

・格納容器内水素濃度（SA）

・フィルタ装置水位

・フィルタ装置圧力

・フィルタ装置スクラビング水温度

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）

・フィルタ装置入口水素濃度
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・耐圧強化ベント系放射線モニタ

・代替循環冷却系ポンプ入口温度

・緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器）

・緊急用海水系流量（残留熱除去系補機）

・代替淡水貯槽水位

・常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力

・常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力

・代替循環冷却系ポンプ吐出圧力

・原子炉建屋水素濃度

・静的触媒式水素再結合器動作監視装置

・格納容器内酸素濃度（SA）

・使用済燃料プール温度（SA）

・使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）

・使用済燃料プール監視カメラ

（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置を含む） 

（58-3-18,20）（58-8-9） 

(3) 試験及び検査（設置許可基準規則第 43 条第 1 項三）

（ⅰ）要求事項 

 健全性及び能力を確認するため，発電用原子炉の運転中又は停止中に

試験又は検査ができるものであること。 

（ⅱ）適合性 

 基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性について」に

示す。 
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第 3.15-12 表に計装設備の試験・検査内容を示す。 

 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備は，

原子炉の運転中又は停止中に，模擬入力による機能・性能の確認（特性

の確認）及び校正ができる設計とする。 

 安全パラメータ表示システム（SPDS）及びデータ表示装置は，原子炉

の運転中又は停止中に，機能・性能の確認及び外観の確認が可能な設計

とする。 

 可搬型計測器は，原子炉の運転中又は停止中に，，模擬入力による性

能の確認ができる設計とする。 

（58-5-1～11） 
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第 3.15-12 表 計装設備の試験及び検査内容（1／3） 

計器分類 パラメータ 
原子炉の状

態 
項目 内容 

水位計 

原子炉水位（広帯域） 停止中 機能・性能検査 計器校正 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（SA 広帯域） 

原子炉水位（SA 燃料域） 

サプレッション・プール水位

フィルタ装置水位

代替淡水貯槽水位 

格納容器下部水位 停止中 機能・性能検査 動作確認 

使用済燃料プール水位・温度（SA 広域） 
運転中又は
停止中 

機能･性能検査 計器校正 

圧力計 

原子炉圧力 停止中 機能･性能検査 計器校正 

原子炉圧力（SA） 

ドライウェル圧力 

サプレッション・チェンバ圧力

フィルタ装置圧力

常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 

原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 

高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

流量計 

高圧代替注水系系統流量 停止中 機能･性能検査 計器校正 

低圧代替注水系原子炉注水流量 

代替循環冷却系原子炉注水流量 

原子炉隔離時冷却系系統流量 

高圧炉心スプレイ系系統流量 

残留熱除去系系統流量 

低圧炉心スプレイ系系統流量 

低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 

低圧代替注水系格納容器下部注水流量 

代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

残留熱除去系海水系系統流量 

緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器） 

緊急用海水系流量（残留熱除去系補機） 
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第 3.15-12 表 計装設備の試験及び検査内容（2／3） 

計器分類 パラメータ 
原子炉の状

態 
項目 内容 

温度計 

原子炉圧力容器温度 停止中 機能・性能検査 絶縁抵抗測定

温度 1 点確認

計器校正 ドライウェル雰囲気温度 

サプレッション・チェンバ雰囲気温度

サプレッション・プール水温度

格納容器下部水温 

フィルタ装置スクラビング水温度

代替循環冷却系ポンプ入口温度 

残留熱除去系熱交換器入口温度 

残留熱除去系熱交換器出口温度 

静的触媒式水素再結合器動作監視装置 

使用済燃料プール水位・温度（SA 広域） 
運転中又は

停止中 

使用済燃料プール温度（SA） 

水素及び 

酸素濃度

計 

格納容器内水素濃度（SA） 停止中 機能・性能検査 基準ガス校正

計器校正 
フィルタ装置入口水素濃度

原子炉建屋水素濃度 

格納容器内酸素濃度（SA） 

放射線量

率計 

格納容器雰囲気放射線モニタ(D/W) 停止中 機能・性能検査 線源校正 

計器校正 
格納容器雰囲気放射線モニタ(S/C) 

フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・

低レンジ）

耐圧強化ベント系放射線モニタ 

使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レ

ンジ・低レンジ）

運転中又は

停止中 

原子炉 

出力 

起動領域計装 
運転中 機能・性能検査 プラトー特性

確認 

停止中 絶縁抵抗測定

計器校正 

平均出力領域計装 
運転中 機能・性能検査 プラトー特性

確認 

停止中 絶縁抵抗測定

計器校正 

107



3.15-42 

第 3.15-12 表 計装設備の試験及び検査内容（3／3） 

計器分類 パラメータ 
原子炉の状

態 
項目 内容 

使用済燃料プール監視カメラ 運転中又は

停止中 

機能・性能検査 外観点検 

表示確認 

使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置 運転中又は

停止中 

機能・性能検査 外観点検 

動作確認 

データ伝送装置，緊急時対策支援システム伝送装

置，SPDS データ表示装置，データ表示装置 

運転中又は

停止中 

機能・性能検査 外観検査 

データの表示及び

伝送の確認 

可搬型計測器 運転中又は

停止中 

機能・性能検査 模擬入力による表

示の確認 

(4) 切り替えの容易性（設置許可基準規則第 43 条第 1 項四）

（ⅰ）要求事項 

 本来の用途以外の用途として重大事故等に対処するために使用する設

備にあっては，通常時に使用する系統から速やかに切り替えられる機能

を備えるものであること。 

（ⅱ）適合性 

 基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性について」に

示す。 

 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備は，

本来の用途以外に使用しない設計とする。 

 安全パラメータ表示システム（SPDS）及びデータ表示装置は，本来の

用途以外に使用しない設計とする。 

 可搬型計測器は，本来の用途以外には使用しない設計とする。可搬型

計測器の計装ケーブルの接続は，接続規格を統一することにより，速や

108



3.15-43 

かに接続操作可能な設計とする。 

    可搬型計測器の移動及び接続については，中央制御室でのパラメータ

監視が不能となった場合に第 3.15-6 図に示すタイムチャートのとおり

速やかに接続操作可能である。 

 

 

第 3.15-6 図 可搬型計測器による監視パラメータ計測のタイムチャート＊ 

＊：「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」への適合状況につ

いての 1.15（事故時の計装に関する手順等）で示すタイムチャート 
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(5) 悪影響の防止（設置許可基準規則第 43 条第 1 項五）

（ⅰ）要求事項 

工場等内の他の設備に対して悪影響を及ぼさないものであること。 

（ⅱ）適合性 

 基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響防止につ

いて」に示す。 

 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備のう

ち，多重性を有するパラメータの計測装置（第 3.15-13 表）は，チャン

ネル相互を物理的，電気的に分離し，チャンネル間の独立を図る設計と

する。また，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの計測装

置の間においてもパラメータ相互をヒューズにより電気的に分離するこ

とで，当該計装設備以外の設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設

備に対して悪影響を及ぼさない設計とする。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）は，設計基準対象施設として使

用する場合と同じ系統構成で重大事故対処設備として使用することで，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

データ表示装置は，重大事故等時は重大事故等対処設備として系統を

構成することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 可搬型計測器は，通常時は接続先の系統と分離された状態であること

及び重大事故等時は重大事故等対処設備として系統を構成することで，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 
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第 3.15-13 表 多重性を有するパラメータ 

名称 計測範囲 個数 取付場所 

原子炉圧力 0～10.5MPa[gage] 2 原子炉建屋原子炉棟 3 階 

原子炉圧力（SA） 0～10.5MPa[gage] 2 原子炉建屋原子炉棟 3 階 

原子炉水位（広帯域） －3,800～1,500mm＊１ 2 原子炉建屋原子炉棟 3 階 

原子炉水位（燃料域） －3,800～1,300mm＊２ 2 原子炉建屋原子炉棟 2 階 

格納容器下部水温 

0～500℃＊３ 

（ペデスタル床面 0m， 

0.2m＊４） 

各 5 原子炉格納容器内 

格納容器下部水位 

＋1.05m＊４,＊５ 

（EL.12,856mm） 
2 原子炉格納容器内 

＋0.50m,＋0.95m＊４,＊６ 

（EL.12,306mm，12,756mm） 
各 2 原子炉格納容器内 

＋2.25m,＋2.75m＊４,＊７ 

（EL.14,056mm，14,556mm） 
各 2 原子炉格納容器内 

格納容器雰囲気放射線モニ

タ（D/W) 
10－２～10５Sv／h 2 原子炉建屋原子炉棟 3 階 

格納容器雰囲気放射線モニ

タ（S/C) 
10－２～10５Sv／h 2 原子炉建屋原子炉棟地下 1 階

起動領域計装 

10－１～10６cps 

（1.0×10３～1.0×10９ 

cm－２・s－１） 

0～40％又は 0～125％ 

(1.0×10８～1.5×10１３ 

cm－２・s－１) 

8 原子炉格納容器内 

平均出力領域計装 

0～125％ 

(1.0×10１２～1.0×10１４ 

cm－２・s－１) 

2＊８ 原子炉格納容器内 

フィルタ装置水位 180～5,500mm 2 
格納容器圧力逃がし装置フィ

ルタ装置格納槽内 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ（高レンジ） 
10－２～10５Sv／h 2 

原子炉建屋廃棄物処理棟 1階，

屋外（原子炉建屋南側外壁面）

フィルタ装置入口水素濃度 0～100vol％ 2 原子炉建屋廃棄物処理棟 3 階

＊１：基準点は蒸気乾燥器スカート下端（ベッセルゼロレベルより 1,340cm） 

＊２：基準点は燃料有効長頂部（ベッセルゼロレベルより 915cm） 

＊３：ＲＰＶ破損及びデブリ落下・堆積検知（高さ 0m,0.2m 位置水温計兼デブリ検知器） 

＊４：ペデスタル底面（コリウムシールド上表面）からの高さ 

＊５：ＲＰＶ破損前までの水位管理（高さ 1m 超水位計） 

＊６：ＲＰＶ破損後の水位管理（デブリ堆積高さ＜0.2m の場合）（高さ 0.5m,1.0m 未満水位計） 

＊７：ＲＰＶ破損後の水位管理（デブリ堆積高さ≧0.2m の場合）（満水管理水位計） 

＊８：平均出力領域計装 A～F の 6 チャンネルのうち，A,B の 2 チャンネルが対象。平均出力領域計

装の A,C,E チャンネルにはそれぞれ 21 個，B,D,F にはそれぞれ 22 個の検出器がある。 
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(6) 設置場所（設置許可基準規則第 43 条第 1 項六）

（ⅰ）要求事項 

 想定される重大事故等が発生した場合において，重大事故等対処設備

の操作及び復旧作業を行うことができるよう，放射線量が高くなるおそ

れが少ない設置場所の選定，設置場所への遮蔽物の設置その他の適切な

措置を講じたものであること。 

（ⅱ）適合性 

基本方針については，「2.3.3 環境条件等」に示す。 

格納容器内水素濃度（SA），格納容器内酸素濃度（SA），フィルタ装置

入口水素濃度のサンプリング装置は，原子炉建屋原子炉棟，原子炉建屋

付属棟又は原子炉建屋廃棄物処理棟に設置し，中央制御室にて監視を行

う設計とする。サンプリング装置は，操作位置の放射線量が高くなるお

それが少ない中央制御室のＳＡ監視操作盤から操作が可能な設計とする。 

 使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置は，原子炉建屋付属棟 4 階に

設置し，操作位置の放射線量が高くなるおそれが少ない中央制御室にて

空冷装置の弁操作及び起動操作が可能な設計とする。 

 データ表示装置及び SPDS データ表示装置は，操作位置の放射線量が

高くなるおそれが少ない中央制御室又は緊急時対策所にそれぞれ設置し，

操作可能な設計とする。 

 可搬型計測器の計装ケーブルの接続は，放射線量が高くなるおそれの

少ない中央制御室で操作可能な設計とする。 

第 3.15-14 表に操作対象機器設置場所を示す。 
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第 3.15-14 表 操作対象機器設置場所 

機器名称 設置場所 操作／監視場所 

サンプリング装置 

格納容器内水素濃度（SA） 

格納容器内酸素濃度（SA） 

原子炉建屋原子炉棟 3 階 中央制御室／中央制御室 

サンプリング装置 

（フィルタ装置入口水素濃度） 

原子炉建屋廃棄物処理棟 

3 階 
中央制御室／中央制御室 

使用済燃料プール監視カメラ用 

空冷装置 
原子炉建屋付属棟 4 階 中央制御室／中央制御室 

使用済燃料プール監視カメラ用 

空冷装置空気供給弁 
原子炉建屋付属棟 4 階 中央制御室／中央制御室 

データ表示装置 中央制御室 中央制御室／中央制御室 

SPDS データ表示装置 緊急時対策所 緊急時対策所／緊急時対策所

可搬型計測器 中央制御室 中央制御室／中央制御室 

（58-3-17,19）（58-8-8） 

 

3.15.2.1.3.2 設置許可基準規則第 43 条第 2 項への適合方針 

 (1) 容量（設置許可基準規則第 43 条第 2 項一） 

 （ⅰ）要求事項 

    想定される重大事故等の収束に必要な容量を有するものであること。 

 

 （ⅱ）適合性 

    基本方針については，「2.3.2 容量等」に示す。 

    重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの計測範囲について

は，第 3.15-16 表に示す。 

    常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，

設計基準事故時の計測機能と兼用しており，設計基準事故時に使用する

場合の計測範囲が，計器の不確かさを考慮しても設計基準を超える状態

において発電用原子炉施設の状態を推定できるため，設計基準事故対処
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設備と同仕様の設計とする。 

・原子炉圧力

・原子炉水位（広帯域）

・原子炉水位（燃料域）

・原子炉隔離時冷却系系統流量

・高圧炉心スプレイ系系統流量

・残留熱除去系系統流量

・低圧炉心スプレイ系系統流量

・格納容器雰囲気放射線モニタ（D/W)

・格納容器雰囲気放射線モニタ（S/C)

・起動領域計装

・平均出力領域計装

・残留熱除去系熱交換器入口温度

・残留熱除去系熱交換器出口温度

・残留熱除去系海水系系統流量

・原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力

・高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力

・残留熱除去系ポンプ吐出圧力

・低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力

・使用済燃料プール水位・温度（SA 広域）

 常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，

計器の不確かさを考慮しても設計基準を超える状態において発電用原子

炉施設の状態を推定できる設計とする。 

・原子炉圧力容器温度
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    ・原子炉圧力（SA） 

    ・原子炉水位（SA 広帯域） 

    ・原子炉水位（SA 燃料域） 

    ・高圧代替注水系系統流量 

    ・低圧代替注水系原子炉注水流量 

    ・代替循環冷却系原子炉注水流量 

    ・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 

    ・低圧代替注水系格納容器下部注水流量 

    ・代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

    ・ドライウェル雰囲気温度 

    ・サプレッション・チェンバ雰囲気温度 

    ・サプレッション・プール水温度 

    ・格納容器下部水温 

    ・ドライウェル圧力 

    ・サプレッション・チェンバ圧力 

    ・サプレッション・プール水位 

    ・格納容器下部水位 

    ・格納容器内水素濃度（SA） 

    ・フィルタ装置水位 

    ・フィルタ装置圧力 

    ・フィルタ装置スクラビング水温度 

    ・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

    ・フィルタ装置入口水素濃度 

    ・耐圧強化ベント系放射線モニタ 

    ・代替循環冷却系ポンプ入口温度 
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・緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器）

・緊急用海水系流量（残留熱除去系補機）

・代替淡水貯槽水位

・常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力

・常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力

・代替循環冷却系ポンプ吐出圧力

・原子炉建屋水素濃度

・静的触媒式水素再結合器動作監視装置

・格納容器内酸素濃度（SA）

・使用済燃料プール温度（SA）

・使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）

・使用済燃料プール監視カメラ

（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置を含む） 

安全パラメータ表示システム（SPDS）は，想定される重大事故等時に

発電所内の通信連絡をする必要のある場所に必要なデータ容量を伝送で

きる設計とする。 

 SPDS データ表示装置は緊急時対策所に 1 セットを設置し，常設設備で

あるが，保守点検又は故障時のバックアップ用として，自主的に 1 セッ

トを保管する設計とする。

（58-6-1～78） 

(2) 共用の禁止（設置許可基準規則第 43 条第 2 項二）

（ⅰ）要求事項 

二以上の発電用原子炉施設において共用するものでないこと。ただし，
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二以上の発電用原子炉施設と共用することによって当該二以上の発電用

原子炉施設の安全性が向上する場合であって，同一の工場等内の他の発

電用原子炉施設に対して悪影響を及ぼさない場合は，この限りでない。 

（ⅱ）適合性 

 基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響防止につ

いて」に示す。 

 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備は，

二以上の発電用原子炉施設において共用しない設計とする。 

 安全パラメータ表示システム（SPDS）は，二以上の発電用原子炉施設

において共用しない設計とする。 

(3) 設計基準事故対処設備との多様性（設置許可基準規則第 43 条第 2 項三） 

（ⅰ）要求事項 

 常設重大事故防止設備は，共通要因によって設計基準事故対処設備の

安全機能と同時にその機能が損なわれるおそれがないよう，適切な措置

を講じたものであること。 

（ⅱ）適合性 

基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響防止につ

いて」に示す。 

重要代替監視パラメータを計測する設備は，重要監視パラメータと異

なる物理量（水位，注水量等）の計測又は測定原理とすることで，重要監

視パラメータを計測する設備に対して可能な限り多様性を持った計測方

法により計測できる設計とする。 
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重要代替監視パラメータは，重要監視パラメータと可能な限り位置的

分散を図る設計とする。 

安全パラメータ表示システム（SPDS）は，共通要因によって，その機能

が損なわれることを防止するために，有線系及び無線系の通信回線を設

けるなど多様性を確保し，頑健性を持たせた設計とする。 

 また，電源については，設計基準事故対処設備である非常用交流電源

設備及び非常用直流電源設備に対して多様性及び位置的分散を考慮した

代替電源設備からの供給が可能な設計とする。 

（58-2-1～3）（58-3-1～19） 
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3.15.2.1.3.3 設置許可基準規則第 43 条第 3 項への適合方針 

(1) 容量（設置許可基準規則第 43 条第 3 項一）

（ⅰ）要求事項 

 想定される重大事故等の収束に必要な容量に加え，十分に余裕のある

容量を有するものであること。 

（ⅱ）適合性 

基本方針については，「2.3.2 容量等」に示す。 

データ表示装置は，中央制御室の運転員が，発電用原子炉施設の主要

な計測装置の監視を行うために必要なデータの表示が可能な設計とす

る。保有数は，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用

として 1 個を含めて合計 2 個を中央制御室及び緊急時対策所に分散して

保管する。 

 可搬型計測器は，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度，圧

力，水位及び流量（注水量）の計測用として 1 セット 20 個（測定時の

故障を想定した予備として 1 個含む）使用する。保有数は，故障時及び

保守点検による待機除外時のバックアップとして 20 個を含めて合計 74

個を中央制御室及び緊急時対策所に分散して保管する。 

可搬型計測器は，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力，水位

及び流量（注水量）の計測用として 1 セット 18 個（測定時の故障を想定

した予備 1 個含む）使用する。保有数は，故障時及び保守点検による待

機除外時のバックアップ用として 18 個を含めて合計 36 個を分散して保

管する。 

（58-3-17,19）（58-8-1～5） 
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 (2) 確実な接続（設置許可基準規則第 43 条第 3 項二） 

 （ⅰ）要求事項 

    常設設備（発電用原子炉施設と接続されている設備又は短時間に発電

用原子炉施設と接続することができる常設の設備をいう。以下同じ。）

と接続するものにあっては，当該常設設備と容易かつ確実に接続するこ

とができ，かつ，二以上の系統が相互に使用することができるよう，接

続部の規格の統一その他の適切な措置を講じたものであること。 

 

 （ⅱ）適合性 

    基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性について」

に示す。 

    データ表示装置の接続ケーブルは，工具を用いない簡便な方法により

容易に接続できる設計とする。 

    可搬型計測器の計装ケーブルの接続は，ボルト・ネジ接続とし，接続

規格を統一することにより，一般的に使用される工具を用いて容易かつ

確実に接続操作可能な設計とする。 

 

 (3) 複数の接続口（設置許可基準規則第 43 条第 3 項三） 

 （ⅰ）要求事項 

    常設設備と接続するものにあっては，共通要因によって接続すること

ができなくなることを防止するため，可搬型重大事故等対処設備（原子

炉建屋の外から水又は電力を供給するものに限る。）の接続口をそれぞ

れ互いに異なる複数の場所に設けるものであること。 

 

 （ⅱ）適合性 
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 基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響防止に

ついて」に示す。 

 データ表示装置及び可搬型計測器は，可搬型重大事故等対処設備（原

子炉建屋の外から水又は電力を供給するものに限る。）に該当しないこ

とから，対象外である。 

（58-8-6～9） 

(4) 設置場所（設置許可基準規則第 43 条第 3 項四）

（ⅰ）要求事項 

 想定される重大事故等が発生した場合において可搬型重大事故等対処

設備を設置場所に据え付け，及び常設設備と接続することができるよ

う，放射線量が高くなるおそれが少ない設置場所の選定，設置場所への

遮蔽物の設置その他の適切な措置を講じたものであること。 

（ⅱ）適合性 

基本方針については，「2.3.3 環境条件等」に示す。 

 データ表示装置の接続ケーブル及び可搬型計測器の計装ケーブルの接

続は，放射線量が高くなるおそれの少ない設置場所である中央制御室で

操作可能な設計とする。 

（58-8-6～9） 

(5) 保管場所（設置許可基準規則第 43 条第 3 項五）

（ⅰ）要求事項 

 地震，津波その他の自然現象又は故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムによる影響，設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設
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備の配置その他の条件を考慮した上で常設重大事故等対処設備と異なる

保管場所に保管すること。 

 

 （ⅱ）適合性 

    基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響防止に

ついて」に示す。 

    データ表示装置及び可搬型計測器は，重要監視パラメータ及び重要代

替監視パラメータを計測する設備と可能な限り位置的分散を図り，頑健

性を有する原子炉建屋付属棟及び緊急時対策所に保管する設計とする。 

（58-3-17,19）（58-8-6～9） 

 

 (6) アクセスルートの確保（設置許可基準規則第 43 条第 3 項六） 

 （ⅰ）要求事項 

    想定される重大事故等が発生した場合において，可搬型重大事故等対 

処設備を運搬し，又は他の設備の被害状況を把握するため，工場等内の

道路及び通路が確保できるよう，適切な措置を講じたものであること。 

 

 （ⅱ）適合性 

    基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性について」

に示す。 

    データ表示装置及び可搬型計測器は，中央制御室及び緊急時対策所に

保管しており，保管場所から接続場所までの運搬経路について，移動に

支障をきたすことがないよう複数のアクセスルートを確保し，接続場所

である中央制御室まで移動できる設計とする。 

（58-3-17,19）（58-8-6～9） 
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(7) 設計基準事故対処設備及び常設重大事故防止設備との多様性（設置許可

基準規則第 43 条第 3 項七） 

（ⅰ）要求事項 

 重大事故防止設備のうち可搬型のものは，共通要因によって，設計基

準事故対処設備の安全機能，使用済燃料貯蔵槽の冷却機能若しくは注水

機能又は常設重大事故防止設備の重大事故に至るおそれがある事故に対

処するために必要な機能と同時にその機能が損なわれるおそれがないよ

う，適切な措置を講じたものであること。 

（ⅱ）適合性 

 基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響防止に

ついて」に示す。 

 データ表示装置及び可搬型計測器は，可搬型重大事故等対処設備（防

止でも緩和でもない設備）であり，可搬型重大事故防止設備に該当しな

いことから，対象外である。 

（58-3-17,19）（58-8-6～9） 
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第 3.15-15 表 重大事故等対策における手順書の概要 

1.15 事故時の計装に関する手順等 

方
針
目
的 

 重大事故等が発生し，計測機器の故障等により当該重大事故等に対処するために監視すること

が必要なパラメータを計測することが困難となった場合に，当該パラメータの推定に有効な情報

を把握するため，計器故障時の対応，計器の計測範囲を超えた場合への対応，計器電源の喪失時

の対応，計測結果を記録する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等 

監
視
機
能
の
喪
失 

計
器
故
障
時
の
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定 

 主要パラメータを計測する計器の故障により主要パラメータの監視機能が喪失し

た場合は，代替パラメータによる推定を行う。 

推定にあたっては，使用する計器が複数ある場合は，代替パラメータと主要パラ

メータの関連性，検出器の種類，使用環境条件及び計測される値の不確かさを考慮

し，使用するパラメータの優先順位をあらかじめ定める。 

代替パラメータの優先順位及び推定方法は，第 3.15-17 表に示す。 

代替パラメータによる主要パラメータの推定は，以下の方法で行う。 

・同一物理量（温度，圧力，水位，放射線量率，水素濃度及び中性子束）から推

定

・水位を注水源もしくは注水先の水位変化又は注水量及び吐出圧力から推定

・流量を注水先又は注水源の水位変化を監視することにより推定

・除熱状態を温度，圧力等の傾向監視により推定

・原子炉冷却材圧力バウンダリからの漏えいを水位,圧力等の傾向監視により推定

・圧力又は温度を水の飽和状態の関係から推定

・ドライウェル圧力とサプレッション・チェンバ圧力の差圧から原子炉格納容器

内の水位を推定

・未臨界状態の維持を制御棒の挿入状態により推定

・あらかじめ評価したパラメータの相関関係により酸素濃度を推定

・装置の作動状況（差温度）により水素濃度を推定

・使用済燃料プールの状態を同一物理量（温度），あらかじめ評価した水位と放

射線量の相関関係及びカメラによる監視により，使用済燃料プールの水位又は

必要な水遮蔽が確保されていることを推定

 主要パラメータを計測する多重化された重要計器※１が，計器の故障により計測す

ることが困難になった場合に，故障計器以外の他チャンネルの重要計器により計測

を行う。 

計
器
の
計
測
範
囲
を
超
え
た
場
合
の
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定 

 原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子炉格納

容器への注水量を監視するパラメータのうち，パラメータの値が計器の計測範囲を

超えるものは，原子炉圧力容器内の温度と水位である。 

 原子炉圧力容器内の温度及び水位の値が計器の計測範囲を超えた場合，発電用原

子炉施設の状態を推定するための手段は，以下のとおり。 

・原子炉圧力容器内の温度を監視するパラメータである原子炉圧力容器温度が計

測範囲を超えた場合，原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態にあると想

定することで，原子炉圧力より飽和温度／圧力の関係を利用して原子炉圧力容

器内の温度を推定する。

・原子炉圧力容器内の水位を監視するパラメータである原子炉水位が計測範囲

を超えた場合，高圧代替注水系系統流量，低圧代替注水系原子炉注水流量，代

替循環冷却系原子炉注水流量，原子炉隔離時冷却系系統流量，高圧炉心スプレ

イ系系統流量，残留熱除去系系統流量，低圧炉心スプレイ系系統流量のうち，

機器動作状態にある流量計より崩壊熱除去に必要な水量の差を算出し，直前ま

で判明していた水位に変換率を考慮することにより原子炉圧力容器内の水位を

推定する。 
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対
応
手
段
等 

計
器
電
源
の
喪
失 

計
器
電
源
の
喪
失
時
の
対
応 

 全交流動力電源喪失及び直流電源喪失により計器電源が喪失した場合，特に重

要なパラメ一タとして，パラメータ選定で選定した重要監視パラメータ及び重要

代替監視パラメータを計測又は監視を行う手段は，以下のとおり。 

・全交流動力電源喪失及び直流電源喪失により計器電源が喪失した場合に，常

設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備及び可搬型代替直流電源設備

から，計器へ給電する。

・代替電源設備による給電ができない場合には，重要監視パラメータ及び重要

代替監視パラメータを計測する計器については，温度，圧力，水位及び流量

に係るものについて，可搬型計測器を接続し計測又は監視する。

また，可搬型計測器の計測結果を工学値に換算する換算表を準備する。 

 可搬型計測器による計測対象の選定を行う際，同一パラメータにチャンネルが

複数ある場合は，いずれか 1 つの適切なパラメータを選定し計測又は監視する。

同一の物理量について，複数のパラメータがある場合は，いずれか 1 つの適切な

パラメータを選定し計測又は監視する。 

記
録 

 重大事故等発生時において，原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃度

及び放射線量率等，想定される重大事故等の対応に必要となる重要監視パラメー

タ及び重要代替監視パラメータの計測結果について，以下の方法により計測結果

を記録する。

・データ伝送装置又は緊急時対策支援システム伝送装置にて電磁的に記録，保

存する。

・複数の計測結果を使用し計算により推定する主要パラメータの値，可搬型計

測器により計測されるパラメータの値は，記録用紙に記録する。
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3.15-60 

※１：重要計器；重要代替監視パラメータを計測する計器のうち，耐震性，耐環境性を有し，重大事故

等対処設備としての要求事項を満たした計器 

※２：重要代替計器；重要代替監視パラメータを計測する計器のうち，耐震性，耐環境性を有し，重大

事故等対処設備としての要求事項を満たした計器 

配
慮
す
べ
き
事
項 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定 

 重大事故等に対処するために監視することが必要となるパラメータを技術的能力

1.1～1.15（設置許可基準規則第 44 条～58 条）の手順着手の判断基準及び操作手順

に用いるパラメータ並びに有効性評価の判断及び確認に用いるパラメータより抽出

し，これを抽出パラメータとする。 

 抽出パラメータのうち，炉心損傷防止及び格納容器破損防止対策等を成功させる

ために把握することが必要な発電用原子炉施設の状態を直接監視するパラメータを

主要パラメータとする。 

 また，計器の故障，計器の計測範囲を超えた場合及び計器電源の喪失により，主要

パラメータを計測することが困難となった場合において，主要パラメータを推定す

るために必要なパラメータを代替パラメータとする。 

主要パラメータは，以下のとおり分類する。 

・重要監視パラメータ

主要パラメータのうち，耐震性，耐環境性を有し，重大事故等対処設備として

の要求事項を満たした計器を少なくとも 1 つ以上有するパラメータをいう。

・有効監視パラメータ

主要パラメータのうち，自主対策設備の計器のみで計測されるが，計測するこ

とが困難になった場合にその代替パラメータが重大事故等対処設備としての要

求事項を満たした計器で計測されるパラメータをいう。

代替パラメータは，以下のとおり分類する。 

・重要代替監視パラメータ

主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が重大事故等対処設備とし

ての要求事項を満たした計器を少なくとも 1 つ以上有するパラメータをいう。

・有効監視パラメータ

主要パラメータの代替パラメータが自主対策設備の計器のみで計測されるパ

ラメータをいう。

 また，抽出パラメータのうち，発電用原子炉施設の状態を直接監視することはでき

ないが，電源設備の受電状態，重大事故等対処設備の運転状態及びその他の設備の運

転状態等により発電用原子炉施設の状態を捕助的に監視するパラメータを補助パラ

メータとする。なお，重大事故等対処設備の運転・動作状態を表示する設備（ランプ

表示等）については，各条文の設置許可基準規則第 43 条への適合状況のうち，(2)操

作の確実性（設置許可基準規則第 43 条第 1 項二）にて，適合性を整理する。

主要パラメータを計測する多重化された重要計器※１が,計器の故障により計測す

ることが困難になった揚合に,故障計器以外の他チャンネルの重要計器により計測

を行う。 

発
電
用 

原
子
炉
施
設
の 

状
態
把
握 

 重要監視パラメータを計測する重要計器※１及び重要代替監視パラメータを計測す

る重要代替計器※２の計測範囲及び個数，耐震性及び非常用電源からの給電の有無を

示し,設計基準を超える状態における発電用原子炉施設の状態を把握する能力を明

確化する。 

確
か
ら
し
さ
の

考
慮 

 圧力のパラメータと温度のパラメータを水の飽和状態の関係から推定する場合

は,水が飽和状態にないと不確かさが生じるため,計器が故障するまでの発電用原子

炉施設の状況及び事故進展状況を踏まえ,複数の関連パラメータを確認し,有効な情

報を得た上で推定する。 

推定にあたっては，代替パラメータの誤差による影響を考慮する。 

電
源
確
保

 全交流動力電源が喪失した場合において,計測設備への代替電源設備として常設

代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備及び可搬型代替直流電源設備より，計器

へ給電する。 
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3.15-61 

第
3
.
1
5
-
1
6
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

1
／

1
0
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

計
測

範
囲

 
設

計
基

準
 

把
握

能
力

（
計

測
範

囲
の

考
え

方
）

 
個

数
 

耐
震

性
 

電
源

 
検

出
器

の
 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

第
3
.
1
5
-
2
 

,
3
図

N
o
.
 

① 原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 

温 度 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

0
～

5
0
0
℃

 
3
0
2
℃

＊
3
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
炉

心
損

傷
の

判
断

基

準
で

あ
る

3
0
0
℃

を
監

視
可

能
。

 
4
 

S
s
機

能
維

持
 

緊
急

用

直
流

電
源

 
熱

電
対

 
1
 

原
子

炉
圧

力
 

＊
2
 

「
②

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

 
＊

2
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
＊

2
 

「
③

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

＊
2
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

＊
2
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

＊
2
 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 
＊

2
 

「
⑫

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
＜

残
留

熱
除

去
系

＞
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

② 原 子 炉 圧 力 容 器 内 の

圧 力 

原
子

炉
圧

力
 

＊
1
 
0
～

1
0
.
5
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

8
.
2
3
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

重
大

事
故

等
時

に
お

け
る

原
子

炉
圧

力
容

器
最

高

使
用

圧
力

（
8
.
6
2
M
P
a
［

g
a
g
e
］

）
の

1
.
2
倍

（
事

故
時

の
判

断
基

準
）

で
あ

る
1
0
.
3
4
M
P
a
［

g
a
g
e
］

を
監

視
可

能
。

 

2
 

S
 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

直
流

電
源

 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

1
 

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

 
＊

1
 
0
～

1
0
.
5
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

8
.
2
3
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

2
 

S
s
機

能
維

持
 

緊
急

用

直
流

電
源

 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
＊

2
 

「
③

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

＊
2
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

＊
2
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

＊
2
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

＊
2
 

「
①

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

③ 原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
＊

1
 
－

3
,
8
0
0
～

1
,
5
0
0
㎜

＊
4
 

－
3
,
8
0
0
～

1
,
4
0
0
㎜

＊
4
 

炉
心

の
冷

却
状

況
を

把
握

す
る

上
で

,
原

子
炉

水
位

制
御

範
囲
（

レ
ベ

ル
3
～

8
）（

3
0
0
～

1
,
4
0
0
m
m
 
＊

4
）

及
び

燃
料

有
効

長
下

端
付

近
ま

で
監

視
可

能
。

 

2
 

S
s
機

能

維
持

 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

直
流

電
源

 

差
圧

式
水

位

検
出

器
 

1
 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 
＊

1
 
－

3
,
8
0
0
～

1
,
3
0
0
㎜

＊
5
 

4
4
8
～

1
,
3
0
0
㎜

 

＊
5
 

2
 

S
 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

直
流

電
源

 

差
圧

式
水

位

検
出

器
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

＊
1
 
－

3
,
8
0
0
～

1
,
5
0
0
㎜

＊
4
 

－
3
,
8
0
0
～

1
,
4
0
0
㎜

＊
4
 

1
 

S
s
機

能
維

持
 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

差
圧

式
水

位

検
出

器
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

＊
1
 
－

3
,
8
0
0
～

1
,
3
0
0
㎜

＊
5
 

4
4
8
～

1
,
3
0
0
㎜

 

＊
5
 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

差
圧

式
水

位

検
出

器
 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

＊
2
 

「
④

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
＊

2
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
＊

2
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

＊
2
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

＊
2
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
＊

2
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

＊
2
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第
3
.
1
5
-
1
6
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

2
／

1
0
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

計
測

範
囲

 
設

計
基

準
 

把
握

能
力

（
計

測
範

囲
の

考
え

方
）

 
個

数
 

耐
震

性
 

電
源

 
検

出
器

の
 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

第
3
.
1
5
-
2
 

,
3
図

N
o
.
 

④ 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

0
～

5
0
L
／

s
 

－
＊

6
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

の
最

大
流

量
（

3
8
L
／

s
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

S
s
機

能
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持
 

緊
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用
 

直
流

電
源
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式
流

量

検
出

器
 

1
 

①
 

原
子

炉
隔
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時

冷
却

系
系

統
流

量
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～
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／

s
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L
／

s
 

原
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炉
隔
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時

冷
却
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ン
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流
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（
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L
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s
）

を
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可

能
。

 
1
 

S
s
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能
維

持
 

区
分

Ⅰ
 

直
流

電
源
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流
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検
出

器
 

④
 

高
圧

炉
心
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流
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／
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／
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。
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m
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／
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＊
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循
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0
～

1
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／

h
 

－
＊

6
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
時

に
お

け
る

最
大

流
量

（
1
0
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

差
圧

式
流

量

検
出

器
 

③
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
0
～

6
0
0
L
／

s
 

4
7
0
L
／

s
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
の

最
大

流
量

（
4
7
0
L
／

s
）

を

監
視

可
能

。
 

3
 

S
 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

計
測

用
 

交
流

電
源

 

差
圧

式
流

量

検
出

器
 

⑥
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

0
～

6
0
0
L
／

s
 

4
5
6
L
／

s
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

の
最

大
流

量
（

4
5
6
L
／

s
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

S
 

区
分

Ⅰ
 

計
測

用
 

交
流

電
源

 

差
圧

式
流

量

検
出

器
 

⑦
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
＊

2
 

「
⑭

水
源

の
確

保
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
＊

2
 

「
⑧

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
＊

2
 

「
③

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

＊
2
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

＊
2
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

＊
2
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3.15-63 

第
3
.
1
5
-
1
6
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

3
／

1
0
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

計
測

範
囲

 
設

計
基

準
 

把
握

能
力

（
計

測
範

囲
の

考
え

方
）

 
個

数
 

耐
震

性
 

電
源

 
検

出
器

の
 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

第
3
.
1
5
-
2
 

,
3
図

N
o
.
 

⑤ 原 子 炉 格 納 容 器 へ の 

注 水 量 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

(
常

設
)
 

 
0
～

5
0
0
m
３
／

h
 

＊
7
 

－
＊

6
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

時
に

お
け

る
最

大
流

量
（

4
4
9
m
３
／

h
）

を
監

視

可
能

。
 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

差
圧

式
流

量

検
出

器
 

1
 

⑧
 

(
可

搬
型

)
 

 
0
～

5
0
0
m
３
／

h
 

＊
8
 

－
＊

6
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
時

に
お

け
る

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
最

大
流

量
（

3
4
9
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

差
圧

式
流

量

検
出

器
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水

流
量

 
 

0
～

2
0
0
m
３
／

h
 

－
＊

6
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

時
に

お
け

る
最

大
流

量
（

1
6
8
m
３
／

h
）

を

監
視

可
能

。
 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
3
 

差
圧

式
流

量

検
出

器
 

1
 

⑨
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
＊

2
 

「
⑭

水
源

の
確

保
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

＊
2
 

「
⑧

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
格

納
容

器
下

部
水

位
 

＊
2
 

⑥ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 

温 度 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

 
0
～

3
0
0
℃

 
1
3
6
℃

 

格
納

容
器

の
限

界
温

度
（

2
0
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

8
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
,
＊

2
3
 

熱
電

対
 

1
 

 
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気

温
度

 

＊
1
 

 
0
～

2
0
0
℃

 
1
3
6
℃

 
2
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

熱
電

対
 

1
 

 
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 
＊

1
 

0
～

2
0
0
℃

 
8
8
℃

 

格
納

容
器

の
限

界
圧

力
（

6
2
0
k
P
a
[
g
a
g
e
]
）

に
お

け

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
の

飽
和

温
度

（
約

1
6
7
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

3
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

測
温

 

抵
抗

体
 

1
 

 
 

格
納

容
器

下
部

水
温

 

(
水

温
計

兼
デ

ブ
リ

落
下

検
知

用
)
 

 

0
～

5
0
0
℃

 

＊
1
0
 

（
ペ

デ
ス

タ
ル

 

床
面

0
m
＊

1
1
）

 

－
＊

6
 

ペ
デ

ス
タ

ル
底

部
に

デ
ブ

リ
が

落
下

し
た

際
に

水
温

上
昇

や
高

温
の

デ
ブ

リ
が

接
触

し
指

示
値

が
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル

す
る

こ
と

で
デ

ブ
リ

落
下

を
検

知
可

能
。

 

5
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
3
 

測
温

 

抵
抗

体
 

4
 

 
 

(
水

温
計

兼
デ

ブ
リ

堆
積

検
知

用
)
 

 

0
～

5
0
0
℃

 

＊
1
0
 

（
ペ

デ
ス

タ
ル

 

床
面

＋
0
.
2
m
＊

1
1
）
 

－
＊

6
 

ペ
デ

ス
タ

ル
床

面
か

ら
0
.
2
m
以

上
の

デ
ブ

リ
が

堆
積

し
た

際
に

水
温

上
昇

や
高

温
の

デ
ブ

リ
が

接
触

し
指

示
値

が
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル

す
る

こ
と

で
デ

ブ
リ

堆
積

を
検

知
可

能
。

 

5
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
3
 

測
温

 

抵
抗

体
 

4
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

2
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
 

＊
2
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3.15-64 

第
3
.
1
5
-
1
6
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

4
／

1
0
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

計
測

範
囲

 
設

計
基

準
 

把
握

能
力

（
計

測
範

囲
の

考
え

方
）

 
個

数
 

耐
震

性
 

電
源

 
検

出
器

の
 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

第
3
.
1
5
-
2
 

,
3
図

N
o
.
 

⑦ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 

圧 力 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

1
 

0
～

1
M
P
a
［

a
b
s
］

 
2
5
0
k
P
a
[
g
a
g
e
]
 

格
納

容
器

の
限

界
圧

力
（

6
2
0
k
P
a
[
g
a
g
e
]
）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

1
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

＊
1
 

0
～

1
M
P
a
［

a
b
s
］

 
1
9
6
k
P
a
[
g
a
g
e
]
 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

1
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

＊
2
 

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

 

＊
2
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

＊
2
 

⑧ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位

－
1
～

9
m
＊

1
2
 

（
E
L
.
2
,
0
3
0
～

 

1
2
,
0
3
0
m
m
）

 

－
0
.
5
～

0
m
 

（
E
L
.
2
,
5
3
0
～

 

 
 
 
3
,
0
3
0
m
m
）

 

ウ
ェ

ッ
ト

ウ
ェ

ル
ベ

ン
ト

操
作

可
否

判
断
（

ベ
ン

ト

ラ
イ

ン
下

端
高

さ
－

1
.
6
4
m
：

通
常

水
位

＋
6
.
5
m
）

を
把

握
で

き
る

範
囲

を
監

視
可

能
。

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

差
圧

式
水

位

検
出

器
 

1
 

○5
1
 

格
納

容
器

下
部

水
位

 

(
高

さ
1
m

超
検

知

用
)
 

＋
1
.
0
5
m
 

＊
1
1
,
＊

1
3
 

（
E
L
.
1
2
,
8
5
6
m
m
）

 

－
＊

6
 

重
大

事
故

等
時
（

原
子

炉
圧

力
容

器
破

損
前

）
に

お

い
て

，
格

納
容

器
下

部
に

溶
融

炉
心

の
冷

却
に

必
要

な
水

量
（

底
面

か
ら

＋
1
.
0
5
m
）

が
あ

る
こ

と
を

監

視
可

能
。

 

2
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
3
 

電
極

式
水

位

検
出

器
 

1
 

○5
2
 

(
高

さ

0
.
5
m
,
1
.
0

m
未

満
検

知
用

)
 

＋
0
.
5
0
m
,
＋

0
.
9
5
m
 

＊
1
1
,
＊

1
4
 

（
E
L
.
1
2
,
3
0
6
m
m
，

1
2
,
7
5
6
m
m
）

 

－
＊

6
 

重
大

事
故

等
時

（
原

子
炉

圧
力

容
器

破
損

後
の

デ

ブ
リ

堆
積

高
さ

＜
0
.
2
m
の

場
合

）
に

お
い

て
，

格

納
容

器
下

部
に

溶
融

炉
心

の
冷

却
に

必
要

な
水

量

（
底

面
か

ら
＋

0
.
5
0
m
～

＋
0
.
9
5
m
）
が

あ
る

こ
と

を

監
視

可
能

。
 

各
2
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
3
 

電
極

式
水

位

検
出

器
 

(
満

水
管

理
用

)
 

＋
2
.
2
5
m
,
＋

2
.
7
5
m
 

＊
1
1
,
＊

1
5
 

（
E
L
.
1
4
,
0
5
6
m
m
，

1
4
,
5
5
6
m
m
）

 

－
＊

6
 

重
大

事
故

等
時

（
原

子
炉

圧
力

容
器

破
損

後
の

デ

ブ
リ

堆
積

高
さ

≧
0
.
2
m
の

場
合

）
に

お
い

て
，

格

納
容

器
下

部
に

溶
融

炉
心

の
冷

却
に

必
要

な
水

量

（
底

面
か

ら
＋

2
.
2
5
m
～

＋
2
.
7
5
m
）
が

あ
る

こ
と

を

監
視

可
能

。
 

各
2
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
3
 

電
極

式
水

位

検
出

器
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
＊

2
 

「
④

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

＊
2
 

「
⑤

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

＊
2
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
＊

2
 

「
⑭

水
源

の
確

保
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

2
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
＊

2
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3.15-65 

第
3
.
1
5
-
1
6
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

5
／

1
0
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

計
測

範
囲

 
設

計
基

準
 

把
握

能
力

（
計

測
範

囲
の

考
え

方
）

 
個

数
 

耐
震

性
 

電
源

 
検

出
器

の
 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

第
3
.
1
5
-
2
 

,
3
図

N
o
.
 

⑨ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水

素 濃 度 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

S
A
）

 
＊

1
 

0
～

1
0
0
v
o
l
％

 
3
.
3
v
o
l
％

以
下

 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
格

納
容

器
内

の
水

素
燃

焼
の

可
能

性
を

把
握

す
る

上
で

，
水

素
濃

度
の

可
燃

限
界

（
4
v
o
l
％

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

計
器

，
サ

ン
プ

リ
ン

グ
装

置
：
 

緊
急

用

交
流

電
源

熱
伝

導
式

 

水
素

検
出

器
 
－

＊
2
4
 

○53

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

(
D
/
W
)
 

＊
2
 

「
⑩

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

(
S
/
C
)
 

＊
2
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

2
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
 

＊
2

⑩ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 

放 射 線 量 率 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

(
D
/
W
)
 

＊
1
 

1
0
－

２
～

1
0
５
S
v
／

h
 

1
0
S
v
／

h
未

満
 

＊
1
6
 

炉
心

損
傷

の
判

断
値
（

原
子

炉
停

止
直

後
に

炉
心

損

傷
し

た
場

合
は

約
1
0
S
v
／

h
）
を

把
握

す
る

上
で

監

視
可

能
（

上
記

の
判

断
値

及
び

推
定

値
は

原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
と

と
も

に
低

く
な

る
）
。

 

2
 

S
s
機

能

維
持

 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

直
流

電
源

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

イ
オ

ン

チ
ェ

ン
バ

－
＊

2
4
 

○55

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

(
S
/
C
)
 

＊
1
 

1
0
－

２
～

1
0
５
S
v
／

h
 

1
0
S
v
／

h
未

満
 

＊
1
6
 

炉
心

損
傷

の
判

断
値
（

原
子

炉
停

止
直

後
に

炉
心

損

傷
し

た
場

合
は

約
1
0
S
v
／

h
）
を

把
握

す
る

上
で

監

視
可

能
（

上
記

の
判

断
値

及
び

推
定

値
は

原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
と

と
も

に
低

く
な

る
）
。

 

2
 

S
s
機

能

維
持

 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

直
流

電
源

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

イ
オ

ン

チ
ェ

ン
バ

－
＊

2
4
 

○56

⑪ 未 臨 界 の 維 持 又 は 確 認 

起
動

領
域

計
装

 
＊

1
 

1
0
－

１
～

1
0
６
c
p
s
 

（
1
.
0
×

1
0
３
～

1
.
0
 

×
1
0
９
c
m
－

２
・

s
－

１
）

 

0
～

4
0
％

又
は

0
～

1
2
5
％

 

（
1
.
0
×

1
0
８
～

1
.
5
 

×
1
0
１

３
c
m
－

２
・

s
－

１
）
 

定
格

出
力

の
 

約
1
9
倍

 

原
子

炉
停

止
時

か
ら

起
動

時
及

び
起

動
時

か
ら

定

格
出

力
運

転
時

の
中

性
子

束
を

監
視

可
能

。
 

な
お

，
起

動
領

域
計

装
が

測
定

で
き

る
範

囲
を

超
え

た
場

合
は

，
平

均
出

力
領

域
計

装
に

よ
っ

て
監

視
可

能
。

 

8
 

S
 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

中
性

子
 

モ
ニ

タ
用

直
流

電
源

核
分

裂
 

電
離

箱
 

－
＊

2
4
 

○5
7

平
均

出
力

領
域

計
装

 
＊

1
 

0
～

1
2
5
％

 

（
1
.
0
×

1
0
１

２
～

1
.
0
 

×
1
0
１

４
c
m
－

２
・

s
－

１
）
 

原
子

炉
の

起
動

時
か

ら
定

格
出

力
運

転
時

の
中

性

子
束

を
監

視
可

能
。

 

な
お

，
設

計
基

準
事

故
時

及
び

重
大

事
故

等
時

，
一

時
的

に
計

測
範

囲
を

超
え

る
が

，
負

の
反

応
度

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
効

果
に

よ
り

短
期

間
で

あ
り

，
か

つ
出

力
上

昇
及

び
下

降
は

急
峻

で
あ

る
。

1
2
5
％

を
超

え

た
領

域
で

そ
の

指
示

に
基

づ
き

操
作

を
伴

う
も

の

で
な

い
こ

と
か

ら
，

1
2
5
％

を
一

時
的

に
超

え
る

計

測
範

囲
を

計
測

す
る

必
要

は
な

い
。
ま

た
，
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
も

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
ト

リ

ッ
プ

等
に

よ
り

中
性

子
束

は
低

下
す

る
た

め
，
現

状

の
計

測
範

囲
で

も
対

応
が

可
能

。
 

2
 

＊
1
7
 

S
 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

原
子

炉
 

保
護

系
 

交
流

電
源

 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

直
流

電
源

 

核
分

裂
 

電
離

箱
 

－
＊

2
4
 

○5
8
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表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

6
／

1
0
）

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

計
測

範
囲

 
設

計
基

準
 

把
握

能
力

（
計

測
範

囲
の

考
え

方
）

 
個

数
 

耐
震

性
 

電
源

 
検

出
器

の
 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

第
3
.
1
5
-
2
 

,
3
図

N
o
.
 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 （ １ ／ ２ ） 

＜
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

＞
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

1
8
0
～

5
,
5
0
0
m
m
 

－
＊

6
 

2
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 
＊

2
2
 

差
圧

式
水

位
 

検
出

器
 

1
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

0
～

1
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
－

＊
6
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

に
，
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

の
最

高
使

用
圧

力
（

0
.
6
2
M
P
a［

g
a
g
e
］
）
が

監
視

可
能

。
 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 
＊

2
2
 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

1
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
0
～

3
0
0
℃

 
－

＊
6
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

に
，
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

の
最

高
使

用
温

度
（

2
0
0
℃

）
が

監
視

可
能

。
 

1
 

S
s
機

能
維

持
 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

熱
電

対
 

1
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）

 
1
0
－

２
～

1
0
５
S
v
／

h
 

－
＊

6
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時
（

炉
心

損
傷

し
て

い
る

場
合

）
に

，
想

定
さ

れ
る

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

の
最

大

線
量

当
量

率
（

約
5
×

1
0
１
S
v
／

h
）

を
監

視
可

能
。
 

2
 

S
s
機

能
維

持
 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

イ
オ

ン
チ

ェ
ン

バ

－
＊

2
4
 

 
1
0
－

３
～

1
0
４
m
S
v
／

h
 

－
＊

6
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時
（

炉
心

損
傷

し
て

い
な

い

場
合

）
に

，
想

定
さ

れ
る

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

の
最

大
線

量
当

量
率

（
約

7
×

1
0
０
m
S
v
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

1
 

S
s
機

能
維

持
 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

－
＊

2
4
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

0
～

1
0
0
v
o
l
％

 
－

＊
6
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
停

止
後

の
窒

素
に

よ
る

パ
ー

ジ
を

実
施

し
，
フ

ィ
ル

タ
装

置
の

配
管

内
に

滞
留

す
る

水
素

濃
度

が
可

燃
限

界
濃

度
（

4
v
o
l
％

）
未

満
で

あ

る
こ

と
を

監
視

可
能

。
 

2
 

S
s
機

能
維

持
 

計
器

，
サ

ン
プ

リ
ン

グ
装

置
：

緊
急

用
交

流
電

源
＊

2
2
 

熱
伝

導
式

 
水

素
検

出
器

 
－

＊
2
4
 

＜
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
＞

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

 
1
0
－

３
～

1
0
４
m
S
v
／

h
 

－
＊

6
 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
実

施
時

に
，
想

定
さ

れ
る

排
気

ラ
イ

ン
の

最
大

線
量

当
量

率
（

約
4
×

1
0
３
m
S
v
／

h
）

を
監

視
可

能
。

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 
＊

2
2
 

イ
オ

ン

チ
ェ

ン
バ

－
＊

2
4
 

＜
代

替
循

環
冷

却
系

＞
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

＊
1
 

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

入
口

温
度

 
0
～

1
0
0
℃

 
－

＊
6
 

代
替

循
環

冷
却

時
に

お
け

る
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
入

口
の

最
高

使
用

温
度
（

7
7
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

S
s
機

能
維

持
 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 
熱

電
対

 
1
 

⑪
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
「

④
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

量
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

0
～

3
0
0
m
３
／

h
 

－
＊

6
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

時
に

お
け

る
最

大
流

量
（

2
5
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。
 

1
 

S
s
機

能
維

持
 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 
＊

2
2
 

差
圧

式
流

量
検

出
器

 
1
 

⑩
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表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

7
／

1
0
）

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

計
測

範
囲

 
設

計
基

準
 

把
握

能
力

（
計

測
範

囲
の

考
え

方
）

 
個

数
 

耐
震

性
 

電
源

 
検

出
器

の
 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

第
3
.
1
5
-
2
 

,
3
図

N
o
.
 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 （ ２ ／ ２ ） 

＜
残

留
熱

除
去

系
＞

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 
0
～

3
0
0
℃

 
2
4
9
℃

 

残
留

熱
除

去
系

の
運

転
時

に
お

け
る

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
の

変
動

範
囲
（

2
4
9
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

2
 

S
s
機

能
維

持
 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

計
測

用
 

交
流

電
源

 

熱
電

対
 

1
 

⑫
 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

 
0
～

3
0
0
℃

 
2
4
9
℃

 

残
留

熱
除

去
系

の
運

転
時

に
お

け
る

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口
温

度
の

変
動

範
囲
（

2
4
9
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

2
 

S
s
機

能
維

持
 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

計
測

用
 

交
流

電
源

 
熱

電
対

 
1
 

⑬
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
「

④
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

量
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
系

統
流

量
 

0
～

5
5
0
L
／

s
 

4
9
3
L
／

s
 

残
留

熱
除

去
系

の
運

転
時

に
お

け
る

，
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

ポ
ン

プ
の

最
大

流
量
（

4
9
3
L
／

S
）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

区
分

Ⅰ
 

計
測

用
 

交
流

電
源

 

差
圧

式
流

量
 

検
出

器
 

1
 

⑭
 

1
 

S
 

区
分

Ⅱ
 

計
測

用
 

交
流

電
源

 

差
圧

式
流

量
 

検
出

器
 

⑭
 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
）

 
0
～

8
0
0
m
３
／

h
 

－
＊

6
 

緊
急

用
海

水
系

の
運

転
時

に
お

け
る

，
緊

急
用

海
水

系
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

）
の

最
大

流
量

（
6
6
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

1
 

S
s
機

能
維

持
 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

差
圧

式
流

量
 

検
出

器
 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
補

機
）

 
0
～

5
0
m
３
／

h
 

－
＊

6
 

緊
急

用
海

水
系

の
運

転
時

に
お

け
る

，
緊

急
用

海
水

系

流
量
（

残
留

熱
除

去
系

補
機

）
の

最
大

流
量
（

4
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

S
s
機

能
維

持
 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 
＊

2
2
 

差
圧

式
流

量
 

検
出

器
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

＊
2
 

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

 

＊
2
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

2
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
＊

2
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

＊
2
 

「
①

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

⑬ 格 納 容 器 バ イ パ ス の

監 視 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
＊

1
 

「
③

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

＊
1
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

＊
1
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

＊
1
 

原
子

炉
圧

力
 

＊
1
 

「
②

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

 
＊

1
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

＊
1
 

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

1
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。
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3.15-68 

第
3
.
1
5
-
1
6
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

8
／

1
0
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

計
測

範
囲

 
設

計
基

準
 

把
握

能
力

（
計

測
範

囲
の

考
え

方
）

 
個

数
 

耐
震

性
 

電
源

 
検

出
器

の
 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

第
3
.
1
5
-
2
 

,
3
図

N
o
.
 

⑭ 水 源 の 確 保 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
「

⑧
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
位

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
0
～

2
0
m
 

－
＊

6
 

代
替

淡
水

貯
槽

の
底

部
よ

り
上

の
水

位
計

検
出

点

か
ら

ポ
ン

プ
テ

ス
ト

ラ
イ

ン
配

管
下

端
（

0
～

1
9
m
）

を
監

視
可

能
。

 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
2
 

差
圧

式
水

位
 

検
出

器
 

1
 

⑮
 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

＊
2
 

「
④

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

」
及

び
「

⑤
原

子
炉

格
納

容
器

へ
の

注
水

量
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
＊

2
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

＊
2
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

＊
2
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
＊

2
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

＊
2
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

 

圧
力

 

＊
2
 

0
～

1
0
M
P
a［

g
a
g
e
］
 

－
＊

6
 

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

（
6
.
9
0
M
P
a

［
g
a
g
e
］
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

1
 

⑯
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

 

圧
力

 

＊
2
 

0
～

1
0
M
P
a［

g
a
g
e
］
 

5
.
9
8
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

（
5
.
9
8
M
P
a
［

g
a
g
e
］
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

S
s
機

能

維
持

 

区
分

Ⅰ
 

直
流

電
源

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

⑱
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

 

圧
力

 

＊
2
 

0
～

1
0
M
P
a［

g
a
g
e
］
 

7
.
2
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

（
7
.
2
4
M
P
a
［

g
a
g
e
］
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

S
s
機

能

維
持

 

区
分

Ⅲ
 

計
測

用
 

交
流

電
源

 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

⑲
 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
＊

2
 

0
～

5
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
－

＊
6
 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

（
3
.
4
5
M
P
a

［
g
a
g
e
］
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

1
 

⑰
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

＊
2
 

0
～

4
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
2
.
3
0
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
（

2
.
3
0
M
P
a

［
g
a
g
e
］
）

を
監

視
可

能
。

 
3
 

S
s
機

能

維
持

 

区
分

Ⅰ
,
Ⅱ

 

計
測

用
 

交
流

電
源

 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

⑳
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

 

圧
力

 

＊
2
 

0
～

4
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
2
.
5
3
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

（
2
.
5
3
M
P
a
［

g
a
g
e
］
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

S
s
機

能

維
持

 

区
分

Ⅰ
 

計
測

用
 

交
流

電
源

 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

 

圧
力

 

＊
2
 

0
～

5
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
－

＊
6
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

（
3
.
5
0
M
P
a
［

g
a
g
e
］
）

を
監

視
可

能
。

 
2
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

＊
2
3
 

弾
性

圧
力

 

検
出

器
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
＊

2
 

「
④

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

」
及

び
「

⑤
原

子
炉

格
納

容
器

へ
の

注
水

量
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

 

＊
2
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水

流
量

 

＊
2
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3.15-69 

第
3
.
1
5
-
1
6
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

9
／

1
0
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

計
測

範
囲

 
設

計
基

準
 

把
握

能
力

（
計

測
範

囲
の

考
え

方
）

 
個

数
 

耐
震

性
 

電
源

 
検

出
器

の
 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

第
3
.
1
5
-
2
 

,
3
図

N
o
.
 

⑮ 原 子 炉 建 屋 内 

の 水 素 濃 度 

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
 

0
～

1
0
v
o
l
％

 

－
＊

6
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
水

素
と

酸
素

の
可

燃

限
界

（
水

素
濃

度
：

4
v
o
l
％

）
を

監
視

可
能

。
 

2
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

交
流

電
源

 

触
媒

式
 

水
素

検
出

器
 
－

＊
2
4
 

0
～

2
0
v
o
l
％

 
3
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

熱
伝

導
式

 

水
素

検
出

器
 
－

＊
2
4
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
動

作
監

視

装
置

 

＊
2
 

0
～

3
0
0
℃

 
－

＊
6
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
静

的
触

媒
式

水
素

再

結
合

器
の

最
高

使
用

温
度
（

3
0
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

4
 

＊
1
8
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 
熱

電
対

 
2
 

⑯ 原 子 炉 格 納 容 器 内 

の 酸 素 濃 度 

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
（

S
A
）

 
0
～

2
5
v
o
l
％

 
4
.
4
v
o
l
％

以
下

 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
格

納
容

器
内

の
水

素

燃
焼

の
可

能
性

を
把

握
す

る
上

で
，

酸
素

濃
度

の

可
燃

限
界

（
5
v
o
l
％

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

計
器

，
サ

ン
プ

リ
ン

グ
装

置
：
 

緊
急

用

交
流

電
源

磁
気

力
式

 

酸
素

検
出

器
 
－

＊
2
4
 

○54

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

(
D
/
W
)
 

＊
2
 

「
⑩

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

(
S
/
C
)
 

＊
2
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
＊

2
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
＊

2
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3.15-70 

第
3
.
1
5
-
1
6
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

1
0
／

1
0
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

計
測

範
囲

 
設

計
基

準
 

把
握

能
力

（
計

測
範

囲
の

考
え

方
）

 
個

数
 

耐
震

性
 

電
源

 
検

出
器

の
 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 

個
数

 

第
3
.
1
5
-
2
 

,
3
図

N
o
.
 

⑰ 使 用 済 燃 料 プ ー ル の 監 視 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
 

（
S
A
広

域
）

 

＊
1
 

－
4
,
3
0
0
～

＋
7
,
2
0
0
m
m
 

＊
1
9
 

（
E
L
.
3
5
,
0
7
7
～

4
6
,
5
7
7
m
m
）

 

＋
6
,
8
1
8
m
m
 

（
E
L
.
4
6
,
1
9
5
m
m
）
 重

大
事

故
等

時
に

変
動

す
る

可
能

性
の

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

か
ら

使
用

済
燃

料
ラ

ッ
ク

下

端
（

E
L
.
3
5
,
0
9
7
m
m
）

ま
で

の
範

囲
に

わ
た

り
水

位

を
監

視
可

能
。

 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

区
分

Ⅱ
 

直
流

電
源

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

ガ
イ

ド
パ

ル

ス
式

水
位

検
出

器

－
＊

2
4
 

0
～

1
2
0
℃

 
6
6
℃

 
重

大
事

故
等

時
に

変
動

す
る

可
能

性
の

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
温

度
（

1
0
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

＊
2
0
 

測
温

 

抵
抗

体
 

1
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
S
A
）

 
＊

1
 

0
～

1
2
0
℃

 
6
6
℃

 
重

大
事

故
等

時
に

変
動

す
る

可
能

性
の

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
温

度
（

1
0
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

＊
2
1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 
熱

電
対

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

 

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

＊
1
 

1
0
－

２
～

1
0
５
S
v
／

h
 

－
＊

6
 

重
大

事
故

等
時

に
変

動
す

る
可

能
性

が
あ

る
放

射

線
量

率
（

3
.
0
m
S
v
／

h
以

下
）

を
監

視
可

能
。

 

1
 

S
s
機

能

維
持

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

イ
オ

ン

チ
ェ

ン
バ

－
＊

2
4
 

1
0
－

３
～

1
0
４
m
S
v
／

h
 

1
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

＊
1
 

－
 

－
＊

6
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

及

び
そ

の
周

辺
の

状
況

を
監

視
可

能
。

 
1
 

S
s
機

能

維
持

 

カ
メ

ラ
：
緊

急

用
直

流
電

源
赤

外
線

 

カ
メ

ラ
－

＊
2
4
 

空
冷

装
置

：
緊

急
用

交
流

電
源

 

＊
1
：

分
類

の
う

ち
，

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

と
し

て
使

用
す

る
。

 
 

＊
2
：

分
類

の
う

ち
，

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
と

し
て

の
み

使
用

す
る

。
 

＊
3
：

設
計

基
準

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

の
最

高
圧

力
に

対
す

る
飽

和
温

度
。

 

＊
4
：

基
準

点
は

蒸
気

乾
燥

器
ス

カ
ー

ト
下

端
（

ベ
ッ

セ
ル

ゼ
ロ

レ
ベ

ル
よ

り
1
,
3
4
0
c
m
）

，
 

 
＊

5
：

基
準

点
は

燃
料

有
効

長
頂

部
（

ベ
ッ

セ
ル

ゼ
ロ

レ
ベ

ル
よ

り
9
1
5
c
m
）

 

＊
6
：

重
大

事
故

等
時

に
使

用
す

る
設

備
の

た
め

，
設

計
基

準
事

故
時

は
値

な
し

。
 

＊
7
：

常
設

設
備

に
よ

る
対

応
時

及
び

可
搬

型
設

備
に

よ
る

対
応

時
の

両
方

で
使

用
，

 
＊

8
：

可
搬

型
設

備
に

よ
る

対
応

時
に

使
用

，
 

＊
9
：

狭
帯

域
流

量
 

＊
1
0
：

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
及

び
デ

ブ
リ

落
下

・
堆

積
検

知
（

高
さ

0
m
,
0
.
2
m
位

置
水

温
計

兼
デ

ブ
リ

検
知

器
）

，
 

＊
1
1
：

ペ
デ

ス
タ

ル
底

面
（

コ
リ

ウ
ム

シ
ー

ル
ド

上
表

面
）

か
ら

の
高

さ
 

＊
1
2
：

基
準

点
は

通
常

運
転

水
位

E
L
.
3
,
0
3
0
m
m
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

底
部

よ
り

7
,
0
3
0
m
m
）

，
 

＊
1
3
：

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
前

ま
で

の
水

位
管

理
（

高
さ

1
m
超

水
位

計
）

 

＊
1
4
：

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
水

位
管

理
（

デ
ブ

リ
堆

積
高

さ
＜

0
.
2
m
の

場
合

）
（

高
さ

0
.
5
m
,
1
.
0
m
未

満
水

位
計

）
 

＊
1
5
：

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
水

位
管

理
（

デ
ブ

リ
堆

積
高

さ
≧

0
.
2
m
の

場
合

）
（

満
水

管
理

水
位

計
）

 

＊
1
6
：

炉
心

損
傷

は
，

原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
に

お
け

る
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

の
値

で
判

断
す

る
。

原
子

炉
停

止
直

後
に

炉
心

損
傷

し
た

場
合

の
判

断
値

は
約

1
0
S
v
／

h
（

経
過

時
間

と
と

も
に

判
断

値
は

低
く

な
る

）
で

あ
り

，
設

計
基

準
で

は
炉

心
損

傷
し

な
い

こ
と

か
ら

こ
の

値
を

下
回

る
。

 

＊
1
7
：

平
均

出
力

領
域

計
装

A
～

F
の

6
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
う

ち
，

A
,
B
の

2
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
対

象
。

平
均

出
力

領
域

計
装

の
A
,
C
,
E
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
は

そ
れ

ぞ
れ

2
1
個

，
B
,
D
,
F
に

は
そ

れ
ぞ

れ
2
2
個

の
検

出
器

が
あ

る
。

 

＊
1
8
：

2
個

の
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

に
対

し
て

，
出

入
口

に
1
個

ず
つ

設
置

 

＊
1
9
：

基
準

点
は

使
用

済
燃

料
ラ

ッ
ク

上
端

E
L
.
3
9
,
3
7
7
m
m
（

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

底
部

よ
り

4
,
6
8
8
m
m
）

 

＊
2
0
：

検
出

点
2
箇

所
，

 
 

＊
2
1
：

検
出

点
8
箇

所
 

＊
2
2
：

設
置

許
可

基
準

規
則

第
4
7
条

，
4
8
条

及
び

4
9
条

で
抽

出
さ

れ
た

計
装

設
備

は
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
に

対
し

て
，

多
様

性
及

び
独

立
性

を
有

し
，

位
置

的
分

散
を

図
る

こ
と

と
し

て
お

り
，

電
源

に
つ

い
て

は
，

非
常

用
所

内
電

気
設

備
と

独
立

性
を

有
し

，
位

置
的

分
散

を
図

る
設

計
と

す
る

。
詳

細
に

つ
い

て
は

，
「

3
.
1
4
 
電

源
設

備
（

設
置

許
可

基
準

規
則

第
5
7
条

に
対

す
る

設
計

方
針

を
示

す
章

）
の

補
足

説
明

資
料

5
7
-
9
」

参
照

。
な

お
，

各
条

文
に

対
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

の
選

定
結

果
は

，
補

足
説

明
資

料
5
8
-
1
0
に

整
理

し
て

い
る

。
 

＊
2
3：

設
置

許
可

基
準

規
則

第
5
1
条

で
抽

出
さ

れ
た

計
装

設
備

は
複

数
の

パ
ラ

メ
ー

タ
と

す
る

こ
と

で
多

様
性

を
有

し
て

お
り

，
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

及
び

格
納

容
器

下
部

水
位

に
対

し
て

，
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
及

び
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

は
そ

れ
ぞ

れ
独

立
性

を
有

す
る

設
計

と
し

て
い

る
。

電
源

に
つ

い
て

は
，

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

又
は

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備

か
ら

代
替

所
内

電
源

設
備

を
経

由
し

て
電

源
を

受
電

で
き

る
設

計
と

す
る

と
と

も
に

，
可

搬
型

計
測

器
に

よ
る

計
測

が
可

能
な

設
計

と
し

て
お

り
，
多

様
性

を
有

し
て

い
る

。
詳

細
に

つ
い

て
は

，
「

3
.
1
4
 
電

源

設
備
（

設
置

許
可

基
準

規
則

第
5
7
条

に
対

す
る

設
計

方
針

を
示

す
章

）
の

補
足

説
明

資
料

5
7
-
9
」
参

照
。
な

お
，
各

条
文

に
対

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
の

選
定

結
果

は
，
補

足
説

明
資

料
5
8
-
1
0
に

整
理

し
て

い
る

。
 

＊
2
4
：

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
時

は
，

水
素

・
酸

素
濃

度
監

視
装

置
，

放
射

線
監

視
装

置
，

炉
内

核
計

装
装

置
及

び
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
装

置
（

水
位

・
温

度
(
S
A
広

域
)
，

監
視

カ
メ

ラ
）

に
対

し
て

常
設

代
替

交

流
電

源
設

備
に

よ
り

電
源

供
給

さ
れ

た
場

合
に

は
，

監
視

計
器

は
使

用
可

能
で

あ
る

。
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3.15-71 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
／

1
5
）

 

 
【

推
定

ケ
ー

ス
】

 

ケ
ー

ス
１

 
：

 
同

一
物

理
量

（
温

度
，

圧
力

，
水

位
，

放
射

線
量

率
，

水
素

濃
度

及
び

中
性

子
束

）
か

ら
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
２

 
：

 
水

位
を

注
水

源
若

し
く

は
注

水
先

の
水

位
変

化
又

は
注

水
量

及
び

吐
出

圧
力

か
ら

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
３

 
：

 
流

量
を

注
水

先
又

は
注

水
源

の
水

位
変

化
を

監
視

す
る

こ
と

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
４

 
：

 
除

熱
状

態
を

温
度

，
圧

力
等

の
傾

向
監

視
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
５

 
：

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

か
ら

の
漏

え
い

を
水

位
，

圧
力

等
の

傾
向

監
視

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
６

 
：

 
圧

力
又

は
温

度
を

水
の

飽
和

状
態

の
関

係
か

ら
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
７

 
：

 
格

納
容

器
内

の
水

位
を

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

と
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
の

差
圧

よ
り

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
８

 
：

 
未

臨
界

状
態

の
維

持
を

制
御

棒
の

挿
入

状
態

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
９

 
：

 
あ

ら
か

じ
め

評
価

し
た

パ
ラ

メ
ー

タ
の

相
関

関
係

に
よ

り
酸

素
濃

度
を

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
１

０
 

：
 
装

置
の

作
動

状
況

（
差

温
度

）
に

よ
り

水
素

濃
度

を
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
１

１
 

：
 
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

状
態

を
同

一
物

理
量

（
温

度
）
，

あ
ら

か
じ

め
評

価
し

た
水

位
と

放
射

線
量

率
の

相
関

関
係

及
び

カ
メ

ラ
に

よ
る

監
視

に
よ

り
，

 

 
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
水

位
又

は
必

要
な

水
遮

へ
い

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

 

 な
お

，
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
推

定
に

当
た

っ
て

は
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

誤
差

に
よ

る
影

響
を

考
慮

す
る

。
 

 ＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 温 度 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

ケ
ー

ス
１

 
①

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ

り
推

定
す

る
。

 

②
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

す
る

こ
と

で
,
原

子
炉

圧
力

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

を
推

定
す

る
。

 

ま
た

,
ス

ク
ラ

ム
後

，
原

子
炉

水
位

が
燃

料
有

効
長

頂
部

に
到

達
す

る
ま

で
の

経
過

時
間

よ
り

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
を

推
定

す
る

。
 

③
残

留
熱

除
去

系
が

運
転

状
態

で
あ

れ
ば

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

 

②
原

子
炉

圧
力

 

②
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

ケ
ー

ス
６

 

③
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
 

ケ
ー

ス
１
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3.15-72 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

2
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 圧 力 

原
子

炉
圧

力
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

ケ
ー

ス
１

①
原

子
炉

圧
力

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す

る
。

②
原

子
炉

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
原

子
炉

圧
力

容
器

内

の
圧

力
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

ケ
ー

ス
６

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
原

子
炉

圧
力

ケ
ー

ス
１

①
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

原
子

炉
圧

力
に

よ
り

推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
原

子
炉

圧
力

容
器

内

の
圧

力
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

ケ
ー

ス
６
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3.15-73 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

3
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
１

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

・
燃

料
域

）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

水
位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

,
原

子
炉

水

位
（

S
A
広

帯
域

・
S
A
燃

料
域

）
に

よ
り

推
定

す
る

。

③
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
，

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系

統
流

量
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
う

ち
機

器

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
よ

り
，
崩

壊
熱

に
よ

る
原

子
炉

水
位

変
化

量
を

考
慮

し
,
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

③
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量

③
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

③
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

③
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

ケ
ー

ス
２

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
１

①
原

子
炉

水
位
（

S
A
広

帯
域

・
S
A
燃

料
域

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

・
燃

料
域

）
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
，

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系

統
流

量
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
う

ち
機

器

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
よ

り
，
崩

壊
熱

に
よ

る
原

子
炉

水
位

変
化

量
を

考
慮

し
,
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

直
接

計
測

す
る

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）

を
優

先
す

る
。

 

②
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

②
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量

②
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

②
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

②
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

ケ
ー

ス
２
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3.15-74 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

4
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 （ １ ／ ２ ） 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

ケ
ー

ス
３

 
①

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

,
水

源
で

あ
る

サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
を

推
定

す

る
。

 

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
が

小
さ

い
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
①

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

ケ
ー

ス
３

 
①

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
,
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，
環

境
悪

化
の

影
響

を
受

け
る

こ
と

が
小

さ
い

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

を
優

先
す

る
。
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

ケ
ー

ス
３

 
①

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
,
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
が

小
さ

い
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

ケ
ー

ス
３

 
①

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
水

源
で

あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
が

小
さ

い
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）
 

ケ
ー

ス
３

 
①

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
水

源
で

あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
が

小
さ

い
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。
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3.15-75 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

5
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 （ ２ ／ ２ ） 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

ケ
ー

ス
１

①
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
（

他
系

統
が

運
転

状
態

の
場

合
）

②
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

③
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
３

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
３

①
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
が

小
さ

い
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

ケ
ー

ス
３

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

水
源

で
あ

る
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，
環

境
悪

化
の

影
響

を
受

け
る

こ
と

が
小

さ
い

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

を
優

先
す

る
。
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

②
格

納
容

器
下

部
水

位

ケ
ー

ス
３

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

水
源

で
あ

る
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
格

納
容

器
下

部
水

位
の

変
化

に
よ

り
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，
環

境
悪

化
の

影
響

を
受

け
る

こ
と

が
小

さ
い

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

を
優

先
す

る
。
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3.15-76 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

6
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
ケ

ー
ス

１
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
,
飽

和
温

度
／

圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
に

よ
り

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
を

推

定
す

る
。

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

，
上

記
①

と
同

様
に

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

ケ
ー

ス
６

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度

ケ
ー

ス
１

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
,

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温

度
を

推
定

す
る

。

③
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
ケ

ー
ス

６

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

ケ
ー

ス
１

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
を

推

定
す

る
。

③
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
ケ

ー
ス

６

格
納

容
器

下
部

水
温

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

ケ
ー

ス
１

①
格

納
容

器
下

部
水

温
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
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3.15-77 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

7
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

 
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 圧 力 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
ケ

ー
ス

１
 

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

を
推

定
す

る
。

 

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

常
用

計
器

）
に

よ
り

，
圧

力
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

真
空

破
壊

装
置

，
ベ

ン
ト

管
を

介
し

て
均

圧
さ

れ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
優

先
す

る
。

 

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

 
ケ

ー
ス

６
 

③
［

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

］
＊

2
 

ケ
ー

ス
１

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
ケ

ー
ス

１
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
及

び
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

を

推
定

す
る

。
 

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

常
用

計
器

）
に

よ
り

，
圧

力
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

真
空

破
壊

装
置

，
ベ

ン
ト

管
を

介
し

て
均

圧
さ

れ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

を
優

先
す

る
。

 

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
 

ケ
ー

ス
６

 

③
［

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

］
＊

2
 

ケ
ー

ス
１
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3.15-78 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

8
／

1
5
）

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
①

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

ケ
ー

ス
２

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
,
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
，

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
及

び
低

圧
代

替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
の

注
水

量
に

よ
り

,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル

水
位

を
推

定
す

る
。

②
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

の
変

化
に

よ
り

,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル

水
位

を

推
定

す
る

。

＜
ベ

ン
ト

判
断

基
準

＞

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
不

明
時

は
，

上
記

①
又

は
②

の
推

定
方

法
に

よ
り

，

注
水

流
量

及
び

水
源

の
水

位
変

化
か

ら
算

出
し

た
水

量
が

全
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル

へ
移

行
す

る
場

合
を

想
定

し
て

お
り

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
計

測

目
的

か
ら

考
え

る
と

保
守

的
な

評
価

と
な

り
問

題
な

い
こ

と
か

ら
，
推

定
し

た
値

か
ら

ベ
ン

ト
実

施
判

断
基

準
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
通

常
水

位
＋

6
.
5
m（

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

下
端

か
ら

－
1
.
6
4
m
）

の
到

達
確

認
を

も
っ

て
，

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

。

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
差

圧
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
を

推
定

す
る

。

④
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
常

用
計

器
）

に
よ

り
，

水
位

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

注
水

先
に

近
い

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
を

優
先

す
る

。
 

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

ケ
ー

ス
７

④
［

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
］

＊
2

ケ
ー

ス
１

格
納

容
器

下
部

水
位

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

ケ
ー

ス
１

①
格

納
容

器
下

部
水

位
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
格

納
容

器
下

部
水

位
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

の
注

水
量

に
よ

り
,
格

納
容

器
下

部
水

位
を

推
定

す
る

。

③
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

の
変

化
に

よ
り

，
格

納
容

器
下

部
水

位
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

②
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

ケ
ー

ス
２

③
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
ケ

ー
ス

２

原 子 炉 格 納 容 器 内 

の 水 素 濃 度 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

S
A
）

 
①

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

D
/
W
）

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C
）

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

ケ
ー

ス
９

①
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
S
A
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

格
納

容
器

雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D
/
W
）

又
は

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

S
/
C
）

に
て

炉

心
損

傷
を

判
断

し
た

後
，

初
期

酸
素

濃
度

と
保

守
的

な
Ｇ

値
を

入
力

と
し

た
評

価
結

果

（
解

析
結

果
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

，
格

納
容

器
内

圧
力

が
正

圧
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
で

，
事

故
後

の
格

納
容

器
内

へ
の

空
気
（

酸

素
）

の
流

入
有

無
を

把
握

し
，

水
素

燃
焼

の
可

能
性

を
推

定
す

る
。

②
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
常

用
計

器
）

に
よ

り
，

水
素

濃
度

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

重
要

代
替

計
器

を
優

先
す

る
。

 

②
［

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
］

＊
2

ケ
ー

ス
１
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3.15-79 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

9
／

1
5
）

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 

の 放 射 線 量 率 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
D
/
W
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C
）

ケ
ー

ス
１

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

D
/
W
）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

D
/
W
）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
S
/
C
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D
/
W
）

ケ
ー

ス
１

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

S
/
C
）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

S
/
C
）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D
/
W
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

未 臨 界 の 維 持 又 は 確 認 

起
動

領
域

計
装

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
平

均
出

力
領

域
計

装

ケ
ー

ス
１

①
起

動
領

域
計

装
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
起

動
領

域
計

装
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

,
平

均
出

力
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。

③
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
全

制
御

棒
が

挿
入

状
態

に
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
場

合
は

，
未

臨
界

状
態

の
維

持
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
［

制
御

棒
操

作
監

視
系

］
＊

2
ケ

ー
ス

８

平
均

出
力

領
域

計
装

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
起

動
領

域
計

装

ケ
ー

ス
１

①
平

均
出

力
領

域
計

装
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
平

均
出

力
領

域
計

装
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
起

動
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。

③
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
全

制
御

棒
が

挿
入

状
態

に
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
場

合
は

，
未

臨
界

状
態

の
維

持
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
［

制
御

棒
操

作
監

視
系

］
＊

2
ケ

ー
ス

８

［
制

御
棒

操
作

監
視

系
］

 
①

起
動

領
域

計
装

②
平

均
出

力
領

域
計

装

ケ
ー

ス
８

①
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

起
動

領
域

計
装

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
平

均
出

力
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。

推
定

は
，

低
出

力
領

域
を

監
視

す
る

起
動

領
域

計
装

を
優

先
す

る
。
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3.15-80 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
0
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 （ １ ／ ２ ） 

＜
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

＞
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

（
フ

ィ
ル

タ
装

置
水

位
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ

ン
ジ

）
，
フ

ィ
ル

タ
装

置
入

口
水

素
濃

度
）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

ケ
ー

ス
１

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

う
ち

，
フ

ィ
ル

タ
装

置
水

位
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

）
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合

は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

②
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

，
フ

ィ
ル

タ
装

置
圧

力
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）
，
フ

ィ
ル

タ
装

置
入

口
水

素
濃

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

又
は

サ
プ

レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
 

②
な

お
，
フ

ィ
ル

タ
装

置
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

,
フ

ィ
ル

タ
容

器
内

は
飽

和
状

態
で

あ
る

た
め

，
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
水

温
度

か
ら

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

を
推

定

す
る

。
 

②
フ

ィ
ル

タ
装

置
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
水

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
,
優

先

し
て

予
備

側
検

出
素

子
に

よ
り

計
測

す
る

。
予

備
側

の
監

視
が

不
可

能
な

場
合

に
は

，

フ
ィ

ル
タ

容
器

内
は

飽
和

状
態

で
あ

る
た

め
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

か
ら

ス
ク

ラ
ビ

ン

グ
水

温
度

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

，
フ

ィ
ル

タ
装

置
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

）
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
 

ケ
ー

ス
４

 

＜
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
＞

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

 

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

 

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
 

ケ
ー

ス
４

 
①

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
，

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

,
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
,
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

又
は

ウ
ェ

ッ
ト

ウ
ェ

ル
の

ベ
ン

ト
に

使
用

し
た

方
を

優
先

す
る

。
 

＜
代

替
循

環
冷

却
系

＞
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

入
口

温
度

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
）

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

ケ
ー

ス
１

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

う
ち

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル

水
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

，
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
入

口
温

度
，

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

，
代

替
循

環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
ド

ラ
イ

ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト

シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

 

ケ
ー

ス
４
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3.15-81 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
1
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 （ ２ ／ ２ ） 

＜
残

留
熱

除
去

系
＞

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
系

統
流

量
 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
）

 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
補

機
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
，

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出

口
温

度
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

，
残

留

熱
除

去
系

海
水

系
系

統
流

量
）

の
他

チ
ャ

ン

ネ
ル

ケ
ー

ス
１

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
う

ち
，

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口
温

度
，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
，
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

系
統

流
量

の
1

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

故
障

し
た

場
合

は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
残

留
熱

除
去

系
に

よ
る

冷
却

に
お

い
て

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
，

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
，

残
留

熱
除

去
系

海
水

系

系
統

流
量

，
緊

急
用

海
水

系
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

）
，

緊
急

用
海

水
系

流

量
（

残
留

熱
除

去
系

補
機

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
原

子
炉

圧
力

容

器
温

度
，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

に
よ

り
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る

こ
と

を
確

認
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口
温

度
，

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

，
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

系
統

流
量

）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度

ケ
ー

ス
４
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3.15-82 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
2
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ
（

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
，

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

・
S
A

燃
料

域
）
，
原

子
炉

圧
力

，
原

子
炉

圧
力
（

S
A
）
）

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

ケ
ー

ス
１

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
う

ち
，

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
，

原
子

炉
水

位
（

S
A

広
帯

域
・

S
A
燃

料
域

）
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

・
燃

料
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

・
S
A
燃

料
域

）
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ

ル
雰

囲
気

温
度

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
，

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ

ー
タ

）
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
，

原
子

炉
水

位
（

S
A

広
帯

域
・

S
A
燃

料
域

）
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）
）

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

優
先

す
る

。
 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

＊
2

ケ
ー

ス
５

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

ケ
ー

ス
１

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
う

ち
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
原

子
炉

水
位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
，
原

子
炉

水
位
（

S
A
広

帯
域
・

S
A
燃

料
域

）
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

，
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー

タ
）

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
）

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

優
先

す
る

。
 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

②
原

子
炉

圧
力

②
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

＊
2

ケ
ー

ス
５

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
 

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
S
A
燃

料
域

）

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
S
A
）

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

ケ
ー

ス
５

①
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
原

子
炉

水
位
（

広
帯

域
・

燃
料

域
）
，
原

子
炉

水
位
（

S
A
広

帯
域
・

S
A
燃

料
域

）
，

原
子

炉
圧

力
，
原

子
炉

圧
力
（

S
A
）
，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。
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3.15-83 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
3
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

 
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

水 源 の 確 保 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

①
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

 

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
 

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

 

①
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

 

①
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
 

①
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

 

②
常

設
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

②
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

②
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

②
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

ケ
ー

ス
２

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
サ

プ
レ

ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
を

水
源

と
す

る
高

圧
代

替
注

水
系

，
代

替
循

環
冷

却
系

，
原

子
炉

隔

離
時

冷
却

系
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
，

残
留

熱
除

去
系

，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

の

流
量

か
ら

各
系

統
が

正
常

に
動

作
し

て
い

る
こ

と
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
，

水
源

で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
の

水
位

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

を
水

源
と

す
る

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

，
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
，

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

の
吐

出
圧

力
か

ら
各

ポ
ン

プ

が
正

常
に

動
作

し
て

い
る

こ
と

を
把

握
す

る
こ

と
に

よ
り

，
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

 

＜
ポ

ン
プ

停
止

基
準

＞
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
不

明
時

は
，

上
記

①
又

は
②

の
推

定
方

法
に

よ
り

，

水
源

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
中

に
，

 

Ｅ
Ｃ

Ｃ
Ｓ

系
の

配
管

破
断

な
ど

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
が

流
出

し
，
ポ

ン
プ

の
必

要
Ｎ

Ｐ
Ｓ

Ｈ
が

得
ら

れ
ず

，
吐

出
圧

力
の

異
常

（
圧

力
低

下
，

ハ
ン

チ
ン

グ

な
ど

）
が

確
認

さ
れ

た
場

合
に

，
ポ

ン
プ

を
停

止
す

る
。

 

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
常

用
計

器
）

に
よ

り
，

水
位

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
を

水
源

と
す

る
ポ

ン
プ

の
注

水
量

を
優

先
す

る
。

 

 

③
［

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
］

＊
2
 

ケ
ー

ス
１

 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
①

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

 

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

 

②
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

ケ
ー

ス
２

 
①

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

を

水
源

と
す

る
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
に

よ
る

各
注

水
先

へ
の

流
量

か
ら

，
代

替

淡
水

貯
槽

水
位

を
推

定
す

る
。

 

②
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
の

吐
出

圧
力

か
ら

，
ポ

ン
プ

が
正

常
に

動
作

し
て

い
る

こ
と

を
把

握
す

る
こ

と
に

よ
り

，
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

が
確

保
さ

れ
て

い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

代
替

淡
水

貯
槽

を
水

源
と

す
る

ポ
ン

プ
の

注
水

量
を

優
先

す
る

。
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3.15-84 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
4
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 建 屋 内 

の 水 素 濃 度 

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
ケ

ー
ス

１
①

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ

り
推

定
す

る
。

②
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
 
動

作
監

視
装

置
（

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
入

ロ
／

出
ロ

の
差

温
度

か
ら

水

素
濃

度
を

推
定

）
に

よ
り

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

動
作

監
視

装
置

ケ
ー

ス
１

０

原 子 炉 格 納 容 器 内 

の 酸 素 濃 度 

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
（

S
A
）

 
①

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

D
/
W
）

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C
）

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

ケ
ー

ス
９

①
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

（
S
A
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

格
納

容
器

雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D
/
W
）

又
は

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

S
/
C
）

に
て

炉

心
損

傷
を

判
断

し
た

後
，

初
期

酸
素

濃
度

と
保

守
的

な
Ｇ

値
を

入
力

と
し

た
評

価
結

果

（
解

析
結

果
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

，
格

納
容

器
内

圧
力

が
正

圧
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
で

，
事

故
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

内
へ

の

空
気

（
酸

素
）

の
流

入
有

無
を

把
握

し
，

水
素

燃
焼

の
可

能
性

を
推

定
す

る
。

②
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

（
常

用
計

器
）

に
よ

り
，

酸
素

濃
度

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

重
要

代
替

計
器

を
優

先
す

る
。

 

②
［

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
］

＊
2

ケ
ー

ス
１
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3.15-85 

第
3
.
1
5
-
1
7
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
5
／

1
5
）

 

＊
1
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

＊
2
：
［

 
］

は
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

耐
震

性
又

は
耐

環
境

性
等

は
な

い
が

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

 
＊

1
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

使 用 済 燃 料 プ ー ル の 監 視 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位
・
温

度
（

S
A

広
域

）
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

S
A
）

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

ケ
ー

ス
１

１
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位
・
温

度
（

S
A
広

域
）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
S
A
）

に
よ

り
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

温
度

を
推

定
す

る
。

ま
た

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
に

て

放
射

線
量

を
計

測
し

た
後

，
水

位
と

放
射

線
量

率
の

関
係

か
ら

水
位

を
推

定
す

る
。

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

に
よ

り
，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

状
態

を
監

視
す

る
。
 

推
定

は
，

温
度

の
場

合
は

同
じ

仕
様

で
あ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

S
A
）

を
，

水
位

の
場

合
は

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

を
直

接
監

視
す

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
を

優
先

す
る

。

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
S
A
）

 
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位
・
温

度
（

S
A
広

域
）
 

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

ケ
ー

ス
１

１
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
S
A
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

は
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

S
A
広

域
）

に
よ

り
温

度
を

推
定

す
る

。

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
及

び
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

に
よ

り
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

監
視

す
る

。

推
定

は
，
同

じ
仕

様
で

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位
・
温

度
（

S
A
広

域
）
を

優
先

す
る

。
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・
温

度
（

S
A
広

域
）
 

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

S
A
）

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

ケ
ー

ス
１

１
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

S
A
広

域
）

に
て

水
位

を
計

測
し

た
後

，
水

位
と

放

射
線

量
率

の
関

係
か

ら
放

射
線

量
を

推
定

す
る

。

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

S
A
）

及
び

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
に

よ
り

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

状
態

を
監

視
す

る
。

推
定

は
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

を
直

接
監

視
す

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
S
A

広
域

）
を

優
先

す
る

。
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・
温

度
（

S
A
広

域
）
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

S
A
）

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）

ケ
ー

ス
１

１
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

，
使

用
済

燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

S
A
広

域
）
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
S
A
）
，

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
に

て
，

使
用

済
燃

料
プ

ー

ル
の

状
態

を
推

定
す

る
。
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